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東北農政局阿武隈土地改良調査管理事務所 



第１章 総則 

  国営施設応急対策事業角田地区江尻排水機場ポンプ設備補修（その２）工事の施工 

 に当たっては、農林水産省農村振興局制定「施設機械工事等共通仕様書」（以下「共 

 通仕様書（施）」という。）及び「土木工事共通仕様書」（以下「共通仕様書（土）」と 

 いう。）に基づいて実施する。 

  同仕様書に対する特記及び追加事項は、この特別仕様書によるものとする。 

  

  

第２章 工事内容 

 １．目的 

   本工事は、国営角田土地改良事業計画（国営施設応急対策）に基づき、江尻排水 

  機場のポンプ設備を補修するものである。 

  

 ２．工事場所 

   宮城県角田市江尻字巻向地内 

  

 ３．工事概要 

   本工事は、江尻排水機場のポンプ設備の補修の工事で、その概要は次のとおりで 

  ある。 

  （１）１号主ポンプ設備（補修） 立軸軸流φ2,600   １台 

  （２）３号主ポンプ設備（補修） 立軸軸流φ2,600   １台 

  （３）原動機（補修）         ２台 

  （４）減速機（補修）         ２台 

  （５）吐出弁（補修）         ２台 

  （６）仮設工             １式 

  （７）試運転調整           １式 

  

 ４．工事数量 

   別紙－１「工事数量表」のとおりである。 

  

 ５．施工範囲 

  （１）工事の施工範囲は、第２章３．工事概要に示す設備の設計、製作、輸送、取 

    り外し、補修、再据付及び試運転調整までの一切とする。 

  （２）次に示すものは本工事の施工対象外とする。 

    １）責任分界点までの引込外線工事 

    ２）屋内外照明設備工事 



    ３）建築工事 

    ４）河川仮締切工事等の土木工事（ただし、管理用ゲートによる仮締切り及び 

     仮締切り内水替えは、受注者が行うものとする。） 

    ５）２号、４号ポンプ設備、電気設備及び排水管理設備に関する機器の補修、 

     据付工事 

    ６）ゲート設備、除塵設備に関する機器の補修、製作据付工事 

  

  

第３章 施工条件 

 １．工程制限 

   既設設備の補修工事は、毎年９月上旬より着手可能である。 

   また、本工事では非出水時においてポンプ設備３台を運転可能な状態するため、 

  補修作業可能期間は以下を基本とし、これを外れる期間に施工する場合は監督員と 

  協議するものとする。 

    令和７年 11 月１日～令和８年５月 31日（３号主ポンプ設備補修） 

    令和８年 11 月１日～令和９年５月 31日（１号主ポンプ設備補修） 

  

 ２．部分使用 

   ３号主ポンプ設備全部については、出水期（毎年６月１日～10 月 31 日）にポン 

  プ運転を行うことがあるため、令和８年６月１日から工事完了期限日まで施設管理 

  者に部分使用させるものとする。 

   また、１号主ポンプ設備全部については、令和９年６月１日から工事完了期限日 

  まで施設管理者に部分使用させるものとする。 

  

 ３．工事期間中の休業日 

   工事期間中の休業日は次のとおりとする。 

  （１）工場製作の工事期間には、休日等４週８休を見込んでいる。 

  （２）現場据付の工事期間は、令和６年 11月１日から令和９年７月 30 日までと 

    し、雨天、休日等を 269 日間（６月から８月の現場休止期間を除く）見込んで 

    いる。 

     なお､休日等は土曜日、日曜日、祝日、夏季休暇、年末年始休暇である。 

  

 ４．作業時間の制限 

   大型重機等の工事車両については、通学・通勤、帰宅のため８時以前及び 17時 

  以降の通行を行わないものとする。 

  



 ５．現場技術員 

   本工事は、共通仕様書(施)第１章１－１－11 に規定している現場技術員を配置 

  する。氏名等については、別に通知する。 

  

 ６．工期 

   本工事は、受注者の円滑な工事施工体制を確保するため、事前に建設資材、建設 

  労働者の確保などが図れる余裕期間と実工期を合わせた全体工期を設定した工事 

  であり、発注者が示した工事完了期限までの間で、受注者は工事の始期（工事開始 

  日）及び終期を任意に設定できる。なお、受注者は、契約を締結するまでの間に、 

  別紙－５により、工事の始期及び終期を通知しなければならない。  

   ただし、受注者は、発注者が本工事の積算上の工期としている 1109 日間よりも 

  短い期間を工期として設定しようとする場合には、落札決定後、速やかに別紙－５ 

  と併せて、休日を確保していることや適切な工程による工事であることを説明でき 

  る理由書及び工程表を提出しなければならない。 

   工事の始期までの余裕期間内は、主任技術者又は監理技術者を配置することを要 

  しない。また、現場に搬入しない資材等の手配等を行うことができるが、資材の搬 

  入や仮設物の設置等、工事の着手を行ってはならない。 

   なお、余裕期間内に行う手配等は受注者の責により行うものとする。 

   全体工期：契約締結の翌日から令和９年７月 30 日（工事完了期限日）まで 

  

 ７．その他 

  （１）河川内工事に係る関係法令の遵守 

     本工事は河川区域内の工事であるため、関係法令及び河川管理者との協議 

    による条件を遵守しなければならない。 

  

  

第４章 現場条件 

 １．関連工事等 

   受注者は、次に示す隣接工事、または関連工事の受注者と相互に協力し、施工し 

  なければならない。 

  （１）江尻排水機場ポンプ設備補修工事 

     （令和４年 12 月～令和８年３月） 

  （２）江尻排水機場制水門開閉装置改修工事（仮称） 

     （令和７年９月上旬～令和８年３月）（予定） 

  （３）江尻排水機場制水門耐震補強工事（仮称） 

     （令和６年７月上旬～令和 10年３月）（予定） 



  （４）江尻排水機場第２制水門ゲート設備改修工事（仮称） 

     （令和８年９月～令和９年３月）（予定） 

  （５）江尻排水機場吸水槽耐震補強工事（仮称） 

     （令和６年７月～令和９年３月）（予定） 

  

 ２．既設設備との受渡条件 

   本工事で既設設備等に接続する内容は次のとおりである。 

  （１）既設設備からの電源接続は、動力分岐盤の端子台（又は MCCB）から AC100 

    Ｖ、50Hz の接続とする。 

  （２）既設中央監視設備の端子台からの信号等情報の受け渡し方法は次による。 

    １）制御項目は、無電圧接点信号 

    ２）計測項目は、DC４～20mA 及びパルス 

    ３）監視項目は、無電圧接点信号  

  

 ３．搬入路 

   現場への搬入路は一般国道 349 号を利用するものとする。また、本機場内への資 

  機材の搬入は 10 トン貨物トラックが進入可能であるほか、資機材の積卸し等は本 

  機場備え付けの電動式天井クレーン（25t、5t）を利用する計画である。 

   なお、仮締切りに使用する管理用ゲート及び仮設材を搬入するためには一般国道 

  349 号を横断するボックスカルバート（幅 6.0m×高さ 3.9m）を通過する必要があ 

  る。 

  

 ４．第三者に対する措置 

  （１）保安対策 

    １）資機材等の搬入のため、一般公道 349 号の車線規制を必要とする場合に配 

     置する交通誘導警備員は、警備員等の検定等に関する規則（平成 17 年 11 月 

     18 日国家公安委員会規則第 20 号）に基づく交通誘導警備検定合格者（１級 

     又は２級）とする。 

    ２）交通誘導警備員の配置は、下表のとおりとするが、条件変更等に伴い員数 

     に増減が生じた場合は監督職員と協議するものとする。 

配置場所 交通誘導警備員 編成 昼夜別 交代要員 

の有無 

江尻排水

機場地点 

２名/日 検定合格者１名 

他１名 

昼間 無 

  

  （２）その他 



     既設構造物及び第三者に損害を与えた場合は､受注者の責任で処理するもの 

    とする。 

  

 ５．関係機関との調整 

   受注者は設備搬入ルート等の道路使用許可申請について、必要な調整を行わなけ 

  ればならない。 

  

 ６．安全対策（架空線等公衆物損事故防止） 

   共通仕様書(土)第１編３－２－２一般事項１．施工計画（２）において調査把 

  握した工事区域内に存在する架空線等上空施設の下を横断する箇所には、高さ制 

  限を確認するための安全対策施設（簡易ゲート等）を設置するとともに、重機等 

  の横断に際しては適切に誘導員を配置し、誘導指示を行わなければならない。 

   なお、安全対策施設設置の詳細については、施工前に監督職員の承諾を得なけ 

  ればならない。 

  

  

第５章 提出図書等 

 １．提出図書 

   共通仕様書（施）第１章１－１－６に示す実施仕様書・計算書及び詳細図の提出 

  は工事の始期から 120 日以内に提出するものとする。また、承諾・不承諾は提出が 

  あった日から 20 日以内に文書で通知するものとする。 

  

 ２．施工図 

   受注者は、施工図が第三者の有する著作権を侵害し、発注者が著作権法に従い第 

  三者に損害の回復等の処置を講じなければならないときは、発注者にかわり、その 

  損害を負担し、または回復等の処置を講ずるものとする。 

  

 ３．官公庁等への手続き等 

   共通仕様書（施）第１章１－１－45 に示す書類は次のとおりとする。 

    道路使用許可申請書   提出部数 １部 

  

  

第６章 仮設 

 １．工事用電力 

  （１）据付工事に使用する電力設備及び電力料金、又は燃料代金は受注者の負担と 

    する。 



 ２．工事用道路等 

  （１）工事用進入路 

     工事用進入路は、第４章 現場条件 ３．搬入路によるものとする。 

     なお、運搬機種の規格により一般国道 349 号の縁石等の撤去が必要となった 

    場合は設計変更の対象とする。 

  

 ３．指定仮設 

  （１）敷鉄板の設置 

     上流吸い込み水槽側の仮締切り設置の際に管理橋上を利用する場合には、ク 

    レーン足場に敷鉄板等を敷設し保護するものとする。 

     また、敷鉄板は以下の調達地域等から調達することを想定しているが、安定 

    的な確保を図るために、当該調達地域等以外から調達せざるを得ない場合には、 

    事前に監督職員と協議するものとする。また、購入費及び輸送費等に要した費 

    用について、証明書類（実際の取引伝票等）を職員に提出するものとし、その 

    費用について設計変更の対象とする。 

資材名 規格（㎜） 調達地域等 備考 

敷鉄板 22×914×1,829 仙台市 

  

     なお、敷鉄板に代わる資材をクレーン足場に利用した場合は、設計変更の対 

    象とする。 

     また、下流吐出水槽上部に作業用重機及び資機材を仮置きする場合、地下貯 

    油槽部を工事車両が通過する場合は敷鉄板を敷設するもとし、設置した場合は 

    設計変更の対象とする。 

 

  （２）仮締切り 

    １）施工時設定水位 

      本工事の施工時設定水位は EL7.00m とするものとするが、気象状況によっ 

     て急激な水位変動の発生のおそれがあるため、施工期間中は気象情報に十分 

     留意すること。 

    ２）仮締切り 

      ポンプ設備補修に当たり、上流導水路の角落とし部に管理用ゲートを設置 

     し仮締切りを行うものとする。また設置用の機械は 16t 吊りラフテレーンク 

     レーンを計画している。 

      また、管理用ゲートは岡排水機場に保管してあるため、受注者が同機場か 

     ら運搬して設置するものとする。 

      なお、施工時設定水位を上回る水位が長期間継続する場合は、仮締切り方 



     法について監督職員と協議するものとする。 

  （３）水替工 

    １）工事現場内における排水量は、次のとおり想定している。 

     既設上流水路からの流下水：Qmax＝6ｍ3未満／時間（常時排水） 

    ２）水替工における排水先は監督職員の指示によるものとし、事前に水量の測 

     定を行い確認するとともに、これらの状況写真を撮影し監督職員に提出す 

     るものとする。 

    ３）異常出水等により施工時設定水位を超え施工箇所が水没した場合の追加 

     水替作業については、設計変更の対象とする。 

    ４）大雨注意報、洪水注意報が発令された時点で警戒体制を構築し、警報に移 

     行した場合には仮締切り内の機器、資材等を撤収できるよう体制を整えるも 

     のとする。また、これらに係る経費について設計変更の対象とする。 

  （４）電動式天井クレーン 

    １）主ポンプ等の取り外し、再据付に当たっては、エンジン室に設置済みの電 

     動式天井クレーンを使用するものとする。また、使用前に監督職員の承諾を 

     得るものとする。 

    ２）電動式天井クレーンの操作は、有資格者が行うものとする。 

    ３）本機場の動力用電源は季節受電となっていることから、電動式天井クレー 

     ンの使用に当たっては、江尻排水機場備え付けの自家用発電設備により動力 

     用電源を確保する計画としている。 

    ４）本機場の自家用発電設備の使用に当たっては、事前に監督職員の承諾を得 

     るものとする。また、使用前に地下貯油槽の残油量を確認すること。 

      なお、使用量については想定した運転時間を基に算定しているが、数量に 

     変更が生じた場合は、監督職員と協議するものとする。 

    ５）令和７年度は、関連工事の「江尻排水機場ポンプ設備補修工事」において 

     電気設備の更新作業が行われるため、電動式天井クレーンの電源が消失する 

     期間が発生することから、仮設用の発動発電機を併用する計画としている。 

  （５）吸込側及び吐出側閉止フランジ蓋板 

     吸込側のケーシング開口部閉止用蓋板はφ3,400 ㎜の閉止フランジ蓋、吐出 

    側の電動蝶形弁開口部閉止用蓋板は、φ2,600mm の閉止フランジ蓋を設置する 

    ものとする。 

     また、閉止フランジ蓋板は、３号主ポンプ補修後１号主ポンプ補修時にも再 

    利用するため、曲げ、そり等損傷を与えないよう設置、撤去作業を行うものと 

    する。 

     なお、工事終了後は現場発生材として処理するものとする。 

  （６）足場工 



     足場工については、仮締切を行う吸込側の昇降階段用、吸込ケーシング塗 

    装用及び減速機－中間軸カップリング分解・据付の際に設置する計画である 

    が、数量に変更が生じた場合は監督職員と協議するものとする。 

  

  

第７章 貸与する資料等 

 １．貸与する資料 

   本工事の設計・施工において関連する次の資料は貸与する。 

  （１）資料名 

    １）令和元年度 国営施設応急対策事業角田地区 

            江尻排水機場実施設計他業務報告書 

    ２）令和２年度 国営施設応急対策事業角田地区 

            江尻排水機場排水管理設備実施設計業務報告書 

  （２）貸与期間 

     工事契約から工事完了まで 

  （３）返納場所 

     東北農政局阿武隈土地改良調査管理事務所角田支所 

  （４）貸与条件 

     貸与資料の内容については、発注者の許可なく他に公表してはならない。 

  

  

第８章 試運転調整 

  （１）本工事で実施する試運転調整に要する電力料金又は燃料代金は受注者におい 

    て負担する。 

     なお、試運転調整の実施に当たっては、事前に詳細な実施計画書を作成し、 

    監督職員に提出して承諾を得るものとする。 

  （２）本機場の動力用電源は季節受電となっていることから、試運転調整に係る動 

    力電源は、本機場に設置されている自家用発電設備を利用する計画としている。 

     なお、自家用発電設備で消費する油量は、試運転調整時間を基に算定してい 

    るが、数量に変更が生じた場合は、監督職員と協議するものとする。 

  （３）試運転調整時に上水道の使用が必要となった場合は、監督職員と協議するも 

    のとする。 

  

  

第９章 貸与材料 

  貸与する材料は、次のとおりである。 



  （１）管理用ゲート 

    １）規格、数量 

品 名 規 格 単位 数 量 備 考 

管理用ゲート B3.20m×H0.75m 段 ６ ３段×２ 

  

    ２）引渡し場所 

      宮城県角田市岡字雑魚橋地内岡排水機場 

    ３）引渡し時期 

      監督職員と打合せのうえ、決定するものとする。 

    ４）引渡し方法 

      引渡し及び引渡し場所から宮城県角田市江尻字巻向地内（工事現場）まで 

     の運搬は、受注者の責任において行うものとする。 

   

  （２）吐出側閉止フランジ蓋板 

    １）規格、数量 

品 名 規 格 単位 数 量 備 考 

吐出側閉止フランジ蓋板 φ2,600 ㎜ 基 １

  

    ２）引渡し場所 

      江尻排水機場（宮城県角田市江尻字巻向地内） 

    ３）引渡し時期 

      監督職員と打合せのうえ、決定するものとする。 

  （３）予備品、付属品 

    １）ポンプ設備等の補修に当たっては、前歴事業の「角田農業水利事業 江尻 

     排水機場機器製作据付工事」で納入した予備品及び付属品を使用するものと 

     する。 

    ２）前歴事業で納入された予備品及び付属品を使用する場合は、工事着手前に 

     調査のうえ、使用の可否を監督職員と協議するものとする。 

  

  

第 10 章 設計 

 １．一般事項 

  （１）受注者は、本章に示す設計条件等に基づき設計図書及び第７章第１項の貸与 

    する資料について照査し、設備の製造設計を行うものとする。 

  （２）土地改良事業計画設計基準、関係する諸基準及び規格を遵守し、設計条件及 

    び設置条件に対して十分な強度、性能及び機能を有するものとする。 



  （３）耐久性及び安全性並びに維持管理を考慮した構造とする。 

  （４）運転が確実で操作の容易なものとする。 

  （５）設計、製作、据付に当たって特許等を使用する場合はその詳細を明記するも 

    のとする。 

  

 ２．設計諸元 

  （１）既設構造物の諸元 

    １）流量、水位 

項  目 

諸  元 

１号主ポンプ 

（雑魚橋川系） 

３号主ポンプ 

（尾袋川系） 

計画排水量 16.0 ㎥/sec 15.0 ㎥/sec 

計画吸水位（NWL） TP. 7.10ｍ TP. 7.55ｍ 

最低吸水位（LWL） TP. 6.60ｍ TP. 7.05ｍ 

計画吐水位（WL）/常時 TP. 9.12ｍ TP. 9.12ｍ 

計画吐水位（WL）/洪水時 TP. 10.81ｍ TP. 10.81ｍ 

最高吐水位（HWL）/洪水時 TP. 13.05ｍ TP. 13.05ｍ 

最低吐水位（LWL） TP. 7.20ｍ TP. 7.20ｍ 

  

 ３．周囲条件 

  （１）周辺条件 

    １）気温      -10℃～40℃ 

    ２）湿度      30％～95％ 

    ３）水質      塩分濃度 0％ 

    ４）騒音規制値   排水機場は規制外 

    ５）積雪深     考慮しない 

  

 ４．材料 

  （１）主要材料は、JIS 規格品、又は同等品以上とする。 

材 料 名 規 格 適     用

ステンレス棒鋼 JIS G 4303 SUS 主軸 

機械構造用炭素鋼鋼材 JIS G 4051 S-C 主軸 

炭素鋼鋳鋼品 JIS G 5101 SC 羽根車 

銅及び銅合金鋳物 JIS H 5120 CAC 羽根車 

ステンレス鋼鋳鋼品 JIS G 5121 SCS 羽根車 

  



  （２）主要個所の使用材料は、構造計算の結果、決定する。なお、製鉄所のミルシ 

    ートまたは引張試験成績書等を提出し監督職員の承諾を受けるものとする。 

  （３）ポンプ設備の各部の強度は十分な安全率を確保するものとし、腐食磨耗のお 

    それがある部材については、余裕厚を考慮するものとする。 

  （４）製作に使用する鋼材等は、特に指定するもの以外は鋼構造物計画設計技術指 

    針（用排水機場編）に準拠するものとする。 

  

  

第 11 章 構造及び製作 

 １．一般事項 

  （１）本設備の製作に必要な機器及び材料は、共通仕様書（施）第２章「機器及び 

    材料」及び第６章「用排水ポンプ設備」によるものとする。 

  （２）本設備の製作は、共通仕様書（施）第３章「共通施工」及び第６章「用排水 

    ポンプ設備」によるものとする。 

  （３）本設備は、共通仕様書（施）第３章「共通施工」によるものとするが、受注 

    者の新技術及び新製品等があれば提案を行うことが可能である。 

  （４）ポンプ主要部（主軸、インペラ、ケーシング）は運転開始から長期の運転に 

    耐えうる構造となるように設計を行うこと。 

  （５）工場持込補修で交換した部品（損耗した部品）のうち、金属類（有価物）に 

    ついては現場発生品として処理するため、江尻排水機場に持ち帰るのものとす 

    る。 

  

 ２．補修等の区分 

  （１）ポンプ設備補修・更新 

名称 対象機器・数量 区分 備考 

主ポンプ １号立軸軸流ポンプインペ

ラ（固定翼）×１台 

工場持込補修

（回転体） 

 

１号立軸軸流ポンプケーシ

ング 

現地補修 

３号立軸軸流ポンプインペ

ラ（固定翼）×１台 

工場持込補修

（回転体） 

 

３号立軸軸流ポンプケーシ

ング 

現地補修 

原動機 １号主ポンプ用ディーゼル

機関×１台 

現地補修（Ｆ

点検整備） 

過給機・ガ

バナは工場

持込補修 



３号主ポンプ用ディーゼル

機関×１台 

現地補修（Ｆ

点検整備） 

過給機・ガ

バナは工場

持込補修 

流体継手

付減速機

１号主ポンプ用流体継手付

傘歯車減速機×１台 

工場持込補修

３号主ポンプ用流体継手付

傘歯車減速機×１台 

工場持込補修

吐出弁 １号主ポンプ用電動蝶形弁

×１台 

工場持込補修

３号主ポンプ用電動蝶形弁

×１台 

工場持込補修

補機設備 １号主ポンプ用管内クーラ

×１台 

現地補修 

３号主ポンプ用管内クーラ

×１台 

現地補修 

   

 ３．ポンプ設備 

  （１）１号、３号主ポンプ補修 

    １）既設機器仕様 

項目 １号主ポンプ(雑魚橋川系) ３号主ポンプ(尾袋川系) 

ポンプ形式 立軸軸流ポンプ(固定翼) 立軸軸流ポンプ(固定翼) 

口径 2,600 ㎜ 2,600 ㎜ 

台数 １台 １台 

計画吐出量 16.0 ㎥/s 15.0 ㎥/s 

全揚程 4.0 ｍ 3.1 ｍ 

回転速度 138 min-1 126 min-1 

原動機形式 ディーゼル機関 ディーゼル機関 

原動機出力 1,300 PS 1,000 PS 

効率 88％以上 88％以上 

  

    ２）使用材料 

使用箇所 材料名 材料記号 

ケーシング ねずみ鋳鉄、炭素鋼鋳鋼 FC250、SC450 

インペラ 炭素鋼鋳鋼 SC450 

主軸 ステンレス鋼 SUS403 



保護管 ステンレス鋼 SUS304 

水中軸受 ゴム軸受 

下部に潤滑水回収用のメカニカルシールを設置 

軸封部 グランドパッキン 

  

    ３）補修概要 

      ポンプ回転体は現地にて取外し後、製造工場において各部の補修及び部 

     品交換を行うものとする。 

      ポンプ胴体部は現地で各部の補修を行う。 

    ４）工場補修内容 

     ① ポンプ回転体の分解・清掃・部品交換・組立を行う。 

     ② プロペラ・プロペラボスの静バランスを行う。 

     ③ シャフト（上・下）の振れ幅の調整を行う。 

     ④ プロペラ・プロペラハブ・シャフト（上・下)の浸透探傷検査を行う。 

     ⑤ 工場補修内容に疑義が生じた場合は、受注者の報告に基づき監督職員と 

      協議する。 

    ５）現地補修内容 

     ① ポンプ胴体の分解を行う。 

     ② 各種部品の清掃を行う。 

     ③ ケーシングの再塗装を行う。 

     ④ 現地補修内容に疑義が生じた場合は、受注者の報告に基づき監督職員と 

      協議する。 

    ６）交換部品 

      契約図書に明示のない部品の交換については、受注者の報告に基づき監督 

     職員と協議するものとする。 

  （２）１号、３号原動機補修 

    １）既設機器仕様 

項目 １号（雑魚橋川系） ３号（尾袋川系） 

形式 ４サイクルディーゼル機

関(立形単動無気噴油式) 

４サイクルディーゼル機関

(立形単動無気噴油式) 

台数 １台 １台 

定格出力 1,300 PS 1,000 PS 

定格回転速度 1,000 min-1 1,000 min-1 

気筒数 ６ ６ 

潤滑方式 強制潤滑式 強制潤滑式 

起動方式 圧縮空気起動 圧縮空気起動 



冷却方式 強制水冷式 

（管内クーラによる） 

強制水冷式 

（管内クーラによる） 

使用燃料 Ａ重油 Ａ重油 

燃料消費率 150+5 % g/PS・hr 以下 150+5 % g/PS・hr 以下 

  

    ２）補修概要 

      原動機は、建屋内に据付された状態で補修、点検、部品等の交換を行う 

     ものとする。 

    ３）現地補修内容 

      Ｆ点検整備を行うものとする。なお、過給機及びガバナは工場持込補修 

     とする。 

      （01）周囲・外観状況・始動・運転停止状況の点検 

      （02）無負荷運転 10分間 

      （03）主要部・水・油・排気濡れ点検 

      （04）冷却水・燃料油・潤滑油量確認 

      （05）計器類の指示確認 

      （06）発電機スリップリング・油カキリング・ブラシの点検 

      （07）実負荷点検 60分間 

      （08）バッテリー電解液点検 

      （09）潤滑油汚れ点検 

      （10）コシ器・タンクのドレン抜き 

      （11）燃料油移送ポンプ作動状況点検 

      （12）吸・排気弁バネ点検 

      （13）配電盤計器の点検 

      （14）接地・絶縁抵抗測定 

      （15）クランクデフレション計測 

      （16）吸・排気弁間際調整 

      （17）機側リレースイッチ作動確認及び配線ターミナル増締 

      （18）燃料・潤滑油コシ機分解掃除 

      （19）カムタペットローラー点検 

      （20）停止ソレノイド点検 

      （21）セルモーターブラシ・整流子点検 

      （22）ガバナリンク点検調整 

      （23）過給機フィルター清掃 

      （24）排気背圧測定 

      （25）機関潤滑油交換(ピストン径φ165 ㎜以下) 



      （26）燃料噴射時期点検 

      （27）燃料噴射弁分解点検 

      （28）噴射圧調整 

      （29）機関潤滑油交換(ピストン径φ165 ㎜超) 

      （30）冷却水交換 

      （31）燃料フィードポンプ分解点検 

      （32）潤滑油冷却器圧力テスト 

      （33）冷却水ポンプ分解点検 

      （34）ゴムホース交換 

      （35）シリンダーヘッド分解点検 

      （36）吸・排気弁分解点検 

      （37）空気冷却器圧力テスト 

      （38）発電機軸受油交換又はグリース補充 

      （39）セルモーター分解点検 

      （40）ラジエーターコアー清掃 

      （41）燃料噴射ポンプ分解点検 

      （42）燃料噴射ポンプ駆動装置分解点検 

      （43）潤滑油ポンプ分解点検 

      （44）潤滑油プライミングポンプ分解点検 

      （45）潤滑油冷却器分解点検 

      （46）燃料移送ポンプ分解点検 

      （47）タペット抜出点検 

      （48）ピストンピン・クランクピンメタル点検 

      （49）主軸受点検 

      （50）シリンダーライナー抜出点検 

      （51）クランクピン・ジャーナル点検 

      （52）各ギアーパックラッシュ点検 

      （53）過給機分解点検 

      （54）空気冷却器分解点検 

      （55）調速機分解点検 

      （56）各保護装置単体試験 

    ４）交換部品 

      契約図書に明示のない部品の交換については、受注者の報告に基づき監督 

     職員と協議するものとする。 

  （３）１号、３号流体継手付減速機補修 

    １）既設機器仕様 



項目 １号（雑魚橋川系） ３号（尾袋川系） 

形式 立軸直交軸傘歯車二段減

速機（流体継手付） 

立軸直交軸傘歯車二段減

速機（流体継手付） 

台数 １台 １台 

伝達動力 1,300 PS 1,000 PS 

入力軸回転速度 1,000 min-1 1,000 min-1 

出力軸回転速度 約 141 min-1 約 128 min-1 

減速比 約 7.09 約 7.81 

伝達効率 95％以上（減速機） 

96％以上（流体継手） 

95％以上（減速機） 

96％以上（流体継手） 

油潤滑方式 強制潤滑式 強制潤滑式 

冷却方式 強制水冷式 

（管内クーラによる） 

強制水冷式 

（管内クーラによる） 

充排油時間 約２分(充油、排油とも) 約２分(充油、排油とも) 

  

    ２）使用材料 

      （減速機本体） 

使用箇所 材料名 材料記号 

ケーシング 一般構造用圧延鋼材 SS400 

歯車 クロムモリブデン鋼 SCM420 

  

      （流体継手） 

使用箇所 材料名 材料記号 

ケーシング 一般構造用圧延鋼材 SS400 

インペラ 球状黒鉛鋳鉄 FCD400 

ランナー 球状黒鉛鋳鉄 FCD400 

駆動軸、ランナー軸 機械構造用炭素鋼 S45C 

  

    ３）補修概要 

      減速機本体を製造工場へ持ち帰り、各部の補修及び部品の取り換えを行 

     うものとする。 

    ４）工場補修内容 

     ① 分解、清掃、点検を行う。 

     ② 歯車、シャフトの非破壊検査を行う。 

     ③ 再組立（部品交換含む）、調整を行う。 

     ④ 無負荷試験を行う。 



     ⑤ 補修塗装（外面１回塗り）を行う。 

     ⑥ 工場補修内容に疑義が生じた場合は、受注者の報告に基づき監督職員と 

      協議する。 

    ５）交換部品 

      契約図書に明示のない部品の交換については、受注者の報告に基づき監督 

     職員と協議するものとする。 

  （４）１号、３号吐出弁補修 

    １）既設機器仕様 

項目 １号（雑魚橋川系） ３号（尾袋川系） 

形式 横軸電動蝶形弁(二床式) 横軸電動蝶形弁(二床式) 

台数 １台 １台 

口径 φ2,600 ㎜ φ2,600 ㎜ 

常用圧力 0.4 kgf/cm2 0.31 kgf/cm2 

最高使用圧力 0.56 kgf/cm2 0.45 kgf/cm2 

電動機出力 2.2 kW 2.2 kW 

開閉時間 約 230 秒 約 230 秒 

面間寸法 600 ㎜ 600 ㎜ 

  

    ２）使用材料 

      （吐出弁） 

使用箇所 材料名 材料記号 

弁箱 ねずみ鋳鉄品 FC250 

弁体 ねずみ鋳鉄品 FC250 

弁棒 ステンレス鋼棒 SUS403 

  

    ３）補修概要 

      吐出弁本体を製造工場へ持ち帰り、各部の補修及び部品（バルブコント 

     ローラ含む）の取り換えを行うものとする。 

    ４）工場補修内容 

     ① 分解、清掃、点検を行う。 

     ② 再組立（部品交換含む）、調整を行う。 

     ③ 開閉動作試験を行う。 

     ④ 塗装を行う。 

     ⑤ 工場補修内容に疑義が生じた場合は、受注者の報告に基づき監督職員と 

      協議する。 

    ５）交換部品 



      契約図書に明示のない部品の交換については、受注者の報告に基づき監督 

     職員と協議するものとする。 

  （５）管内クーラ（補修） 

    １）既設機器仕様 

  

項目 １号（雑魚橋川系） ３号（尾袋川系） 

形式 管内クーラ（側面収納、

引出形） 

管内クーラ（側面収

納、引出形） 

台数 １台 １台 

口径 φ2,600 ㎜ φ2,600 ㎜ 

交換熱量 610,000 Kcal/hr 610,000 Kcal/hr 

出口温度 45℃以下 45℃以下 

ポンプ吐出量（最小） 690 ㎥/min  600 ㎥/min  

仕様圧力（最高） 0.56 kgf/㎠ 0.45 kgf/㎠ 

用途 冷却水の冷却用 冷却水の冷却用 

  

    ２）使用材料（管内クーラ） 

使用箇所 材料名 材料記号 

ケーシング 一般構造用圧延鋼材 SS400 

伝熱管 キュプロニッケル 

  

    ３）補修概要 

       管内クーラを現地にて点検（補修前の気密確認を含む）・補修するのも 

      とし、内部洗浄及び消耗品の交換を実施するものとする。 

       また、現地補修に先立ち事前に現地保管予備品の健全性を確認の上、 

      これを優先的に使い交換を行うものとする。 

       なお、現地保管予備品が使用できない場合は監督職員と協議するもの 

      とする。 

    ４）現地補修内容 

     ① 伝熱管の交換を行う。 

     ② 気密試験を行う。 

  

  

第 12 章 運転操作・制御方式 

 １．運転管理 

  （１）機側及び遠隔（江尻排水機場操作室）における運転管理の内容は、別紙－２ 



    「管理項目表」によるものとする。 

  （２）信号等情報受け渡し方法は次による。 

    １）制御信号  無電圧接点信号 

    ２）計測信号  DC４～20mA 

    ３）監視信号  無電圧接点信号 

  

  ２．運転操作 

   ポンプ設備の運転操作の内容は、別紙－３「運転操作要領」によるものとする。 

   主ポンプ設備の運転監視操作は、中央操作室及びポンプ室で行なう。操作は、中 

  央操作室の監視操作卓での１人制御による連動操作・自動操作及び管理操作と、ポ 

  ンプ室の機側操作盤からの単独操作及び管理操作とする。 

  

  

第 13 章 塗装 

 １．一般事項 

  （１）外注品の塗装仕様についてはメーカ標準塗装とし、塗装色は監督職員と協議 

    するものとする。 

  （２）塗装は各部の塗装仕様により施工するものとし、搬入据付等により塗膜の 

    損傷が生じた場合は正規の塗装と同等以上の補修を行い仕上げるものとする。 

  

 ２．施工方法 

  （１）塗装作業は、鋼材表面の素地調整を十分に行った後に実施し、一次プライ 

    マ及び各層の塗り重ねは塗装系に応じた塗装間隔を守り、各層毎に色分けを 

    行い施工するものとする。 

  （２）現場溶接部及び工場での塗り残し部の塗装は、現場補修等を行い、塗装を 

    仕上げるものとする。 

  （３）現場にて補修塗装を行う機器については、既設塗装仕様に合わせること。 

  

 ３．塗装仕様 

  （１）主ポンプ 

    １）ポンプ接水部 

施工場所 工程 塗料等 標準膜厚 備考 

現場 
素地調整 ３種ケレン － 

第１層 液状ｴﾎﾟｷｼ樹脂塗料 70μm 

※既設塗装上面から上塗り可能な塗料を選定のこと。 

  



    ２）ポンプ非接水部 

施工場所 工程 塗料等 標準膜厚 備考

現場 

素地調整 ３種ケレン － 

１次プライマ 長爆型ｴｯﾁﾝｸﾞﾌﾟﾗｲﾏ （15） 

第１層 鉛・ｸﾛﾑﾌﾘｰ錆止ﾍﾟｲﾝﾄ 35μm 

第２層 
合成樹脂調合ﾍﾟｲﾝﾄ２種

(中塗用) 
30μm 

 

第３層 
合成樹脂調合ﾍﾟｲﾝﾄ２種

(上塗用) 
25μm 

 

  

  （２）減速機 

    １）減速機外面 

施工場所 工程 塗料等 標準膜厚 備考

工場 

素地調整 ３種ケレン － 

第１層 
合成樹脂調合ﾍﾟｲﾝﾄ２種(上

塗用) 
25μm 

 

  

    ２）減速機架台 

施工場所 工程 塗料等 標準膜厚 備考

現場 

素地調整 ３種ケレン － 

第１層 
合成樹脂調合ﾍﾟｲﾝﾄ２種(上

塗用) 
25μm 

 

  

  （３）吐出弁 

    １）接水部 

施工場所 工程 塗料等 標準膜厚 備考

工場 

素地調整 ３種ケレン － 

１次プライマ ｼﾞﾝｸﾘｯﾁﾌﾟﾗｲﾏ （15） 

第１層 液状ｴﾎﾟｷｼ樹脂塗料 80μm 

第２層 液状ｴﾎﾟｷｼ樹脂塗料 70μm 

第３層 液状ｴﾎﾟｷｼ樹脂塗料 70μm 

  

  

  

  



    ２）非接水部 

施工場所 工程 塗料等 標準膜厚 備考

工場 

素地調整 ３種ケレン － 

１次プライマ 長爆型ｴｯﾁﾝｸﾞﾌﾟﾗｲﾏ （15） 

第１層 鉛・ｸﾛﾑﾌﾘｰ錆止ﾍﾟｲﾝﾄ 35μm 

第２層 
合成樹脂調合ﾍﾟｲﾝﾄ２種

(中塗用) 
30μm 

 

第３層 
合成樹脂調合ﾍﾟｲﾝﾄ２種

(上塗用) 
25μm 

 

  

  （４）原動機、管内クーラ、架台他 

     既設塗装上面から上塗り可能な塗料を選定しタッチアップを実施する。 

  （５）その他 

     塗装色はメーカ標準塗装色とする。 

  

  

第 14 章 補修作業 

  受注者は設計変更が生じ、契約変更に必要な測量・設計図書の作成を監督職員から 

 指示された場合は、それに応ずるものとする。 

  なお、その経費については別途協議するものとする。 

 １．一般事項 

   本工事において補修作業を行う設備の撤去・輸送及び補修後の再据付に当たって 

  は、以下に留意して作業を行うものとする。 

  （１）本設備の補修作業に使用する機器及び材料は、共通仕様書（施）第２章 

    「機器及び材料」及び第６章「揚（用）排水ポンプ設備」によるものとする。 

  （２）本設備の補修作業は、共通仕様書（施）第３章「共通施工」及び第６章 

    「揚（用）排水ポンプ設備」によるものとする。 

  （３）本設備の補修作業においては、設備全体の目的、使用環境、周辺状況、過 

    去の故障、修理、点検等の履歴、補修に必要な事項を事前に考慮したうえで 

    作業の実施に当たらなければならない。 

  （４）ポンプ設備の補修作業は、機器及び既設構造物に損傷を与えないように留 

    意するものとする。 

  （５）ポンプ設備の補修作業にあたり、エンジン室内の電動式天井クレーンを使用 

    する計画であるため、受注者は補修作業の着手前に、機械使用計画書等を作成 

    し監督職員に提出するものとする。 

  （６）補修作業に当たっては事前に作業手順、作業工程について検討を行い適切 



    に実施しなければならない。 

  （７）補修作業において、建設機械を配置する場合は作業性及び安全性に十分留 

    意し配置するものとする。 

  （８）補修作業に必要な仮設資材及び機械器具は設計図書等に示される条件に基 

    づき、受注者の責任と負担により準備するものとする。 

  （９）補修作業中、新たに補修を必要と判断される箇所が発見された場合は、設 

    計変更の対象とし、速やかに監督職員に報告し、協議するものとする。 

  （10）受注者は補修作業終了後、設備に必要な機能が確実に回復していることを 

    試運転等により確認しなければならない。 

     ただし、現場状況等により確認作業を行うことが困難な場合は、監督職員と 

    協議するものとする。 

  （11）本設備の補修作業にあたり、受注者の新技術及び新製品等があれば提案を 

    行うことが可能である。 

  （12）ポンプ回転体主要部（主軸、羽根車、ケーシング等）の補修は、長期運転 

    を考慮した構造とすること。 

  

 ２．据付基準点 

   本工事の据付基準点は、一般計画平面図に示す３級基準点３No.１(EL13.980m) 

  を使用するものとする。 

  

 ３．機械設備 

  （１）ポンプ設備の据付は、あらかじめ既設構造物の位置、寸法、高さ等を計測 

    し、据付基準線を定め所定の位置に水平、垂直の芯出しを行いアンカーボル 

    ト等により確実に取り付けるものとする。 

  （２）設備の据付に重機械を使用する場合は、既設構造物に損傷を与えないよう 

    に留意するものとする。 

  （３）小配管は保守点検が容易に行えるように配慮するものとし、必要に応じて 

    フランジ接合を考慮するものとする。 

  

 ４．据付材料 

   本工事で据付時に使用する主要材料は、共通仕様書(施)第１編第２章によるも 

  のとし、特記及び追加事項は、この特別仕様書によるものとする。 

  （１）見本又は資料の提出 

     据付材料は、使用前に見本又は資料を監督職員に提出し承諾を得た後に使用 

    するものとする。 

  



 ５．現場発生材受入地 

  （１）現場発生材受入地 

     現場発生材受入地は位置図に示す箇所とし、その名称は次のとおりである。

名  称 地 先 名 摘   要 

岡排水機場 角田市岡字雑魚橋地内 撤去した設備 

  

  （２）現場発生材の扱い 

    １）現場発生材(金属類)の検量は、鉄くず、ステンレスくず、ケーブル類に分 

     別し、大型計量器又はクレーンスケール等により質量を計測するものとし、 

     全ての計測状況及び発生材質量を写真で確認できるものとする。 

    ２）現場発生材(金属類)は、「（１）現場発生材受入地」に集積して数量等を監 

     督職員に報告するものとする。 

    ３）岡排水機場までの運搬費については実績数量に基づき設計変更する。 

  

 ６．検測又は確認（施工段階確認） 

  （１）本工事の施工段階確認は、下表に示すとおりである。ただし、確認時期につ 

    いては、受発注者の協議により変更する場合がある。 

  （２）下表に示す以外の工種は、自主検査記録を確認する場合があるので、監督職 

    員が求めた場合、これに応じなければならない。

工  種 確認内容 確認時期 遠隔確認対象 備考 

輸送 荷姿 機器搬出時、機

器搬入時 

 

主ポンプ 羽根車、ケーシ

ング劣化状況 

取外し時 塗装含む 

羽根車とケーシ

ングの隙間測定

再据付時 

塗装膜厚測定 再据付時 

減速機-原動機

継手芯出し測定

原動機接続時  

管内クーラ気密 管内クーラ気

密試験時 

 

仮設 吸込み側、吐出

側閉止フランジ

蓋設置状況 

閉止フランジ

蓋設置時 

 

  

  



第 15 章 試験及び検査 

 １．中間技術検査 

  （１）発注者から監督職員を通じて、中間技術検査を実施する旨、通知を受けた場 

    合は従わなければならない。 

  （２）中間技術検査を受ける場合、あらかじめ監督職員から指示する出来形図及び 

    出来形数量内訳書を作成し、監督職員へ提出しなければならない。 

  （３）契約図書により義務づけられた工事記録写真、出来形管理資料、工事関係図 

    及び工事報告書等の資料を整備し、中間技術検査を命ぜられた職員（以下「技 

    術検査職員」という。）から提示を求められた場合は従わなければならない。 

  （４）技術検査職員から修補を求められた場合は従わなければならない。 

  （５）中間技術検査又は修補に要する費用は、受注者の負担とする。 

  

 ２．既済部分検査 

   受注者は、記載部分検査により確認した出来形部分の引き渡しは行わないものと 

  し、引き渡しまで善良な管理を行うものとする。 

  

  

第 16 章 施工管理等 

 １．主任技術者の資格 

   主任技術者等の資格は、入札公告による。 

  

 ２．施工管理 

   施工管理は､農林水産省農村振興局制定「施設機械工事等施工管理基準」及び共 

  通仕様書（施）による。なお､これらに定められていない事項については､受注者の 

  基準によるが、この場合はあらかじめ監督職員の承諾を得るものとする。 

  

 ３．工事写真における黒板情報の電子化について 

   黒板情報の電子化は、被写体画像の撮影と同時に工事写真における黒板の記載情 

  報の電子的記入を行うことにより、現場撮影の省力化、写真整理の効率化を図るも 

  のである。 

   受注者は、工事契約後に監督職員の承諾を得たうえで黒板情報の電子化を行うこ 

  とができる。 

   黒板情報の電子化を行う場合、受注者は、以下の（１）から（４）によりこれを 

  実施するものとする。 

  （１）使用する機器・ソフトウェア 

     受注者は、黒板情報の電子化に必要な機器・ソフトウェア等(以下「機器等」 



    という。)は、「土木工事施行管理基準 別表第２ 撮影記録による出来形管理」 

    に示す項目の電子的記入ができるもので、かつ「電子政府における調達のため 

    に参照すべき記号のリスト(CRYPTREC 暗号リスト)」(URL「https://www. 

    cryptrec.go.jp/list.html」)に記載する基準を用いた信憑性確認機能(改ざん 

    検知機能)を有するものを使用するものとする。 

  （２）機器等の導入 

    １）黒板情報の電子化に必要な機器等は、受注者が準備するものとする。 

    ２）受注者は、黒板情報の電子化に必要な機器等を選定し、監督職員の承諾 

     を得なければならない。 

  （３）黒板情報の電子的記入に関する取り扱い 

    １）受注者は、(１)の機器を用いて工事写真を撮影する場合は、被写体と黒 

     板情報を電子画像として同時に記録してもよいこととする。 

    ２）本工事の工事写真の取り扱いは、「土木工事施行管理基準別表第２撮影 

     記録による出来形管理」及び「電子化写真データの作成要領(案)」にする 

     ものとする。なお、上記１)に示す黒板情報の電子的記入については、「電 

     子化写真データの作成要領（案）６写真編集等」に示す「写真編集」には 

     該当しないものとする。 

    ３）黒板情報の電子化を適用する場合は、従来型の黒板を写し込んだ写真を 

     撮影する必要はない。 

  （４）写真の納品 

     受注者は、(３)に示す、黒板情報の電子化を行った写真を、工事完成時に 

    発注者へ納品するものとする。 

     なお、受注者は納品時にURL 

    （http://www.cals.jacic.or.jp/CIM/sharing/index_digital.html）のチェ 

    ックシステム（信憑性チェックツール）を搭載した写真管理ソフトウェアを 

    用いて、黒板情報を電子化した写真の信憑性確認を行い、その結果を監督職 

    員へ提出するものとする。 

  （５）費用 

     機器等の導入に要する費用は、従来の黒板に代わるものであり、技術管理 

    費の写真管理に要する費用に含まれる。 

  

 ４．工事現場等における遠隔確認について 

  （１）本工事は、施工段階確認、材料検査、立会等による確認を受注者が動画撮影 

    用カメラにより撮影した映像と音声を監督職員等に同時配信し、双方向通信に 

    より会話をしながら監督職員等がモニター上で工事現場等の確認（以下「遠隔 

    確認」という）を行う工事である。 



  （２）遠隔確認の活用は、別添の「工事現場等における遠隔確認に関する実施要領」 

    によるものとする。 

  （３）農林水産省が推奨するWeb会議システムは、Micrsoft Teamsである。 

  （４）通信環境が整わない現場や遠隔確認が非効率となる場合も想定されること 

    から、受発注者の協議により遠隔確認の適用・不適用を決定するものとする。 

  

  

第 17 章 条件変更の補足説明 

  本工事の施工にあたり、自然的または人為的な施工条件が設計図書と異なる場合、 

 あるいは設計図書に示されていない場合の施工条件の変更に該当する主な事項は、次 

 のとおりである。 

  （１）設計諸元等条件変更に係るもの 

  （２）関連工事との調整に係るもの 

  （３）不可抗力によるもの 

  （４）法・基準の改正に係るもの 

  （５）排水量、排水箇所に変更が生じた場合 

  （６）施工時設定水位の変更が生じた場合 

  （７）10cm 以上の除雪及び排雪が必要となった場合。なお、その際は、除雪実施 

    状況（積雪深、除雪の範囲、除雪及び排雪方法等）を監督職員に報告するもの 

    とする 

  （８）道路管理者や所轄警察署等との協議により、交通誘導警備員の配置が追加と 

    なった場合 

  （９）道路利用に関し路面及び付帯物の撤去、移設または復旧が必要となった場合 

  （10）既設土木構造物の補修及び撤去に係るもの 

  （11）土木構造物の新設に係るもの 

  （12）既設除塵機の改造、補修、撤去及び仮設工事に係るもの 

  （13）補修内容、補修水準の変更に伴うもの 

  （14）更新機器等撤去品の重量変更に伴うもの 

  （15）その他本仕様書に定めのないもの 

  

  

第 18 章 その他  

 １．電子納品 

   工事完成図書を、共通仕様書（施） 第１章１－１－26 及び第１章１－１－28 

  に基づき作成し、次のものを提出しなければならない。 

    ・工事完成図書の電子媒体（CD-R、DVD-R 又は BD-R）正副３部 



 ２．配置予定監理技術者等の専任期間 

   請負契約の締結後、現場施工に着手するまでの期間（現場事務所の設置、資機材 

  の搬入又は仮設工事等が開始されるまでの期間）については、主任技術者又は監理 

  技術者の工事現場への専任を要しない。なお、現場に着手する日については、請負 

  契約の締結後、監督職員との打合せにおいて定める。 

   また、現場への専任期間については、契約工期が基本となるが、契約工期内であ 

  っても、工事完成後、検査が終了し（発注者の都合により検査が遅延した場合を除 

  く）事務手続き、後片付け等のみが残っている期間については、主任技術者又は監 

  理技術者の工事現場への専任を要しない。 

   なお、検査が終了した日は、発注者が工事の完成を確認した旨、受注者に通知し 

  た日とする。 

   更に、工場製作を含む工事であって、工場製作のみが行われている期間について 

  は、同一工場内で他の同種工事に係る製作と一元的な管理体制のもとで製作を行う 

  ことが可能である場合は、同一の監理技術者等がこれらの製作を一括管理すること 

  ができる。 

  

 ３．ワンデーレスポンス実施に関する事項 

   「ワンデーレスポンス」とは、監督職員が受注者からの協議等に対する指示、通 

  知を原則「その日のうち」に回答する対応である。ただし、「その日のうち」の回 

  答が困難な場合は、いつまでに回答が必要なのかを受注者と協議のうえ、回答日を 

  通知するなど、なんらかの回答を「その日のうち」にすることである。 

   なお、「その日のうち」とは午前に協議等が行われたものは、その日のうちに回 

  答することを原則とし、午後に協議等が行われたものは、翌日中に回答するものと 

  する。だし、原則として閉庁日は除く。 

  

 ４．契約後 VE提案 

  （１）定義 

     「VE 提案」とは、工事請負契約書第 19 条の２の規定に基づき、契約締結後、 

    設計図書に定める工事目的物の機能、性能等を低下させることなく請負代金額 

    を低減することを可能とする施工方法等の設計図書の変更について、受注者が 

    発注者に行う提案をいう。 

  （２）VE 提案の意義及び範囲 

    １）VE提案の範囲は、設計図書に定められている内容のうち工事材料及び施 

     工方法等に係る変更により受注代金額の低減を伴うものとし、原則として工 

     事目的物の変更を伴わないものとする。 

    ２）ただし、次の提案は、VE 提案の範囲に含めないものとする。 



     ① 施工方法等を除く工期の延長等の施工条件の変更を伴う提案 

     ② 工事請負契約書第 18 条（条件変更等）に基づき条件変更が確認された 

      後の提案 

     ③ 競争参加資格要件として求めた同種工事又は類似工事の範囲を超える 

      ような工事材料、施工方法等の変更の提案 

  （３）VE 提案書の提出 

    １）受注者は、（２)の VE 提案を行う場合、次に掲げる事項を VE 提案書（共通 

     仕様書（施）工事関係書類様式（様式－６）の様式１～様式４）に記載し、 

     発注者に提出しなければならない。 

     ① 設計図書に定める内容と VE 提案の内容の対比及び提案理由 

     ② VE 提案の実施方法に関する事項（当該提案に係る施工上の条件等を含 

      む） 

     ③ VE 提案が採用された場合の工事代金額の概算低減額及び算出根拠 

     ④ 発注者が別途発注する関連工事との関係 

     ⑤ 工業所有権を含む VE 提案である場合、その取り扱いに関する事項 

     ⑥ その他 VE 提案が採用された場合に留意すべき事項 

    ２）発注者は、提出された VE 提案書に関する追加的な資料、図書その他の書 

     類の提出を受注者に求めることができる。 

    ３）受注者は、VE 提案を契約締結の日より、当該 VE 提案に係る部分の施工に 

     着手する日の 35 日前までに、発注者に提出できるものとする。 

    ４）VE提案の提出費用は、受注者の負担とする。 

  （４）VE 提案の適否等 

    １）発注者は、VE 提案の採否について、原則として、VE 提案を受領した日の 

     翌日から 14日以内に書面（共通仕様書（施）工事関係書類様式（様式－６） 

     の様式５）により通知するものとする。 

      ただし、その期間内に通知できないやむを得ない理由があるときは、受注 

     者の同意を得た上でこの期間を延長することができるものとする。 

    ２）また、VE提案が適正と認められなかった場合には、その理由を付して通 

     知するものとする。 

    ３）VE提案の審査に当たっては、施工の確実性、安全性、設計図書と比較し 

     た経済性を評価する。 

    ４）発注者は、VE 提案により設計図書の変更を行う場合は、工事請負契約書 

     第 19 条の２（設計図書の変更に係る受注者の提案）の規定に基づくものと 

     する。 

    ５）発注者は、VE 提案により設計図書の変更を行う場合は、工事請負契約書 

     第 25 条（請負代金額の変更方法等）の規定により請負代金額の変更を行う 



     ものとする。 

    ６）前項の変更を行う場合においては、VE 提案により請負代金額が低減する 

     と見込まれる額の 10 分の５に相当する額（以下「VE管理費」という。）を 

     削減しないものとする。 

    ７）VE 提案を採用した後、工事請負契約書第 18条（条件変更等）の条件変更 

     が生じた場合において、発注者が VE提案に対する変更案を求めた場合、受 

     注者はこれに応じるものとする。 

    ８）発注者は、工事請負契約書第 18 条（条件変更等）の条件変更が生じた場 

     合には、工事請負契約書第 25条（請負代金額の変更方法等）第１項の規定 

     に基づき、請負代金額の変更を行うものとする。VE 提案を採用した後、工 

     事請負契約書第 18 条（条件変更等）の条件変更が生じた場合の前記６）の 

     VE 管理費については、変更しないものとする。 

      ただし、双方の責に帰することができない理由（不可抗力、予測不可能な 

     事由等）により、工事の続行が不可能又は著しく工事低減額が減少した場合 

     においては、発注者と受注者が協議して定めるものとする。 

  （５）VE 提案書の使用 

     発注者は、VE 提案を採用した場合、工業所有権が設定されたものを除き、 

    その内容が一般的に使用されている状態となった場合は、当該工事以外の工事 

    においてその内容を無償で使用する権利を有するものとする。 

  （６）責任の所在 

     発注者が VE提案を適正と認め、設計図書の変更を行った場合においても、 

    VE 提案を行った受注者の責任が否定されるものではないこととする。 

  

 ５．入札後契約前 VE提案 

   工事請負契約書第 18 条の条件変更が生じた場合においても、入札後契約前 VE 

  管理費については原則として変更はしないものとする。ただし、工事の続行が不 

  可能又は著しく工事低減額が減少した場合においては、発注者と受注者で協議し 

  て定めるものとする。 

  

 ６．工事の施工効率向上対策 

   受発注者間の現場条件等の確認の場として、次の会議を設置するので、現場代理 

  人等の受注者代表は、次の事項並びに「工事の施工効率向上対策」(農水省 WEB サ 

  イト)を十分に理解のうえ、対応するものとする。 

  （１）工事円滑化会議 

     工事着手時および新工種発生時等において、現場代理人・受注会社幹部並び 

    に事務所長（総括監督員）、次長、主任監督員（主催）、監督員が、現場条件、 



    施工計画、工事工程等について、確認し、円滑な工事の実施を図る工事円滑化 

    会議を開催するものとする。 

     なお、開催日程・出席者・課題等については現場代理人と監督職員の協議に 

    より定めるものとする。 

  （２）設計変更確認会議 

     工事完成前に、設計変更手続きや工事検査が円滑に行われるよう、現場代理 

    人・受注会社幹部並びに事務所長（総括監督員）、次長、主任監督員（主催）、 

    監督員が工期、設計変更内容、技術提案の履行状況等について、高いレベルで 

    確認する設計変更確認会議を開催するものとする。 

     なお、開催日程・出席者・課題等については現場代理人と監督職員と協議し 

    定めるものとする。 

  （３）対策検討会議 

     工事実施中において、自然的又は人為的な要因により、工事の工期、設計及 

    び施工等に大きな影響をもたらす重大な事象が発生した際に、調査設計段階の 

    検討内容を含めた技術課題等の迅速な解決に向けて、現場代理人・受注会社幹 

    部並びに各地方農政局地方参事官〈議長〉・関係課職員、事務所長（総括監督 

    員）、次長、主任監督員、監督員が対応方針の協議・確認を行う対策会議を開 

    催することができるものとする。 

     なお、対策検討会議は、現場代理人又は監督職員が工事円滑化会議等におい 

    て協議の上開催する。 

  （４）建設コンサルタントの出席 

     上記（１）、（２）及び（３）の会議に必要に応じて建設コンサルタントを出 

    席させる場合は、必要経費を積算し、別途契約により対応するものとする。 

     なお、工事受注者の同会議出席に要する経費については、当該工事の現場管 

    理費の中の通信交通費に含まれるものと考えており、開催回数に関らず変更契 

    約の対象としない。 

  （５）工事円滑化会議、設計変更確認会議及び対策検討会議において確認した事項 

    については、打合せ記録簿（共通仕様書（施）工事関係書類様式（様式-42）） 

    に記録し、相互に確認するものとする。 

  

 ７．技術提案の履行 

   技術提案を行った工事についてはその提案内容の履行について、下記の段階で監 

  督職員と打合せを行い、履行を徹底するものとする。 

   なお、機器の性能等、設計に関する技術提案を行った工事については、下記の「承 

  諾図書」も対象とするものとする。 

  （１）施工計画書提出段階 



     施工計画書提出段階には技術提案の内容を施工計画書に確実に記載し、契約 

    の位置づけを明確にする。 

     ただし、提出する当該工事の技術提案書そのものを施工計画書に添付しては 

    ならない。 

     なお、現場条件等によって、技術提案の内容を履行することにより所定の品 

    質確保が困難になる内容又は、対外協議、交渉等受注者の責によらず履行がで 

    きない項目については事実が判明した時点で速やかに、監督職員と協議するも 

    のとする。 

     また、各技術提案における確認の方法は、施工計画書作成段階に監督職員と 

    打合せを行い、施工計画書に記載するものとする。 

  （２）承諾図書提出段階 

     承諾図書提出段階には、技術提案の内容を承諾図書に確実に記載し、契約の 

    位置づけを明確にする。 

  （３）工事実施段階 

     施工計画書及び承諾図書に記載した技術提案の項目で、検査時に確認ができ 

    ない提案内容については、原則、工場又は現地で監督職員の確認を受けるもの 

    とし、履行範囲がすべて確認できるよう記録を残すものとする。 

  （４）工事完成検査段階 

     工事完成検査時においては、技術提案の履行状況が確認できる資料及び技術 

    提案チェックリストを作成するとともに、検査職員に履行の確認を受けるもの 

    とする。 

  

 ８．工事付属品 

   本工事で製作・据付した設備の維持管理及び運転操作に必要な図書等は、工事付 

  属品として監督職員の指示する場所に２部を備えなければならない。 

  

 ９．地域外からの労働者確保に要する間接費の設計変更について 

  （１）本工事は、「共通仮設費（率分）のうち営繕費」及び「現場管理費のうち労 

    務管理費」の下記に示す費用（以下「実績変更対象費」という。）について、 

    工事実施にあたって不足する技術者や技能者を広域的に確保せざるを得ない 

    場合も考えられることから、契約締結後、労働者確保に要する方策に変更が生 

    じ、土地改良事業等請負工事積算基準（以下「積算基準」という。）の金額相 

    当では適正な工事の実施が困難になった場合は、実績変更対象費の支出実績を 

    踏まえて最終精算変更時点で設計変更する試行工事である。 

     営 繕 費：労働者送迎費、宿泊費、借上費 

     労務管理費：募集及び解散に要する費用、賃金以外の食事、通勤等に要する 



           費用 

  （２）受注者から請負代金内訳書の提出があった後、発注者は共通仮設費及び現場 

    管理費に対する実績変更対象費の割合を提示するものとする。 

  （３）受注者は、当初契約締結後、（２）で示された割合を参考にして実績変更対 

    象費に係る費用の内訳を記載した実施計画書（（別紙－４（様式１））を作成 

    し、監督職員に提出するものとする。 

  （４）最終精算変更時点において、実績変更対象費の支出実績を踏まえて設計変更 

    する場合は、変更実施計画書（別紙－４（様式２））及び実績変更対象費に実 

    際に支払った全ての証明書類（領収書、領収書の出ないものは金額の適切性を 

    証明する金額計算書など。）を監督職員に提出し、設計変更の内容について協 

    議するものとする。 

  （５）受注者の責めによる工事工程の遅れ等受注者の責めに帰すべき事由による増 

    加費用については、設計変更の対象としない。 

  （６）実績変更対象費の支出実績を踏まえて設計変更する場合、共通仮設費率分は、 

    積算基準に基づく算出額から実施計画書（別紙－４（様式１））に記載された 

    共通仮設費率分の合計額を差し引いた後、証明書類において確認された費用を 

    加算して算出する。 

     また、現場管理費は、積算基準に基づく算出額から実施計画書（別紙－４（様 

    式１））に記載された現場管理費の合計額を差し引いた後、証明書類において 

    確認された費用を加算して算出する。なお、全ての証明書類の提出がない場合 

    であっても、提出された証明書類をもって金額の変更を行うものとする。 

  （７）受注者から提出された資料に虚偽の申告があった場合については、法的措置 

    及び指名停止等の措置を行う場合がある。 

  （８）疑義が生じた場合は、監督職員と協議するものとする。  

  

 10．現場環境の改善の試行 

  （１）本工事は、女性も働きやすい現場環境（トイレ・更衣室）の整備について、 

    監督職員と協議し、変更契約においてその整備に必要な費用を計上する試行工 

    事である。 

     なお、トイレは男女別トイレを基本とし、（２）ア（ア）～（カ）の設備・ 

    機能を満たすものとする。 

  （２）本工事は、誰でも働きやすい現場環境（快適トイレ）の整備について、監督 

    職員と協議し、変更契約においてその整備に必要な費用を計上する試行工事で 

    ある。 

     ア 内容 

       受注者は、現場に以下の（ア）～（サ）の仕様を満たす快適トイレを設 



      置することを原則とする。 

       ただし、（シ）～（チ）については、満たしていればより快適に使用で 

      きるものと思われる項目であり、必須ではない。 

      【快適トイレに求める機能】 

       （ア）洋式（洋風）便器 

       （イ）水洗及び簡易水洗機能（し尿処理装置付き含む） 

       （ウ）臭い逆流防止機能 

       （エ）容易に開かない施錠機能 

       （オ）照明設備 

       （カ）衣類掛け等のフック、又は荷物の置ける棚等（耐荷重を５kg 以 

         上とする） 

      【付属品として備えるもの】 

       （キ）現場に男女がいる場合に男女別の明確な表示 

       （ク）周囲からトイレの入口が直接見えない工夫 

       （ケ）サニタリーボックス 

       （コ）鏡と手洗器 

       （サ）便座除菌クリーナー等の衛生用品 

      【推奨する仕様、付属品】 

       （シ）便房内寸法 900×900mm 以上（面積ではない） 

       （ス）擬音装置（機能を含む） 

       （セ）着替え台 

       （ソ）臭気対策機能の多重化 

       （タ）室内温度の調整が可能な設備 

       （チ）小物置き場（トイレットペーパー予備置き場等） 

     イ 快適トイレに要する費用 

       快適トイレに要する費用については、当初は計上していない。 

      受注者は、上記アの内容を満たす快適トイレであることを示す書類を添付 

      し、規格・基数等の詳細について監督職員と協議することとし、精算変更 

      時において、見積書を提出するものとする。【快適トイレに求める機能】 

      （ア）～（カ）及び【付属品として備えるもの】（キ）～（チ）の費用に 

      ついては、従来品相当を差し引いた後、51,000 円／基・月を上限に設計 

      変更の対象とする。 

       なお、設計変更数量の上限は、男女別で各１基ずつ２基／工事（施工箇 

      所）までとする。 

       また、運搬・設置費は共通仮設費（率）に含むものとし、２基／工事（施 

      工箇所）より多く設置する場合や積算上限額を超える費用については、現 



      場環境改善費（率）を想定しており、別途計上は行わない。 

     ウ 快適トイレの手配が困難な場合は、監督職員と協議の上、本項の対象外 

      とする。 

  

 11．週休２日による施工 

  （１）本工事は、週休２日に取り組むことを前提として、労務費、機械経費（賃料）、 

    共通仮設費（率分）、現場管理費（率分）を補正した試行対象工事である。受 

    注者は、契約後、週休２日による施工を行わなければならない。なお、受注者 

    の責によらない現場条件・気象条件等により週休２日相当の確保が難しいこと 

    が想定される場合には監督職員と協議するものとする。 

  （２）「週休２日」とは、対象期間を通じた現場閉所の日数が、４週８休以上とな 

    ることをいい、対象期間内の現場閉所日数の割合が 28.5％（８日／28 日）以 

    上の水準に達する状態をいう。 

     なお、ここでいう対象期間、現場閉所等の具体的な内容は次のとおりである。 

    １）対象期間とは、工事着手日から工事完成日までの期間をいう。なお、対象 

     期間において、年末年始を挟む工事では年末年始休暇分として 12 月 29 日か 

     ら１月３日までの６日間、８月を挟む工事では夏季休暇分として土日以外の 

     ３日間、工場製作のみを実施している期間、工事全体を一時中止している期 

     間、余裕期間※注のほか、発注者があらかじめ対象外としている内容に該当 

     する期間（受注者の責によらず現場作業を余儀なくされる期間など）は含ま 

     ない。 

      （注）余裕期間については、余裕期間設定工事の場合に記載する。 

    ２）現場閉所とは、現場事務所等での事務作業を含め、１日を通して現場作業 

     が行われない状態をいう。ただし、現場安全点検や巡視作業等、現場管理上 

     必要な作業を行うことは可とする。 

    ３）降雨、降雪等による予定外の現場閉所日についても、現場閉所日数に含め 

     るものとする。 

  （３）週休２日（４週８休以上）の実施の確認方法は、次によるものとする。 

    １）受注者は、契約後、週休２日の実施計画書を作成し監督職員へ提出する。 

    ２）受注者は、週休２日の実施状況を定期的に監督職員へ報告する。なお、週 

     休２日の実施状況の報告については、現場閉所実績が記載された日報、工程 

     表や休日等の作業連絡記録、安全教育・訓練等の記録資料等により行うもの 

     とする。 

    ３）監督職員は、上記受注者からの報告により週休２日の実施状況を確認する 

     ものとし、必要に応じて受注者からの聞き取り等を行う。 

    ４）監督職員は、受注者から定期的な報告がない場合や、実施状況が確認でき 



     ない場合などがあれば、受注者から上記２）の記録資料等の提示を求め確認 

     を行うものとする。 

    ５）報告の時期は、受注者と監督職員が協議して定める。 

  （４）監督職員が週休２日の実施状況について、必要に応じて聞き取り等の確認を 

    行う場合には、受注者は協力するものとする。 

  （５）発注者は、現場閉所を確認した場合は、現場閉所状況に応じた以下に示す補 

    正係数により、労務費、機械経費（賃料）、共通仮設費（率分）、現場管理費 

    （率分）を補正する。 

    １） 補正係数 

 ４週８休以上 

 現場閉所率 28.5％（8 日/28 日）以上 

労務費 1.02 

機械経費（賃料） 1.02 

共通仮設費（率分） 1.02 

現場管理費（率分） 1.05 

  

    ２） 補正方法 

      当初積算において４週８休以上の達成を前提とした補正係数を各経費に 

     乗じている。なお、発注者は、工事完成時に現場閉所の達成状況を確認後、 

     ４週８休に満たない場合は、工事請負契約書第 25 条の規定に基づき請負代 

     金額のうち、それぞれの経費につき上記１）に示す補正係数による補正を行 

     わずに減額変更する。 

      また、提出された工程表が週休２日の取得を前提としていないなど、明ら 

     かに受注者側に週休２日に取り組む姿勢が見られなかった場合については、 

     契約違反として「地方農政局工事成績等評定実施要領（模範例）の制定につ 

     いて」（平成 15 年２月 19日付け 14 地第 759 号大臣官房地方課長通知。以 

     下「工事成績要領」という。）別紙８（事業（務）所長用）に示す「７．法 

     令遵守等」において、点数 10点を減ずるものとする。 

  

 12．週休２日制の促進 

  （１）本工事は、週休２日制を促進するため、現場閉所状況に応じて工事成績要領 

    に基づく工事成績評定において加点評価を行うとともに、週休２日制工事の促 

    進における履行実績取組証明書（以下「履行実績取組証明書」という。）の発 

    行を行う工事である。 

  （２）発注者は、現場閉所状況が月単位で４週８休以上（現場閉所率 28.5％（８ 



    日/28 日）以上）と確認した場合は、工事成績評定において加点評価するもの 

    とする。ただし、工事成績評定の合計は 100 点を超えないものとする。また、 

    明らかに受注者側に週休２日に取り組む姿勢が見られなかった場合について 

    は、工事成績評定の点数を 10 点減ずることとする。なお、加点評価に当たっ 

    ては、以下のとおりとする。 

    １）他の模範となるような受注企業の働き方改革に係る取組を本工事において 

     実施した場合は、工事成績要領別紙５に示す「４．創意工夫」に、次の評価 

     項目を追加した上で最大２点を加点評価する。なお、複数事項への取組や実 

     施状況の内容に応じて１点、２点で評価する。 

  ○監督職員用 

   【働き方改革】 

   □月単位の週休２日（４週８休以上）の確保に向けた企業の取組が図られて 

    いる。 

   □若手や女性技術者の登用など、担い手の確保に向けた取組が図られている。 

    ２）現場閉所による月単位の週休２日相当（４週８休以上）が達成した場合は、 

     工事成績要領別紙３－１に示す「２．施工状況（Ⅱ工程管理）」に、次の２ 

     つの評価項目を追加し、両方で加点評価する。ただし、月単位の週休２日に 

     満たない場合は、「休日の確保を行った。」のみを評価する。 

  ○監督職員用 

   □休日の確保を行った。 

   □その他［理由：現場閉所により月単位の週休２日（４週８休以上）の確保 

    を行った。］ 

 

  ○事務所長用 

   □工程管理に係る積極的な取組が見られた。 

   □その他［理由：現場閉所により月単位の週休２日（４週８休以上）の確保 

    を行った。 

    ３）現場閉所による週休２日相当（４週８休以上）が達成したことに加え、対 

     象期間内の全ての土曜及び日曜日に現場閉所を行った場合は、工事成績要領 

     別紙８に示す「７．法令遵守等」に次の評価項目を追加した上で１点を加点 

     評価する。 

  ○事務所長用 

   □その他［理由：現場閉所による週休２日（４週８休以上）の確保を行った 

    とともに全ての土曜及び日曜日に現場閉所を行った。］ 

  （３）監督職員は、受注者からの報告により現場閉所状況が４週８休以上（現場閉 

    所率 28.5%(８日/28 日)以上）と確認した場合は、履行実績取組証明書を発行 



    するものとする。 

  

 13．熱中症対策に資する現場管理費の補正 

  （１）本工事は、熱中症対策に資する現場管理費の補正の試行工事の対象とし、日 

    最高気温の状況に応じた現場管理費の補正を行う対象工事である。 

  （２）用語の具体的な内容は次のとおりである。 

    １）真夏日 

      日最高気温が 30℃以上の日をいう。 

    ２）工期 

      準備・後片付け期間を含めた工期をいう。なお、年末年始休暇分として 

     12 月 29 日から１月３日までの６日間、８月を挟む工事では夏季休暇分とし 

     て土日以外の３日間、工場製作のみを実施している期間、工事全体を一時中 

     止している期間は含まない。 

    ３）真夏日率 

      以下の式により算出された率をいう。 

         真夏日率 ＝ 工期期間中の真夏日 ÷ 工期   

  （３）受注者は、工事着手前に工事期間中における気温の計測方法及び計測結果の 

    報告方法を記載した施工計画書を作成し、監督職員へ提出する。 

  （４）気温の計測方法については、施工現場から最寄りの気象庁の地上気象観測所 

    の気温又は環境省が公表している観測地点の暑さ指数（WBGT）を用いることを 

    標準とする。 

     なお、WBGT を用いる場合は、WBGT が 30℃以上となる日を真夏日と見なす。 

     ただし、これによりがたい場合は、施工現場から最寄りの気象庁の地上気象 

    観測所以外の気象観測所で気象業務法（昭和 27 年法律第 165 号）に基づいた 

    気象観測方法により得られた計測結果を用いることも可とする。 

  （５）受注者は、監督職員へ計測結果の資料を提出する。 

  （６）発注者は、受注者から提出された計測結果の資料を基に工期中の日最高気温 

    から真夏日率を算定した上で補正値を算出し、現場管理費率に加算し設計変更 

    を行うものとする 

         補正値（％） ＝ 真夏日率 × 補正係数※  

     ※   補正係数：1.2 

  

 14．総価契約単価合意方式（包括的単価個別合意方式）について 

  （１）本工事は、請負代金額の変更があった場合における変更金額や部分払金額の 

    算定を行う際に用いる単価等をあらかじめ協議し、合意しておくことにより、 

    設計変更や部分払に伴う協議の円滑化に資することを目的として実施する総 



    価契約単価合意方式（包括的単価個別合意方式）の対象工事である。 

  （２）受発注者間で作成の上合意した単価合意書は、公表するものとする。 

 15．新型コロナウイルス感染症の拡大防止対策等 

  （１）工事で使用する資材等の納期への影響に対する対応について 

     受注者は、新型コロナウイルス感染症に伴い、工事で使用する資材、機材及 

    び機器類の納期に影響が生じ、工期内に工事が完成できないと判断される場合 

    は、監督職員と協議するものとする。 

  （２）感染拡大防止対策にかかる費用の計上 

     受注者は、新型コロナウイルス感染拡大防止のために次のような対策を実施 

    する場合は、監督職員と協議するものとし、必要と認められた対策については 

    、施工計画書に記載して確実に履行しなければならない。 

    １）現場従事者のマスク、インカム、シールドヘルメット等の購入又はリース 

     費用 

    ２）現場に配備する消毒液、赤外線体温計等の購入又はリース費用 

    ３）遠隔確認やテレビ会議等のための機材及び通信費 

    ４）その他、感染拡大防止のために必要と認められる費用 

  

  

第 19 章 定めなき事項 

  （１）契約書､設計図面及び本仕様書に示されていない事項であっても構造､機能上 

    又は製作据付上当然必要と認められる軽微な事項については受注者の負担で 

    処理するものとする。 

  （２）この仕様書に定めない事項又はこの工事の施工に当たり疑義が生じた場合は､ 

    必要に応じて監督職員と協議するものとする。 



直接製作費

　１．用排水機修繕工

　　(１)用排水機修繕工 主ポンプ設備工場整備

　　　標準外用排水機工（機器単体費）
１号主ポンプ（本体）機械
単体費

式 1.000

　　　　1号主ﾎﾟﾝﾌﾟ　ｲﾝﾍﾟﾗｷｬｯﾌﾟ SUS304(部品番号2600) 個 1.000

　　　　1号主ﾎﾟﾝﾌﾟ　ｶｯﾄﾚｽﾍﾞｱﾘﾝｸﾞ(1)
SCS13/NBR(部品番号3112･
1)

個 1.000

　　　　1号主ﾎﾟﾝﾌﾟ　ｶｯﾄﾚｽﾍﾞｱﾘﾝｸﾞ(2)
SCS13/NBR(部品番号3112･
2)

個 1.000

　　　　1号主ﾎﾟﾝﾌﾟ　ｼｰﾄﾊﾟｯｷﾝ NBR(部品番号4000) 個 2.000

　　　　1号主ﾎﾟﾝﾌﾟ　Oﾘﾝｸﾞ(1) NBR(部品番号4120･1) 個 1.000

　　　　1号主ﾎﾟﾝﾌﾟ　Oﾘﾝｸﾞ(2) NBR(部品番号4120･2) 個 1.000

　　　　1号主ﾎﾟﾝﾌﾟ　ﾏﾙｺﾞﾑﾊﾟｯｷﾝ(1) NBR(部品番号4121･1) 個 1.000

　　　　1号主ﾎﾟﾝﾌﾟ　ﾏﾙｺﾞﾑﾊﾟｯｷﾝ(2) NBR(部品番号4121･2) 個 1.000

　　　　1号主ﾎﾟﾝﾌﾟ　ﾏﾙｺﾞﾑﾊﾟｯｷﾝ(3) NBR(部品番号4121･3) 個 1.000

　　　　1号主ﾎﾟﾝﾌﾟ　ﾏﾙｺﾞﾑﾊﾟｯｷﾝ(4) NBR(部品番号4121･4) 個 1.000

　　　　1号主ﾎﾟﾝﾌﾟ　ﾏﾙｺﾞﾑﾊﾟｯｷﾝ(5) NBR(部品番号4121･5) 個 1.000

　　　　1号主ﾎﾟﾝﾌﾟ　ﾏﾙｺﾞﾑﾊﾟｯｷﾝ(6) NBR(部品番号4121･6) 個 1.000

　　　　1号主ﾎﾟﾝﾌﾟ　ﾏﾙｺﾞﾑﾊﾟｯｷﾝ(7) NBR(部品番号4121･7) 個 1.000

　　　　1号主ﾎﾟﾝﾌﾟ　ﾏﾙｺﾞﾑﾊﾟｯｷﾝ(8) NBR(部品番号4121･8) 個 1.000

　　　　1号主ﾎﾟﾝﾌﾟ　ﾏﾙｺﾞﾑﾊﾟｯｷﾝ(9) NBR(部品番号4121･9) 個 1.000

　　　　1号主ﾎﾟﾝﾌﾟ　ﾒｶﾆｶﾙｼｰﾙ (部品番号4330) 個 1.000

　　　　1号主ﾎﾟﾝﾌﾟ　ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾊﾟｯｷﾝ ﾋﾟﾗｰ6501L(部品番号4610) 個 4.000

　　　　1号主ﾎﾟﾝﾌﾟ　ｼｰﾄﾎﾙﾀﾞ SUS403(部品番号4751) 個 1.000

　　　　1号主ﾎﾟﾝﾌﾟ　ｽﾌﾟﾘｯﾄﾘﾝｸﾞ(1) SUS403(部品番号5010･1) 個 1.000

　　　　1号主ﾎﾟﾝﾌﾟ　ｽﾌﾟﾘｯﾄﾘﾝｸﾞ(2) SUS403(部品番号5010･2) 個 1.000

　　　　1号主ﾎﾟﾝﾌﾟ　ﾊﾟｯｷﾝｽﾘｰﾌﾞ SUS304(部品番号5040) 個 1.000

工　　事　　数　　量　　表

工種・種別・細別 規格 単位 備　考数量

1 / 26

別紙－1



工　　事　　数　　量　　表

工種・種別・細別 規格 単位 備　考数量

　　　　1号主ﾎﾟﾝﾌﾟ　ﾒﾀﾙｽﾘｰﾌﾞ(1) SUS304(部品番号5290･1) 個 1.000

　　　　1号主ﾎﾟﾝﾌﾟ　ﾒﾀﾙｽﾘｰﾌﾞ(2) SUS304(部品番号5290･2) 個 1.000

　　　　1号主ﾎﾟﾝﾌﾟ　ｼｬﾌﾄｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞ SUS403(部品番号8530) 個 1.000

　　　　1号主ﾎﾟﾝﾌﾟ　ｽﾍﾟｰｻｰﾘﾝｸﾞ SS400(部品番号8616) 個 1.000

　　　　1号主ﾎﾟﾝﾌﾟ　ｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞﾎﾞﾙﾄ(1) S45C(部品番号8660･1) 個 16.000

　　　　1号主ﾎﾟﾝﾌﾟ　ｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞﾎﾞﾙﾄ(2) S45C(部品番号8660･2) 個 16.000

　　　　1号主ﾎﾟﾝﾌﾟ　ｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞﾅｯﾄ S45C(部品番号9232) 個 1.000

　　　　1号主ﾎﾟﾝﾌﾟ　ﾎﾞﾙﾄ類 式 1.000

　　　標準外用排水機工（機器単体費）
３号主ポンプ（本体）機械
単体費

式 1.000

　　　　3号主ﾎﾟﾝﾌﾟ　ｲﾝﾍﾟﾗｷｬｯﾌﾟ SUS304(部品番号2600) 個 1.000

　　　　3号主ﾎﾟﾝﾌﾟ　ｶｯﾄﾚｽﾍﾞｱﾘﾝｸﾞ(1)
SCS13/NBR(部品番号3112･
1)

個 1.000

　　　　3号主ﾎﾟﾝﾌﾟ　ｶｯﾄﾚｽﾍﾞｱﾘﾝｸﾞ(2)
SCS13/NBR(部品番号3112･
2)

個 1.000

　　　　3号主ﾎﾟﾝﾌﾟ　ｼｰﾄﾊﾟｯｷﾝ NBR(部品番号4000) 個 2.000

　　　　3号主ﾎﾟﾝﾌﾟ　Oﾘﾝｸﾞ(1) NBR(部品番号4120･1) 個 1.000

　　　　3号主ﾎﾟﾝﾌﾟ　Oﾘﾝｸﾞ(2) NBR(部品番号4120･2) 個 1.000

　　　　3号主ﾎﾟﾝﾌﾟ　ﾏﾙｺﾞﾑﾊﾟｯｷﾝ(1) NBR(部品番号4121･1) 個 1.000

　　　　3号主ﾎﾟﾝﾌﾟ　ﾏﾙｺﾞﾑﾊﾟｯｷﾝ(2) NBR(部品番号4121･2) 個 1.000

　　　　3号主ﾎﾟﾝﾌﾟ　ﾏﾙｺﾞﾑﾊﾟｯｷﾝ(3) NBR(部品番号4121･3) 個 1.000

　　　　3号主ﾎﾟﾝﾌﾟ　ﾏﾙｺﾞﾑﾊﾟｯｷﾝ(4) NBR(部品番号4121･4) 個 1.000

　　　　3号主ﾎﾟﾝﾌﾟ　ﾏﾙｺﾞﾑﾊﾟｯｷﾝ(5) NBR(部品番号4121･5) 個 1.000

　　　　3号主ﾎﾟﾝﾌﾟ　ﾏﾙｺﾞﾑﾊﾟｯｷﾝ(6) NBR(部品番号4121･6) 個 1.000

　　　　3号主ﾎﾟﾝﾌﾟ　ﾏﾙｺﾞﾑﾊﾟｯｷﾝ(7) NBR(部品番号4121･7) 個 1.000

　　　　3号主ﾎﾟﾝﾌﾟ　ﾏﾙｺﾞﾑﾊﾟｯｷﾝ(8) NBR(部品番号4121･8) 個 1.000

　　　　3号主ﾎﾟﾝﾌﾟ　ﾏﾙｺﾞﾑﾊﾟｯｷﾝ(9) NBR(部品番号4121･9) 個 1.000

　　　　3号主ﾎﾟﾝﾌﾟ　ﾒｶﾆｶﾙｼｰﾙ (部品番号4330) 個 1.000
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工　　事　　数　　量　　表

工種・種別・細別 規格 単位 備　考数量

　　　　3号主ﾎﾟﾝﾌﾟ　ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾊﾟｯｷﾝ ﾋﾟﾗｰ6501L(部品番号4610) 個 4.000

　　　　3号主ﾎﾟﾝﾌﾟ　ｼｰﾄﾎﾙﾀﾞ SUS403(部品番号4751) 個 1.000

　　　　3号主ﾎﾟﾝﾌﾟ　ｽﾌﾟﾘｯﾄﾘﾝｸﾞ(1) SUS403(部品番号5010･1) 個 1.000

　　　　3号主ﾎﾟﾝﾌﾟ　ｽﾌﾟﾘｯﾄﾘﾝｸﾞ(2) SUS403(部品番号5010･2) 個 1.000

　　　　3号主ﾎﾟﾝﾌﾟ　ﾊﾟｯｷﾝｽﾘｰﾌﾞ SUS304(部品番号5040) 個 1.000

　　　　3号主ﾎﾟﾝﾌﾟ　ﾒﾀﾙｽﾘｰﾌﾞ(1) SUS304(部品番号5290･1) 個 1.000

　　　　3号主ﾎﾟﾝﾌﾟ　ﾒﾀﾙｽﾘｰﾌﾞ(2) SUS304(部品番号5290･2) 個 1.000

　　　　3号主ﾎﾟﾝﾌﾟ　ｼｬﾌﾄｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞ SUS403(部品番号8530) 個 1.000

　　　　3号主ﾎﾟﾝﾌﾟ　ｽﾍﾟｰｻｰﾘﾝｸﾞ SS400(部品番号8616) 個 1.000

　　　　3号主ﾎﾟﾝﾌﾟ　ｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞﾎﾞﾙﾄ(1) S45C(部品番号8660･1) 個 16.000

　　　　3号主ﾎﾟﾝﾌﾟ　ｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞﾎﾞﾙﾄ(2) S45C(部品番号8660･2) 個 16.000

　　　　3号主ﾎﾟﾝﾌﾟ　ｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞﾅｯﾄ S45C(部品番号9232) 個 1.000

　　　　3号主ﾎﾟﾝﾌﾟ　ﾎﾞﾙﾄ類 式 1.000

　　　標準外用排水機工（労務費） １号主ポンプ本体工場整備 式 1.000

　　　標準外用排水機工（労務費） ３号主ポンプ本体工場整備 式 1.000

　　(２)動力伝達装置工
主ポンプ用流体継手付き減
速機

　　　動力伝達装置工
１号主ポンプ用流体継手付
き減速機機械単体費

式 1.000

　　　　1号減速機　軸ｽﾘｰﾌﾞ SS400/SGP(部品番号040) 個 1.000

　　　　1号減速機　ﾃﾞｨｽﾀﾝｽﾋﾟｰｽ SS400(部品番号045-01) 個 1.000

　　　　1号減速機　小歯車軸受ｹｰｽ用調整ﾘﾝｸﾞ(1) SS400(部品番号045-02) 組 1.000

　　　　1号減速機　小歯車軸受ｹｰｽ用調整ﾘﾝｸﾞ(2) SUS304(部品番号045-02) 組 1.000

　　　　1号減速機　大傘歯車軸受ｹｰｽ用調整ｼﾑ SS400(部品番号045-03) 組 1.000

　　　　1号減速機　大歯車軸上部軸受用ﾃﾞｨｽﾀﾝｽﾋﾟｰｽ(1) SS400(部品番号045-04) 個 1.000

　　　　1号減速機　小傘歯車軸受ｶﾊﾞｰ用調整ｼﾑ 個 1.000

　　　　1号減速機　小傘歯車軸受ｹｰｽ用調整ｼﾑ SUS304(ﾍﾞｱﾘﾝｸﾞ押えB) 組 1.000
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　　　　1号減速機　自動調整ｺﾛ軸受(入力軸CP側) SUJ(部品番号055-01) 組 1.000

　　　　1号減速機　円筒ｺﾛ軸受(ﾗﾝﾅｹｰｼﾝｸﾞ) SUJ(部品番号055-02) 組 1.000

　　　　1号減速機　組合せ円錐ｺﾛ軸受(ﾗﾝﾅ軸) SUJ(部品番号055-03) 組 1.000

　　　　1号減速機　自動調整ｺﾛ軸受(ﾗﾝﾅ軸ｷﾞｱ側) SUJ(部品番号055-04) 組 1.000

　　　　1号減速機　ｽﾗｽﾄ自動調整ｺﾛ軸受(小歯車上ｽﾗｽﾄ) SUJ(部品番号055-05) 組 1.000

　　　　1号減速機　自動調整ｺﾛ軸受(小歯車ﾗｼﾞｱﾙ) SUJ(部品番号055-06) 組 1.000

　　　　1号減速機　円筒ｺﾛ軸受(小歯車下) SUJ(部品番号055-07) 組 1.000

　　　　1号減速機　自動調整ｺﾛ軸受(大歯車軸上) SUJ(部品番号055-08) 組 1.000

　　　　1号減速機　円筒ｺﾛ軸受(大歯車軸下) SUJ(部品番号055-09) 組 1.000

　　　　1号減速機　ｽﾗｽﾄ軸受ﾘﾝｸﾞ･軸受ﾊﾟｯﾄﾞ
SS400､外径360㎜×厚さ31
㎜(部品番号062-01)

個 1.000

　　　　1号減速機　減速機本体用軸ｽﾘｰﾌﾞOﾘﾝｸﾞ NBR(部品番号115) 個 1.000

　　　　1号減速機　減速機本体用駆動軸軸ﾅｯﾄ(1) SS400(部品番号129-01) 個 1.000

　　　　1号減速機　減速機本体用駆動軸軸ﾅｯﾄ(2) S35C(部品番号129-02) 個 1.000

　　　　1号減速機　減速機本体用駆動軸軸ﾅｯﾄ(3) S35C(部品番号129-03) 個 1.000

　　　　1号減速機　減速機本体用小歯車軸軸ﾅｯﾄ(1) SS400(部品番号129-04) 個 1.000

　　　　1号減速機　減速機本体用小歯車軸軸ﾅｯﾄ(2) S35C(部品番号129-05) 個 1.000

　　　　1号減速機　減速機本体用小歯車軸軸ﾅｯﾄ(3) S35C(部品番号129-06) 個 1.000

　　　　1号減速機　減速機本体用小歯車軸軸ﾅｯﾄ(4) S35C(部品番号129-07) 個 1.000

　　　　1号減速機　減速機本体用ﾗﾝﾅ軸軸ﾅｯﾄ(1) SS400(部品番号129-09) 個 1.000

　　　　1号減速機　減速機本体用ﾗﾝﾅ軸軸ﾅｯﾄ(2) S35C(部品番号129-10) 個 1.000

　　　　1号減速機　減速機本体用ｽﾅｯﾌﾟﾘﾝｸﾞ(1)
SK85､外径440㎜×t7.0㎜
(部品番号055-09用)

個 1.000

　　　　1号減速機　減速機本体用ｽﾅｯﾌﾟﾘﾝｸﾞ(2)
SK85､外径295㎜×t5.0㎜
(部品番号055-07用)

個 1.000

　　　　1号減速機　減速機本体用ｽﾅｯﾌﾟﾘﾝｸﾞ(3)
SK85､外径228㎜×t5.0㎜
(軸受ｹｰｽ1用)

個 1.000

　　　　1号減速機　減速機本体用大歯車CP側軸ﾅｯﾄ S35C 個 1.000

　　　　1号減速機　減速機本体用駆動軸軸座金 SS400 個 1.000
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　　　　1号減速機　減速機本体用ﾗﾝﾅ軸軸座金 SS400 個 1.000

　　　　1号減速機　減速機本体用小歯車軸軸座金 SS400 個 1.000

　　　　1号減速機　ﾉｽﾞﾙ(6P/S) SUS304 個 1.000

　　　　1号減速機　減速機本体用ﾊﾟｯｷﾝ類消耗品 各種ｼｰﾄﾊﾟｯｷﾝ等 式 1.000

　　　　1号減速機　ﾘﾘｰﾌ弁
ﾌﾗﾝｼﾞ口径155mm､許容圧力
0.2～0.7MPa(部品項目226)

個 1.000

　　　　1号減速機　充排油切替二方口電動ﾎﾞｰﾙ弁
呼び径50A､Cv値440(部品項
目227)

個 1.000

　　　　1号減速機　減速機本体用複式ｽﾄﾚｰﾅ
150ﾒｯｼｭ､油量130L/min､圧
力0.2MPa(部品項目244-01)

個 1.000

　　　　1号減速機　減速機本体用主油ﾎﾟﾝﾌﾟ用吸込ｽﾄﾚｰﾅ 60ﾒｯｼｭ(部品項目244-02) 個 1.000

　　　　1号減速機　減速機本体用補助油ﾎﾟﾝﾌﾟ用吸込ｽﾄﾚｰﾅ 60ﾒｯｼｭ(部品項目244-03) 個 1.000

　　　　1号減速機　ｵｲﾙｸｰﾗ
ｼｪﾙ&ﾁｭｰﾌﾞ式､全長1820㎜×
φ340㎜(部品項目246)

組 1.000

　　　　1号減速機　主油ﾎﾟﾝﾌﾟ用交換部品
平行軸受､ﾜｯｼｬｰ･ﾅｯﾄ､ﾊﾟｯｷﾝ
ほか(部品項目247－01)

組 1.000

　　　　1号減速機　補助油ﾎﾟﾝﾌﾟ
電動機含む(部品項目247－
02)

組 1.000

　　　　1号減速機　連成計
検出範囲-0.10～
0.25MPa(部品項目251)

個 2.000

　　　　1号減速機　油用棒状温度計 (部品項目253－01) 個 2.000

　　　　1号減速機　水用棒状温度計 (部品項目253－02) 個 2.000

　　　　1号減速機　油面計 (部品項目255) 個 1.000

　　　　1号減速機　隔測指示圧力計
検出範囲0.0～0.6MPa(部品
項目257-01)

個 1.000

　　　　1号減速機　圧力計
検出範囲0.0～0.6MPa(部品
項目257-02)

個 3.000

　　　　1号減速機　回転検出器 (部品項目258-01) 個 1.000

　　　　1号減速機　回転変換器 (部品項目258-02) 個 1.000

　　　　1号減速機　回転指示計 (部品項目258-03) 個 1.000

　　　　1号減速機　ﾚﾍﾞﾙｽｲｯﾁ
油面低下警報用(部品項目
262)

組 1.000

　　　　1号減速機　接点付温度計(油温用)
潤滑給油温度計(部品項目
264-01)

個 1.000

　　　　1号減速機　接点付温度計(軸受用)
ｽﾗｽﾄ軸受戻り油温度計(部
品項目264-02)

個 1.000

　　　　1号減速機　圧力ｽｲｯﾁ
起動ｲﾝﾀｰﾛｯｸ及び警報用(部
品項目266)

個 1.000
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　　　　1号減速機　減速機配管用ﾊﾟｯｷﾝ類消耗品 各種ｼｰﾄﾊﾟｯｷﾝ､液体ﾊﾟｯｷﾝ等 式 1.000

　　　　1号減速機　潤滑油 VG100(1700L) Ｌ 1,700.000

　　　動力伝達装置工
３号主ポンプ用流体継手付
き減速機機械単体費

式 1.000

　　　　3号減速機　軸ｽﾘｰﾌﾞ SS400/SGP(部品番号040) 個 1.000

　　　　3号減速機　ﾃﾞｨｽﾀﾝｽﾋﾟｰｽ SS400(部品番号045-01) 個 1.000

　　　　3号減速機　小歯車軸受ｹｰｽ用調整ﾘﾝｸﾞ(1) SS400(部品番号045-02) 組 1.000

　　　　3号減速機　小歯車軸受ｹｰｽ用調整ﾘﾝｸﾞ(2) SUS304(部品番号045-02) 組 1.000

　　　　3号減速機　大傘歯車軸受ｹｰｽ用調整ｼﾑ SS400(部品番号045-03) 組 1.000

　　　　3号減速機　大歯車軸上部軸受用ﾃﾞｨｽﾀﾝｽﾋﾟｰｽ(1) SS400(部品番号045-04) 個 1.000

　　　　3号減速機　小傘歯車軸受ｶﾊﾞｰ用調整ｼﾑ 個 1.000

　　　　3号減速機　小傘歯車軸受ｹｰｽ用調整ｼﾑ SUS304(ﾍﾞｱﾘﾝｸﾞ押えB) 組 1.000

　　　　3号減速機　自動調整ｺﾛ軸受(入力軸CP側) SUJ(部品番号055-01) 組 1.000

　　　　3号減速機　円筒ｺﾛ軸受(ﾗﾝﾅｹｰｼﾝｸﾞ) SUJ(部品番号055-02) 組 1.000

　　　　3号減速機　組合せ円錐ｺﾛ軸受(ﾗﾝﾅ軸) SUJ(部品番号055-03) 組 1.000

　　　　3号減速機　自動調整ｺﾛ軸受(ﾗﾝﾅ軸ｷﾞｱ側) SUJ(部品番号055-04) 組 1.000

　　　　3号減速機　ｽﾗｽﾄ自動調整ｺﾛ軸受(小歯車上ｽﾗｽﾄ) SUJ(部品番号055-05) 組 1.000

　　　　3号減速機　自動調整ｺﾛ軸受(小歯車ﾗｼﾞｱﾙ) SUJ(部品番号055-06) 組 1.000

　　　　3号減速機　円筒ｺﾛ軸受(小歯車下) SUJ(部品番号055-07) 組 1.000

　　　　3号減速機　自動調整ｺﾛ軸受(大歯車軸上) SUJ(部品番号055-08) 組 1.000

　　　　3号減速機　円筒ｺﾛ軸受(大歯車軸下) SUJ(部品番号055-09) 組 1.000

　　　　3号減速機　ｽﾗｽﾄ軸受ﾘﾝｸﾞ･軸受ﾊﾟｯﾄﾞ
SS400､外径360㎜×厚さ31
㎜(部品番号062-01)

組 1.000

　　　　3号減速機　減速機本体用軸ｽﾘｰﾌﾞOﾘﾝｸﾞ NBR(部品番号115) 個 1.000

　　　　3号減速機　減速機本体用駆動軸軸ﾅｯﾄ(1) SS400(部品番号129-01) 個 1.000

　　　　3号減速機　減速機本体用駆動軸軸ﾅｯﾄ(2) S35C(部品番号129-02) 個 1.000

　　　　3号減速機　減速機本体用駆動軸軸ﾅｯﾄ(3) S35C(部品番号129-03) 個 1.000
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　　　　3号減速機　減速機本体用小歯車軸軸ﾅｯﾄ(1) SS400(部品番号129-04) 個 1.000

　　　　3号減速機　減速機本体用小歯車軸軸ﾅｯﾄ(2) S35C(部品番号129-05) 個 1.000

　　　　3号減速機　減速機本体用小歯車軸軸ﾅｯﾄ(3) S35C(部品番号129-06) 個 1.000

　　　　3号減速機　減速機本体用小歯車軸軸ﾅｯﾄ(4) S35C(部品番号129-07) 個 1.000

　　　　3号減速機　減速機本体用ﾗﾝﾅ軸軸ﾅｯﾄ(1) SS400(部品番号129-09) 個 1.000

　　　　3号減速機　減速機本体用ﾗﾝﾅ軸軸ﾅｯﾄ(2) S35C(部品番号129-10) 個 1.000

　　　　3号減速機　減速機本体用ｽﾅｯﾌﾟﾘﾝｸﾞ(1)
SK85､外径440㎜×t7.0㎜
(部品番号055-09用)

個 1.000

　　　　3号減速機　減速機本体用ｽﾅｯﾌﾟﾘﾝｸﾞ(2)
SK85､外径295㎜×t5.0㎜
(部品番号055-07用)

個 1.000

　　　　3号減速機　減速機本体用ｽﾅｯﾌﾟﾘﾝｸﾞ(3)
SK85､外径228㎜×t5.0㎜
(軸受ｹｰｽ1用)

個 1.000

　　　　3号減速機　減速機本体用大歯車CP側軸ﾅｯﾄ S35C 個 1.000

　　　　3号減速機　減速機本体用駆動軸軸座金 SS400 個 1.000

　　　　3号減速機　減速機本体用ﾗﾝﾅ軸軸座金 SS400 個 1.000

　　　　3号減速機　減速機本体用小歯車軸軸座金 SS400 個 1.000

　　　　3号減速機　ﾉｽﾞﾙ(6P/S) SUS304 個 1.000

　　　　3号減速機　減速機本体用ﾊﾟｯｷﾝ類消耗品 各種ｼｰﾄﾊﾟｯｷﾝ等 式 1.000

　　　　3号減速機　ﾘﾘｰﾌ弁
ﾌﾗﾝｼﾞ口径155mm､許容圧力
0.2～0.7MPa(部品項目226)

個 1.000

　　　　3号減速機　充排油切替二方口電動ﾎﾞｰﾙ弁
呼び径50A､Cv値440(部品項
目227)

個 1.000

　　　　3号減速機　減速機本体用複式ｽﾄﾚｰﾅ
150ﾒｯｼｭ､油量130L/min､圧
力0.2MPa(部品項目244-01)

個 1.000

　　　　3号減速機　減速機本体用主油ﾎﾟﾝﾌﾟ用吸込ｽﾄﾚｰﾅ 60ﾒｯｼｭ(部品項目244-02) 個 1.000

　　　　3号減速機　減速機本体用補助油ﾎﾟﾝﾌﾟ用吸込ｽﾄﾚｰﾅ 60ﾒｯｼｭ(部品項目244-03) 個 1.000

　　　　3号減速機　ｵｲﾙｸｰﾗ
ｼｪﾙ&ﾁｭｰﾌﾞ式､全長1820㎜×
φ340㎜(部品項目246)

組 1.000

　　　　3号減速機　主油ﾎﾟﾝﾌﾟ用交換部品
平行軸受､ﾜｯｼｬｰ･ﾅｯﾄ､ﾊﾟｯｷﾝ
ほか(部品項目247－01)

式 1.000

　　　　3号減速機　補助油ﾎﾟﾝﾌﾟ
電動機含む(部品項目247－
02)

組 1.000

　　　　3号減速機　連成計
検出範囲-0.10～
0.25MPa(部品項目251)

個 2.000

　　　　3号減速機　油用棒状温度計 (部品項目253－01) 個 2.000
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　　　　3号減速機　水用棒状温度計 (部品項目253－02) 個 2.000

　　　　3号減速機　油面計 (部品項目255) 個 1.000

　　　　3号減速機　隔測指示圧力計
検出範囲0.0～0.6MPa(部品
項目257-01)

個 1.000

　　　　3号減速機　圧力計
検出範囲0.0～0.6MPa(部品
項目257-02)

個 3.000

　　　　3号減速機　回転検出器 (部品項目258-01) 個 1.000

　　　　3号減速機　回転変換器 (部品項目258-02) 個 1.000

　　　　3号減速機　回転指示計 (部品項目258-03) 個 1.000

　　　　3号減速機　ﾚﾍﾞﾙｽｲｯﾁ
油面低下警報用(部品項目
262)

組 1.000

　　　　3号減速機　接点付温度計(油温用)
潤滑給油温度計(部品項目
264-01)

個 1.000

　　　　3号減速機　接点付温度計(軸受用)
ｽﾗｽﾄ軸受戻り油温度計(部
品項目264-02)

個 1.000

　　　　3号減速機　圧力ｽｲｯﾁ
起動ｲﾝﾀｰﾛｯｸ及び警報用(部
品項目266)

個 1.000

　　　　3号減速機　減速機配管用ﾊﾟｯｷﾝ類消耗品 各種ｼｰﾄﾊﾟｯｷﾝ､液体ﾊﾟｯｷﾝ等 式 1.000

　　　　3号減速機　潤滑油 VG100(1500L) Ｌ 1,500.000

　　　標準外用排水機工（労務費）
１号主ポンプ用流体継ぎ手
減速機工場整備

式 1.000

　　　標準外用排水機工（労務費）
３号主ポンプ用流体継ぎ手
減速機工場整備

式 1.000

　　(３)主弁工

　　　主弁工
１号主ポンプ用吐出弁機械
単体費

式 1.000

　　　　1号吐出弁　弁本体ﾎﾞﾙﾄ･ﾅｯﾄ･ﾊﾟｯｷﾝ･ｷｰ(1)(2)(3) SUS403420J 個 1.000

　　　　1号吐出弁　弁本体ﾊﾟｯｷﾝﾋﾟｰｽ CAC406 個 2.000

　　　　1号吐出弁　弁本体ﾒﾀﾙ ｵｲﾙﾚｽ 個 2.000

　　　　1号吐出弁　弁本体ｶﾗｰ CAC406 個 2.000

　　　　1号吐出弁　弁本体弁体弁座 CR/SUS304 組 1.000

　　　　1号吐出弁　弁本体弁棒受 CAC406 個 1.000

　　　　1号吐出弁　弁本体ｽﾀﾝﾄﾞ FC250 個 1.000

　　　　1号吐出弁　開閉機台部振れ止め SS400 個 1.000
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　　　　1号吐出弁　開閉機台部ﾌﾞｯｼｭ ｵｲﾙﾚｽ 個 1.000

　　　　1号吐出弁　開閉機台部駆動軸 SUS403 個 1.000

　　　　1号吐出弁　開閉機台部中間軸 SUS403 個 1.000

　　　　1号吐出弁　開閉機台部継手 FCD450-10 組 2.000

　　　　1号吐出弁　開閉機台部ﾎﾞﾙﾄ･ﾅｯﾄ･ﾊﾟｯｷﾝ(継手用含む) FCD450-10 式 1.000

　　　　1号吐出弁　開閉機台部開閉台ｽﾀﾝﾄﾞ FC250 個 1.000

　　　　1号吐出弁　開閉機部架台(ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ部除く) 式 1.000

　　　　1号吐出弁　駆動部新規駆動部
2.2kw(定格15分)×200V×
50Hz(二次･三次駆動部含
む)

台 1.000

　　　主弁工
３号主ポンプ用吐出弁機械
単体費

式 1.000

　　　　3号吐出弁　弁本体ﾎﾞﾙﾄ･ﾅｯﾄ･ﾊﾟｯｷﾝ･ｷｰ(1)(2)(3) SUS403420J 個 1.000

　　　　3号吐出弁　弁本体ﾊﾟｯｷﾝﾋﾟｰｽ CAC406 個 2.000

　　　　3号吐出弁　弁本体ﾒﾀﾙ ｵｲﾙﾚｽ 個 2.000

　　　　3号吐出弁　弁本体ｶﾗｰ CAC406 個 2.000

　　　　3号吐出弁　弁本体弁体弁座 CR/SUS304 組 1.000

　　　　3号吐出弁　弁本体弁棒受 CAC406 個 1.000

　　　　3号吐出弁　弁本体ｽﾀﾝﾄﾞ FC250 個 1.000

　　　　3号吐出弁　開閉機台部振れ止め SS400 個 1.000

　　　　3号吐出弁　開閉機台部ﾌﾞｯｼｭ ｵｲﾙﾚｽ 個 1.000

　　　　3号吐出弁　開閉機台部駆動軸 SUS403 個 1.000

　　　　3号吐出弁　中間軸 SUS403 個 1.000

　　　　3号吐出弁　開閉機台部継手 FCD450-10 組 2.000

　　　　3号吐出弁　開閉機台部ﾎﾞﾙﾄ･ﾅｯﾄ･ﾊﾟｯｷﾝ(継手用含む) FCD450-10 式 1.000

　　　　3号吐出弁　開閉機台部開閉台ｽﾀﾝﾄﾞ FC250 個 1.000

　　　　3号吐出弁　開閉機部架台(ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ部除く) 式 1.000

　　　　3号吐出弁　駆動部新規駆動部
2.2kw(定格15分)×200V×
50Hz(二次･三次駆動部含
む)

台 1.000
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　　　標準外用排水機工（労務費）
１号主ポンプ用吐出弁工場
整備

式 1.000

　　　標準外用排水機工（労務費）
３号主ポンプ用吐出弁工場
整備

式 1.000

　２．原動機工

　　(１)内燃機関設備工

　　　エンジン設備工
１号主ポンプ用原動機機械
単体費

式 1.000

　　　　1号原動機　ｼﾘﾝﾀﾞﾌﾞﾛｯｸOﾘﾝｸﾞ(1) (1AP20.0) 個 30.000

　　　　1号原動機　ｼﾘﾝﾀﾞﾌﾞﾛｯｸOﾘﾝｸﾞ(2) (4DP22A) 個 30.000

　　　　1号原動機　ｼﾘﾝﾀﾞﾌﾞﾛｯｸﾗｲﾅｺﾞﾑﾊﾟｯｷﾝ(1) (ｼﾘﾝﾀﾞﾗｲﾅﾌｯｿ) 個 6.000

　　　　1号原動機　ｼﾘﾝﾀﾞﾌﾞﾛｯｸｺﾞﾑﾊﾟｯｷﾝ (ｺﾞﾑｼﾘﾝﾀﾞﾗｲﾅ) 個 6.000

　　　　1号原動機　ｼﾘﾝﾀﾞﾌﾞﾛｯｸﾗｲﾅｺﾞﾑﾊﾟｯｷﾝ(2) (ﾗｲﾅｸﾛﾛﾌﾟﾚﾝｺﾞﾑ) 個 6.000

　　　　1号原動機　ｼﾘﾝﾀﾞﾌﾞﾛｯｸﾗｲﾅｺﾞﾑﾊﾟｯｷﾝ(3) (ﾗｲﾅｸﾛﾛﾌﾟﾚﾝｺﾞﾑ) 個 6.000

　　　　1号原動機　ｼﾘﾝﾀﾞﾌﾞﾛｯｸﾗｲﾅﾊﾟｯｷﾝ (ｼﾘﾝﾀﾞﾗｲﾅSUS) 個 6.000

　　　　1号原動機　ｼﾘﾝﾀﾞﾌﾞﾛｯｸﾍｯﾄﾞﾊﾟｯｷﾝ (ﾍｯﾄﾞﾄﾞｳt=1.0) 個 6.000

　　　　1号原動機　ｼﾘﾝﾀﾞﾌﾞﾛｯｸｶﾞｽｹｯﾄ (ｼﾘﾝﾀﾞｿﾌ蓋) 個 12.000

　　　　1号原動機　ｼﾘﾝﾀﾞﾌﾞﾛｯｸOFW蓋A用ﾊﾟｯｷﾝ (OFW蓋A) 個 1.000

　　　　1号原動機　ｼﾘﾝﾀﾞﾌﾞﾛｯｸOFW蓋B用ﾊﾟｯｷﾝ (OFW蓋B) 個 1.000

　　　　1号原動機　ｼﾘﾝﾀﾞﾌﾞﾛｯｸOFWｷﾞｱ蓋用ﾊﾟｯｷﾝ (OFWｷﾞｱ蓋) 個 1.000

　　　　1号原動機　ｼﾘﾝﾀﾞﾍｯﾄﾞ吸気弁 (吸気ﾊﾞﾙﾌﾞ) 個 12.000

　　　　1号原動機　ｼﾘﾝﾀﾞﾍｯﾄﾞ排気弁 (排気ﾊﾞﾙﾌﾞCRﾒｯｷ) 個 12.000

　　　　1号原動機　ｼﾘﾝﾀﾞﾍｯﾄﾞﾘﾃｰﾆﾝｸﾞﾊﾞﾙﾌﾞ用止め輪 (ﾘﾃｰﾆﾝｸﾞﾊﾞﾙﾌﾞ) 個 24.000

　　　　1号原動機　ｼﾘﾝﾀﾞﾍｯﾄﾞｺｯﾀCMP (ｺｯﾀｽﾃﾑφ16(2個1ｾｯﾄ)) 個 24.000

　　　　1号原動機　ｼﾘﾝﾀﾞﾍｯﾄﾞﾊﾞﾙﾌﾞｽﾃﾑｼｰﾙ 個 24.000

　　　　1号原動機　ｼﾘﾝﾀﾞﾍｯﾄﾞﾌﾞｯｼｭ漏油仕切り (ﾌﾞｯｼｭ漏油) 個 6.000

　　　　1号原動機　ｼﾘﾝﾀﾞﾍｯﾄﾞﾒｸﾗ蓋ｶﾊﾞｰﾊﾟｯｷﾝ (ｶﾊﾞｰ) 個 12.000

　　　　1号原動機　ｼﾘﾝﾀﾞﾍｯﾄﾞ弁腕室ﾊﾟｯｷﾝ 個 6.000
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　　　　1号原動機　ｼﾘﾝﾀﾞﾍｯﾄﾞ油切り(1) 個 6.000

　　　　1号原動機　ｼﾘﾝﾀﾞﾍｯﾄﾞ高圧管用ｵｲﾙｼｰﾙ 個 6.000

　　　　1号原動機　ｼﾘﾝﾀﾞﾍｯﾄﾞﾎｰｽﾊﾞﾝﾄﾞ (φ30) 個 6.000

　　　　1号原動機　ｼﾘﾝﾀﾞﾍｯﾄﾞ吸気ﾏﾆﾎｰﾙﾄﾞﾊﾟｯｷﾝ 個 6.000

　　　　1号原動機　ｼﾘﾝﾀﾞﾍｯﾄﾞﾊﾟｯｷﾝ(1) 個 1.000

　　　　1号原動機　ｼﾘﾝﾀﾞﾍｯﾄﾞｶﾞｽｹｯﾄ 個 17.000

　　　　1号原動機　ｼﾘﾝﾀﾞﾍｯﾄﾞﾀｰﾋﾞﾝ入口用ﾊﾟｯｷﾝ (ﾀｰﾋﾞﾝ入口) 個 2.000

　　　　1号原動機　ｼﾘﾝﾀﾞﾍｯﾄﾞOﾘﾝｸﾞ (1AG60.0) 個 20.000

　　　　1号原動機　ｼﾘﾝﾀﾞﾍｯﾄﾞ油切り(2) (ｺﾞﾑﾍﾞﾙﾛｰｽﾞ) 個 12.000

　　　　1号原動機　ｼﾘﾝﾀﾞﾍｯﾄﾞ潤滑油缶 (ﾀﾍﾟｯﾄ注油) 個 6.000

　　　　1号原動機　空気冷却器側板用ﾊﾟｯｷﾝ (側板) 個 4.000

　　　　1号原動機　空気冷却器ﾊﾟｯｷﾝ(1) 個 1.000

　　　　1号原動機　空気冷却器ﾊﾟｯｷﾝ(2) 個 1.000

　　　　1号原動機　空気冷却器ｺﾞﾑﾊﾟｯｷﾝ (ｺﾊﾞﾝ21×1.5) 個 1.000

　　　　1号原動機　空気冷却器ｲﾝﾀｸｰﾗｰ用ﾊﾟｯｷﾝ(1) 個 4.000

　　　　1号原動機　空気冷却器連絡管用ﾊﾟｯｷﾝ (連絡管) 個 1.000

　　　　1号原動機　空気冷却器Oﾘﾝｸﾞ (4DG165.0) 個 1.000

　　　　1号原動機　空気冷却器ﾊﾟｯｷﾝ(3) 個 1.000

　　　　1号原動機　空気冷却器ｶﾞｽｹｯﾄﾊﾟｯｷﾝ (ﾏﾙ150) 個 2.000

　　　　1号原動機　空気冷却器ｺﾙﾃｯｸｽﾄﾊﾟｯｷﾝ 個 2.000

　　　　1号原動機　空気冷却器ﾏﾆﾎｰﾙﾄﾞ継手用ﾎｰｽ (D237) 個 1.000

　　　　1号原動機　空気冷却器ﾎｰｽｸﾘｯﾌﾟ (241用) 個 3.000

　　　　1号原動機　空気冷却器ｴｱｸｰﾗｰ用ﾊﾟｯｷﾝ (ｴｱｸｰﾗｰ1) 個 2.000

　　　　1号原動機　空気冷却器ｲﾝﾀｸｰﾗｰ用ﾊﾟｯｷﾝ(2) 個 4.000

　　　　1号原動機　ﾋﾟｽﾄﾝﾈｼﾞ用皿ﾊﾞﾈ(1) (ﾈｼﾞ用) 個 48.000
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　　　　1号原動機　ﾋﾟｽﾄﾝﾘﾝｸﾞｾｯﾄ (ﾋﾟｽﾄﾝ5本) 個 6.000

　　　　1号原動機　ﾋﾟｽﾄﾝ止め輪C (穴100) 個 12.000

　　　　1号原動機　ﾋﾟｽﾄﾝ回り止め用座金 個 12.000

　　　　1号原動機　ﾋﾟｽﾄﾝﾈｼﾞ用皿ﾊﾞﾈ(2) (ﾈｼﾞ用) 個 24.000

　　　　1号原動機　ﾋﾟｽﾄﾝ回り止め用ﾎﾞﾙﾄ (M8×8.5) 個 24.000

　　　　1号原動機　ﾋﾟｽﾄﾝｺﾈｸﾃｨﾝｸﾞﾛｯﾄﾞ用ﾎﾞﾙﾄ 個 24.000

　　　　1号原動機　ﾋﾟｽﾄﾝｸﾗﾝｸﾋﾟﾝﾒﾀﾙ (ﾒﾀﾙCMP) 個 6.000

　　　　1号原動機　潤滑油ﾎﾟﾝﾌﾟﾍﾞｱﾘﾝｸﾞ (ﾎﾞｰﾙ6309) 個 1.000

　　　　1号原動機　潤滑油ﾎﾟﾝﾌﾟﾂﾂﾞﾘｾﾝ (1.6用) 個 4.000

　　　　1号原動機　潤滑油ﾎﾟﾝﾌﾟ座金 (LOポンプ用) 個 1.000

　　　　1号原動機　潤滑油ﾎﾟﾝﾌﾟ取付台ﾊﾟｯｷﾝ (LOポンプ取付台用) 個 1.000

　　　　1号原動機　潤滑油ﾎﾟﾝﾌﾟﾌﾟﾗｲﾐﾝｸﾞﾎﾟﾝﾌﾟ蓋用ﾊﾟｯｷﾝ 個 2.000

　　　　1号原動機　潤滑油ﾎﾟﾝﾌﾟﾊﾟｯｷﾝ(1) 個 1.000

　　　　1号原動機　潤滑油ﾎﾟﾝﾌﾟOﾘﾝｸﾞ(1) (1AP150.0) 個 10.000

　　　　1号原動機　潤滑油ﾎﾟﾝﾌﾟOﾘﾝｸﾞ(2) (1AP16.0) 個 10.000

　　　　1号原動機　潤滑油ﾎﾟﾝﾌﾟｵｲﾙｸｰﾗCW蓋ﾊﾟｯｷﾝ (ｵｲﾙｸｰﾗCW蓋) 個 2.000

　　　　1号原動機　潤滑油ﾎﾟﾝﾌﾟOﾘﾝｸﾞ(3) (1AP200.0) 個 2.000

　　　　1号原動機　潤滑油ﾎﾟﾝﾌﾟﾊﾟｯｷﾝ(2) 個 2.000

　　　　1号原動機　潤滑油ﾎﾟﾝﾌﾟ空気抜き継手ﾊﾟｯｷﾝ (空気抜き継手) 個 2.000

　　　　1号原動機　潤滑油ﾎﾟﾝﾌﾟLO出口濾しｹｰｽﾊﾟｯｷﾝ (LO出口濾しｹｰｽ) 個 2.000

　　　　1号原動機　潤滑油ﾎﾟﾝﾌﾟｶﾞｲﾄﾞﾊﾟｯｷﾝ 個 2.000

　　　　1号原動機　潤滑油ﾎﾟﾝﾌﾟｴｱｰ抜きﾊﾟｯｷﾝ(1) 個 2.000

　　　　1号原動機　潤滑油ﾎﾟﾝﾌﾟ潤滑油濾し器用ﾊﾟｯｷﾝ (潤滑油濾し器用) 個 4.000

　　　　1号原動機　潤滑油ﾎﾟﾝﾌﾟｴｱｰ抜きﾊﾟｯｷﾝ(2) 個 2.000

　　　　1号原動機　潤滑油ﾎﾟﾝﾌﾟﾊﾟｯｷﾝ(3) 個 2.000
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　　　　1号原動機　潤滑油ﾎﾟﾝﾌﾟｵｲﾙﾊﾟﾝ用ｶﾞｽｹｯﾄ 個 1.000

　　　　1号原動機　潤滑油ﾎﾟﾝﾌﾟﾊﾟｯｷﾝ(4) (5K65×1.5) 個 10.000

　　　　1号原動機　潤滑油ﾎﾟﾝﾌﾟﾊﾟｯｷﾝ(5) 個 2.000

　　　　1号原動機　潤滑油ﾎﾟﾝﾌﾟﾊﾟｯｷﾝ(6) 個 1.000

　　　　1号原動機　潤滑油ﾎﾟﾝﾌﾟﾊﾟｯｷﾝ(7) (5K50×1.5) 個 2.000

　　　　1号原動機　冷却水ﾎﾟﾝﾌﾟｵｲﾙﾊﾟﾝ用ｶﾞｽｹｯﾄ 個 2.000

　　　　1号原動機　冷却水ﾎﾟﾝﾌﾟﾊﾟｯｷﾝ(1) 個 2.000

　　　　1号原動機　冷却水ﾎﾟﾝﾌﾟｺﾊﾞﾝﾊﾟｯｷﾝ(1) (ｺﾊﾞﾝ31×1.5) 個 1.000

　　　　1号原動機　冷却水ﾎﾟﾝﾌﾟﾊﾟｯｷﾝ(2) (ﾏﾙ14×1.0) 個 10.000

　　　　1号原動機　冷却水ﾎﾟﾝﾌﾟｵｲﾙｼｰﾙ (TC406211.2388) 個 1.000

　　　　1号原動機　冷却水ﾎﾟﾝﾌﾟﾎﾞｰﾙﾍﾞｱﾘﾝｸﾞ(1) (ﾎﾞｰﾙ6208U) 個 1.000

　　　　1号原動機　冷却水ﾎﾟﾝﾌﾟﾎﾞｰﾙﾍﾞｱﾘﾝｸﾞ(2) (ﾎﾞｰﾙ6308) 個 1.000

　　　　1号原動機　冷却水ﾎﾟﾝﾌﾟ止め輪 (C穴90) 個 1.000

　　　　1号原動機　冷却水ﾎﾟﾝﾌﾟﾒｶﾆｶﾙｼｰﾙ 個 1.000

　　　　1号原動機　冷却水ﾎﾟﾝﾌﾟOﾘﾝｸﾞ 個 1.000

　　　　1号原動機　冷却水ﾎﾟﾝﾌﾟｹｰｽ取付台ﾊﾟｯｷﾝ 個 1.000

　　　　1号原動機　冷却水ﾎﾟﾝﾌﾟﾊﾟｯｷﾝ(3) (5K65×1.5) 個 10.000

　　　　1号原動機　冷却水ﾎﾟﾝﾌﾟﾊﾟｯｷﾝ(4) 個 3.000

　　　　1号原動機　冷却水ﾎﾟﾝﾌﾟﾌﾗｯｸｽｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞ (26S-D) 個 2.000

　　　　1号原動機　冷却水ﾎﾟﾝﾌﾟｺﾊﾞﾝﾊﾟｯｷﾝ(2) (ｺﾊﾞﾝ44×1.5) 個 6.000

　　　　1号原動機　冷却水ﾎﾟﾝﾌﾟｺﾊﾞﾝﾊﾟｯｷﾝ(3) (ｺﾊﾞﾝ36×1.5) 個 18.000

　　　　1号原動機　冷却水ﾎﾟﾝﾌﾟﾊﾟｯｷﾝ(5) (5K65×1.5) 個 20.000

　　　　1号原動機　燃料噴射ﾎﾟﾝﾌﾟFOﾌﾟﾗﾝｼﾞｬCMP 個 6.000

　　　　1号原動機　燃料噴射ﾎﾟﾝﾌﾟﾌﾟﾗﾝｼﾞｬｽﾌﾟﾘﾝｸﾞ 個 6.000

　　　　1号原動機　燃料噴射ﾎﾟﾝﾌﾟﾃﾞﾌﾚｸﾀ 個 12.000
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　　　　1号原動機　燃料噴射ﾎﾟﾝﾌﾟOﾘﾝｸﾞ(1) 個 6.000

　　　　1号原動機　燃料噴射ﾎﾟﾝﾌﾟﾃﾞﾘﾍﾞﾙﾎﾙﾀﾞCMP (ﾃﾞﾘﾍﾞﾙﾊﾞﾙﾌﾞ) 個 6.000

　　　　1号原動機　燃料噴射ﾎﾟﾝﾌﾟﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟﾘﾝｸﾞ(1) (T2P39) 個 6.000

　　　　1号原動機　燃料噴射ﾎﾟﾝﾌﾟﾃﾞﾘﾍﾞﾙﾊﾞﾙﾌﾞｽﾌﾟﾘﾝｸﾞ (ﾃﾞﾘﾍﾞﾙ10.4K) 個 6.000

　　　　1号原動機　燃料噴射ﾎﾟﾝﾌﾟﾃﾞﾘﾍﾞﾙﾊﾞﾙﾌﾞｽﾄｯﾊﾟ (ﾃﾞﾘﾍﾞﾙﾊﾞﾙﾌﾞ) 個 6.000

　　　　1号原動機　燃料噴射ﾎﾟﾝﾌﾟOﾘﾝｸﾞ(2) 個 6.000

　　　　1号原動機　燃料噴射ﾎﾟﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞCMP (ﾀﾞﾝﾊﾟ) 個 6.000

　　　　1号原動機　燃料噴射ﾎﾟﾝﾌﾟﾊﾟｯｷﾝ(1) (ﾏﾙ8×1.0) 個 10.000

　　　　1号原動機　燃料噴射ﾎﾟﾝﾌﾟﾊﾟｯｷﾝ(2) (ﾏﾙ5×1.0) 個 10.000

　　　　1号原動機　燃料噴射ﾎﾟﾝﾌﾟｼｰﾙﾜｯｼｬｰ (ｺﾏﾙ､ﾌｯ素6) 個 10.000

　　　　1号原動機　燃料噴射ﾎﾟﾝﾌﾟﾊﾟｯｷﾝ(3) (ﾏﾙ18×1.0) 個 20.000

　　　　1号原動機　燃料噴射ﾎﾟﾝﾌﾟﾊﾟｯｷﾝ(4) (ﾏﾙ16×1.0) 個 10.000

　　　　1号原動機　燃料噴射ﾎﾟﾝﾌﾟﾊﾟｯｷﾝ(5) (ﾏﾙ8×1.0) 個 10.000

　　　　1号原動機　燃料噴射ﾎﾟﾝﾌﾟﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟﾘﾝｸﾞ(2) (T2P39) 個 6.000

　　　　1号原動機　燃料噴射ﾎﾟﾝﾌﾟﾊﾟｯｷﾝ(6) (ﾏﾙ6×1.0) 個 10.000

　　　　1号原動機　燃料噴射ﾎﾟﾝﾌﾟ座金 (ﾐｶﾞｷ20) 個 10.000

　　　　1号原動機　燃料噴射ﾎﾟﾝﾌﾟ割ﾋﾟﾝ (4.0×40) 個 10.000

　　　　1号原動機　燃料噴射ﾎﾟﾝﾌﾟｶﾞｽｹｯﾄ 個 1.000

　　　　1号原動機　燃料噴射ﾎﾟﾝﾌﾟﾌｨｰﾄﾞﾎﾟﾝﾌﾟ駆動ｼｬﾌﾄ (ﾌｨｰﾄﾞﾎﾟﾝﾌﾟ駆動用) 個 1.000

　　　　1号原動機　燃料噴射ﾎﾟﾝﾌﾟﾛｰﾀCMP (軸付き) 個 1.000

　　　　1号原動機　燃料噴射ﾎﾟﾝﾌﾟｵｲﾙｼｰﾙ (28×48×11) 個 2.000

　　　　1号原動機　燃料噴射ﾎﾟﾝﾌﾟﾎﾞｰﾙﾍﾞｱﾘﾝｸﾞ(1) (ﾎﾞｰﾙ6205) 個 1.000

　　　　1号原動機　燃料噴射ﾎﾟﾝﾌﾟ止め輪 (C穴62) 個 1.000

　　　　1号原動機　燃料噴射ﾎﾟﾝﾌﾟOﾘﾝｸﾞ(3) (4DG70.0) 個 1.000

　　　　1号原動機　燃料噴射ﾎﾟﾝﾌﾟﾊﾟｯｷﾝ(7) (四角ﾋﾟｯﾁ60×48) 個 1.000
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　　　　1号原動機　燃料噴射ﾎﾟﾝﾌﾟﾎﾞｰﾙﾍﾞｱﾘﾝｸﾞ(2) (ﾎﾞｰﾙ6305) 個 1.000

　　　　1号原動機　燃料噴射ﾎﾟﾝﾌﾟﾊﾟｯｷﾝ(8) 個 1.000

　　　　1号原動機　燃料噴射ﾎﾟﾝﾌﾟﾜｯｼｬｰ(1) (ｼｰﾙﾌｯ素SPCｺﾏﾙ18) 個 1.000

　　　　1号原動機　燃料噴射ﾎﾟﾝﾌﾟﾜｯｼｬｰ(2) (ｼｰﾙﾌｯ素SPCｺﾏﾙ14) 個 1.000

　　　　1号原動機　燃料噴射ﾎﾟﾝﾌﾟﾜｯｼｬｰ(3) (ｼｰﾙﾌｯ素SPCｺﾏﾙ10) 個 1.000

　　　　1号原動機　燃料噴射ﾎﾟﾝﾌﾟOﾘﾝｸﾞ(4) (4DG14.0) 個 10.000

　　　　1号原動機　燃料噴射弁ﾉｽﾞﾙCMP (無冷却) 個 6.000

　　　　1号原動機　燃料噴射弁ﾊﾞﾙﾌﾞｽﾄｯﾌﾟｽｵﾍﾟｰｻ 個 6.000

　　　　1号原動機　燃料噴射弁ﾉｽﾞﾙｽﾌﾟﾘﾝｸﾞ (L=47.5) 個 6.000

　　　　1号原動機　燃料噴射弁平行ﾋﾟﾝ (M3.6×8) 個 12.000

　　　　1号原動機　燃料噴射弁ﾊﾟｯｷﾝ(1) (ﾏﾙ12×1.0) 個 20.000

　　　　1号原動機　燃料噴射弁Oﾘﾝｸﾞ(1) (4PD42.0) 個 10.000

　　　　1号原動機　燃料噴射弁Oﾘﾝｸﾞ(2) (2P18.0) 個 10.000

　　　　1号原動機　燃料噴射弁Oﾘﾝｸﾞ(3) (4PD44.0) 個 20.000

　　　　1号原動機　燃料噴射弁ﾊﾟｯｷﾝ(2) (ﾏﾙD26/19T2) 個 26.000

　　　　1号原動機　燃料噴射弁Oﾘﾝｸﾞ(4) (1AG40.0) 個 10.000

　　　　1号原動機　燃料噴射弁Oﾘﾝｸﾞ(5) (1AG80.0) 個 10.000

　　　　1号原動機　燃料濾し器FO濾し器ｴﾚﾒﾝﾄｺﾞﾑﾊﾟｯｷﾝ (ｺﾞﾑFO濾し器ｴﾚﾒﾝﾄ) 個 2.000

　　　　1号原動機　燃料濾し器Oﾘﾝｸﾞ (1AG25.0) 個 10.000

　　　　1号原動機　燃料濾し器ｴｱ抜きﾊﾟｯｷﾝ(1) 個 2.000

　　　　1号原動機　燃料濾し器FO濾し器ｹｰｽｺﾞﾑﾊﾟｯｷﾝ (ｺﾞﾑFO濾し器ｹｰｽ) 個 2.000

　　　　1号原動機　燃料濾し器空気抜き継手ﾊﾟｯｷﾝ (空気抜き継手) 個 4.000

　　　　1号原動機　燃料濾し器ｴｱ抜きﾊﾟｯｷﾝ(2) 個 2.000

　　　　1号原動機　燃料濾し器ｺﾊﾞﾝﾊﾟｯｷﾝ (ｺﾊﾞﾝ36×1.5) 個 20.000

　　　　1号原動機　始動空気機器Oﾘﾝｸﾞ(1) (1AG40.0) 個 10.000
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　　　　1号原動機　始動空気機器始動弁ﾊﾟｯｷﾝ (始動弁) 個 12.000

　　　　1号原動機　始動空気機器Oﾘﾝｸﾞ(2) (4DP42.0) 個 20.000

　　　　1号原動機　始動空気機器ﾊﾟｯｷﾝ(1) (ﾏﾙ14×1.0) 個 50.000

　　　　1号原動機　始動空気機器塞止弁ﾊﾞﾙﾌﾞ (塞止弁) 個 1.000

　　　　1号原動機　始動空気機器ﾊﾞﾙﾌﾞｽﾌﾟﾘﾝｸﾞ 個 1.000

　　　　1号原動機　始動空気機器塞止弁ﾊﾟｯｷﾝ (塞止弁) 個 1.000

　　　　1号原動機　始動空気機器ﾊﾟｯｷﾝ(2) 個 1.000

　　　　1号原動機　始動空気機器分配弁蓋ﾊﾟｯｷﾝ (分配弁蓋) 個 1.000

　　　　1号原動機　始動空気機器分配弁ﾊﾟｯｷﾝ (分配弁T0.3) 個 1.000

　　　　1号原動機　始動空気機器分配弁CMP 個 1.000

　　　　1号原動機　過給機消耗品 (NHP23C-RC用消耗品ｾｯﾄ) 式 1.000

　　　　1号原動機　ｶﾞﾊﾞﾅ駆動装置消耗品
(ｶﾞﾊﾞﾅ駆動装置用消耗品ｾｯ
ﾄ)

式 1.000

　　　　1号原動機　潤滑油
(ﾔﾝﾏｰﾏﾘﾝｽｰﾊﾟｰｵｲﾙ保有量
400L)

Ｌ 322.000

　　　　1号原動機　空気槽機器消耗品 (電磁弁､圧力ｽｲｯﾁ等) 式 1.000

　　　　1号原動機　計器類・電装品消耗品
(温度計､圧力計､温度圧力ｽ
ｲｯﾁ等)

式 1.000

　　　　1号原動機　高弾性継手 (KE160Ma-BBｺﾞﾑｴﾚﾒﾝﾄ) 式 1.000

　　　エンジン設備工
３号主ポンプ用原動機機械
単体費

式 1.000

　　　　3号原動機　ｼﾘﾝﾀﾞﾌﾞﾛｯｸﾍｯﾄﾞﾄﾞｳﾊﾟｯｷﾝ (ﾍｯﾄﾞﾄﾞｳt=1.0) 個 6.000

　　　　3号原動機　ｼﾘﾝﾀﾞﾌﾞﾛｯｸｼﾘﾝﾀﾞﾗｲﾅﾄﾞｳﾊﾟｯｷﾝ (ｼﾘﾝﾀﾞﾗｲﾅﾄﾞｳ) 個 6.000

　　　　3号原動機　ｼﾘﾝﾀﾞﾌﾞﾛｯｸｼﾘﾝﾀﾞﾗｲﾅﾊﾟｯｷﾝ (ｼﾘﾝﾀﾞﾗｲﾅ) 個 6.000

　　　　3号原動機　ｼﾘﾝﾀﾞﾌﾞﾛｯｸﾗｲﾅﾊﾟｯｷﾝ (ﾗｲﾅ) 個 12.000

　　　　3号原動機　ｼﾘﾝﾀﾞﾌﾞﾛｯｸOﾘﾝｸﾞ(1) (4PD22A) 個 30.000

　　　　3号原動機　ｼﾘﾝﾀﾞﾌﾞﾛｯｸOﾘﾝｸﾞ(2) 個 6.000

　　　　3号原動機　ｼﾘﾝﾀﾞﾌﾞﾛｯｸｶﾞｽｹｯﾄ (ｼﾘﾝﾀﾞｿﾌ蓋) 個 12.000

　　　　3号原動機　台板Oﾘﾝｸﾞ (1AP11.0) 個 10.000
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　　　　3号原動機　台板ｺﾊﾞﾝﾊﾟｯｷﾝ (ｺﾊﾞﾝ36×1.5) 個 2.000

　　　　3号原動機　台板ﾊﾟｯｷﾝ 個 2.000

　　　　3号原動機　ｷﾞｱｹｰｽﾊﾟｯｷﾝ(1) 個 1.000

　　　　3号原動機　ｷﾞｱｹｰｽ液状ｶﾞｽｹｯﾄ (液状150G) 個 3.000

　　　　3号原動機　ｷﾞｱｹｰｽﾊﾟｯｷﾝ(2) 個 1.000

　　　　3号原動機　ｷﾞｱｹｰｽ油切り蓋ﾊﾟｯｷﾝ (油切り蓋) 個 1.000

　　　　3号原動機　ｷﾞｱｹｰｽﾊﾟｯｷﾝ(3) 個 2.000

　　　　3号原動機　ｷﾞｱｹｰｽｺﾊﾞﾝﾊﾟｯｷﾝ (ｺﾊﾞﾝ51×1.5) 個 1.000

　　　　3号原動機　ｷﾞｱｹｰｽﾊﾟｯｷﾝ(4) (5K65×1.5) 個 1.000

　　　　3号原動機　ｼﾘﾝﾀﾞｰﾍｯﾄﾞﾊﾞﾙﾌﾞｽﾃﾑｼｰﾙ 個 12.000

　　　　3号原動機　ｼﾘﾝﾀﾞｰﾍｯﾄﾞ噴射弁蓋ﾊﾟｯｷﾝ (ﾆﾄﾘﾙ) 個 6.000

　　　　3号原動機　ｼﾘﾝﾀﾞｰﾍｯﾄﾞFOV漏油出口ﾊﾟｯｷﾝ (FOV漏油出口) 個 6.000

　　　　3号原動機　ｼﾘﾝﾀﾞｰﾍｯﾄﾞ水室蓋ｶﾞｽｹｯﾄ (水室蓋) 個 12.000

　　　　3号原動機　ｼﾘﾝﾀﾞｰﾍｯﾄﾞｺｯﾀCMP (2ｺ/1ｾｯﾄｽﾃﾑ16) 個 24.000

　　　　3号原動機　ｼﾘﾝﾀﾞｰﾍｯﾄﾞﾊﾟｯｷﾝ(1) (ﾏﾙ33×1.0) 個 10.000

　　　　3号原動機　ｼﾘﾝﾀﾞｰﾍｯﾄﾞﾊﾟｯｷﾝ(2) (ﾏﾙ22×1.0) 個 10.000

　　　　3号原動機　ｼﾘﾝﾀﾞｰﾍｯﾄﾞ弁腕室ﾊﾟｯｷﾝ (弁腕室) 個 6.000

　　　　3号原動機　ｼﾘﾝﾀﾞｰﾍｯﾄﾞ油切り 個 12.000

　　　　3号原動機　ｼﾘﾝﾀﾞｰﾍｯﾄﾞ油切りﾌﾞｯｼｭｶﾊﾞｰ (油切りﾌﾞｯｼｭ) 個 12.000

　　　　3号原動機　ｼﾘﾝﾀﾞｰﾍｯﾄﾞﾎｰｽｸﾘｯﾌﾟ (60用) 個 12.000

　　　　3号原動機　ｼﾘﾝﾀﾞｰﾍｯﾄﾞOﾘﾝｸﾞ (1AG50.0) 個 20.000

　　　　3号原動機　ｼﾘﾝﾀﾞｰﾍｯﾄﾞ吸気ﾊﾞﾙﾌﾞ (吸気) 個 12.000

　　　　3号原動機　ｼﾘﾝﾀﾞｰﾍｯﾄﾞ排気ﾊﾞﾙﾌﾞ (排気CRﾒｯｷ) 個 12.000

　　　　3号原動機　吸･排気管吸気ﾏﾆﾌｫｰﾙﾄﾞﾊﾟｯｷﾝ (吸気ﾏﾆﾎｰﾙﾄﾞ) 個 6.000

　　　　3号原動機　吸･排気管ﾊﾟｯｷﾝ(1) 個 1.000
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　　　　3号原動機　吸･排気管Oﾘﾝｸﾞ(1) (4CP112.0) 個 10.000

　　　　3号原動機　吸･排気管Oﾘﾝｸﾞ(2) (P165.0) 個 1.000

　　　　3号原動機　吸･排気管ﾏﾆﾎｰﾙﾄﾞ継手ﾎｰｽ (ﾏﾆﾎｰﾙﾄﾞ継手D237.0) 個 1.000

　　　　3号原動機　吸･排気管ﾏﾆﾎｰﾙﾄﾞ継手ﾎｰｽｸﾘｯﾌﾟ (ﾏﾆﾎｰﾙﾄﾞ継手ﾎｰｽD241.0) 個 3.000

　　　　3号原動機　吸･排気管ｶﾞｽｹｯﾄ 個 15.000

　　　　3号原動機　吸･排気管ﾀｰﾋﾞﾝﾊﾟｯｷﾝ(1) (ﾀｰﾋﾞﾝ) 個 4.000

　　　　3号原動機　吸･排気管ﾀｰﾋﾞﾝﾊﾟｯｷﾝ(2) (ﾀｰﾋﾞﾝ) 個 1.000

　　　　3号原動機　吸･排気管空気出入口ﾊﾟｯｷﾝ (空気出入口) 個 2.000

　　　　3号原動機　吸･排気管ﾊﾟｯｷﾝ(2) 個 1.000

　　　　3号原動機　吸･排気管ﾊﾟｯｷﾝ(3) 個 1.000

　　　　3号原動機　吸･排気管側板ﾊﾟｯｷﾝ (側板) 個 4.000

　　　　3号原動機　吸･排気管ｺﾊﾞﾝﾊﾟｯｷﾝ (ｺﾊﾞﾝ21×1.5) 個 1.000

　　　　3号原動機　吸･排気管ﾊﾟｯｷﾝ(4) (ﾏﾙ13×1.0) 個 10.000

　　　　3号原動機　吸･排気管ﾊﾟｯｷﾝ(5) (ｶｸ) 個 4.000

　　　　3号原動機　ﾋﾟｽﾄﾝ･連結棒ﾘﾝｸﾞｾｯﾄ (ﾋﾟｽﾄﾝ) 個 6.000

　　　　3号原動機　ﾋﾟｽﾄﾝ･連結棒ｺﾈｸﾃｨﾝｸﾞﾛｯﾄﾞﾎﾞﾙﾄ (ｺﾈｸﾃｨﾝｸﾞﾛｯﾄﾞ) 個 12.000

　　　　3号原動機　ﾋﾟｽﾄﾝ･連結棒ﾒﾀﾙCMP (ｸﾗﾝｸﾋﾟﾝ) 個 6.000

　　　　3号原動機　潤滑油ﾎﾟﾝﾌﾟLOﾎﾟﾝﾌﾟ取付ﾊﾟｯｷﾝ (LOﾎﾟﾝﾌﾟ取付) 個 1.000

　　　　3号原動機　潤滑油ﾎﾟﾝﾌﾟ座金 (折り曲げ) 個 1.000

　　　　3号原動機　ﾌﾟﾗｲﾐﾝｸﾞﾋﾟｽﾄﾝﾎﾟﾝﾌﾟﾍｯﾄﾞﾄﾞｳﾊﾟｯｷﾝ (ﾍｯﾄﾞﾄﾞｳT1.4) 個 2.000

　　　　3号原動機　ﾌﾟﾗｲﾐﾝｸﾞﾋﾟｽﾄﾝﾎﾟﾝﾌﾟOﾘﾝｸﾞ(1) (1AP150.0) 個 10.000

　　　　3号原動機　ﾌﾟﾗｲﾐﾝｸﾞﾋﾟｽﾄﾝﾎﾟﾝﾌﾟOﾘﾝｸﾞ(2) (1AP10.0) 個 10.000

　　　　3号原動機　ﾌﾟﾗｲﾐﾝｸﾞﾋﾟｽﾄﾝﾎﾟﾝﾌﾟOﾘﾝｸﾞ(3) (1AP5.0) 個 10.000

　　　　3号原動機　ﾌﾟﾗｲﾐﾝｸﾞﾋﾟｽﾄﾝﾎﾟﾝﾌﾟOﾘﾝｸﾞ(4) (1AP24.0) 個 10.000

　　　　3号原動機　ﾌﾟﾗｲﾐﾝｸﾞﾋﾟｽﾄﾝﾎﾟﾝﾌﾟﾊﾟｯｷﾝ 個 1.000
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　　　　3号原動機　潤滑油冷却器ｵｲﾙｸｰﾗCW蓋ﾊﾟｯｷﾝ (ｵｲﾙｸｰﾗCW蓋) 個 2.000

　　　　3号原動機　潤滑油冷却器Oﾘﾝｸﾞ (1AG200.0) 個 2.000

　　　　3号原動機　潤滑油冷却器亜鉛取付ﾊﾟｯｷﾝ (亜鉛取付) 個 2.000

　　　　3号原動機　潤滑油冷却器ﾊﾟｯｷﾝ 個 2.000

　　　　3号原動機　潤滑油濾し器LO出口濾し器ｹｰｽﾊﾟｯｷﾝ (LO出口濾し器ｹｰｽ) 個 2.000

　　　　3号原動機　潤滑油濾し器ｶﾞｲﾄﾞﾊﾟｯｷﾝ (ｶﾞｲﾄﾞ) 個 2.000

　　　　3号原動機　潤滑油濾し器締付ﾅｯﾄﾊﾟｯｷﾝ (締付ﾅｯﾄ) 個 2.000

　　　　3号原動機　潤滑油濾し器ｴｱ抜きﾊﾟｯｷﾝ(1) (ｴｱ抜き) 個 2.000

　　　　3号原動機　潤滑油濾し器ﾊﾟｯｷﾝ (潤滑油濾し器) 個 4.000

　　　　3号原動機　潤滑油濾し器ｴｱ抜きﾊﾟｯｷﾝ(2) (ｴｱ抜き) 個 2.000

　　　　3号原動機　潤滑油管ﾊﾟｯｷﾝ(1) 個 4.000

　　　　3号原動機　潤滑油管ﾊﾟｯｷﾝ(2) (5K50×1.5) 個 10.000

　　　　3号原動機　潤滑油管ﾊﾟｯｷﾝ(3) 個 1.000

　　　　3号原動機　潤滑油管潤滑油ﾊﾟｲﾌﾟﾊﾟｯｷﾝ (潤滑油ﾊﾟｲﾌﾟ) 個 1.000

　　　　3号原動機　潤滑油管ﾊﾟｯｷﾝ(4) 個 2.000

　　　　3号原動機　潤滑油管ﾊﾟｯｷﾝ(5) 個 1.000

　　　　3号原動機　潤滑油管ﾊﾟｯｷﾝ(6) (5K25×1.5) 個 2.000

　　　　3号原動機　潤滑油管ﾊﾟｯｷﾝ(7) (5K20×1.5) 個 2.000

　　　　3号原動機　潤滑油管ﾊﾟｯｷﾝ(8) 個 2.000

　　　　3号原動機　潤滑油管ﾊﾟｯｷﾝ(9) (ﾏﾙ20×1.0) 個 30.000

　　　　3号原動機　潤滑油管ﾊﾟｯｷﾝ(10) (ﾏﾙ25×1.0) 個 10.000

　　　　3号原動機　潤滑油管ｺﾊﾞﾝﾊﾟｯｷﾝ(1) (ｺﾊﾞﾝ31×1.5) 個 2.000

　　　　3号原動機　潤滑油管ｺﾊﾞﾝﾊﾟｯｷﾝ(2) (ｺﾊﾞﾝ21×1.5) 個 6.000

　　　　3号原動機　潤滑油管ﾊﾟｯｷﾝ(11) (ﾏﾙ12×1.0) 個 20.000

　　　　3号原動機　潤滑油管ﾊﾟｯｷﾝ(12) (ﾏﾙ18×1.0) 個 30.000
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　　　　3号原動機　冷却水ﾎﾟﾝﾌﾟﾎﾞｰﾙﾍﾞｱﾘﾝｸﾞ(1) (ﾎﾞｰﾙ6307) 個 1.000

　　　　3号原動機　冷却水ﾎﾟﾝﾌﾟﾎﾞｰﾙﾍﾞｱﾘﾝｸﾞ(2) (ﾎﾞｰﾙ6207U) 個 1.000

　　　　3号原動機　冷却水ﾎﾟﾝﾌﾟﾒｶﾆｶﾙｼｰﾙ 個 1.000

　　　　3号原動機　冷却水ﾎﾟﾝﾌﾟOﾘﾝｸﾞ(1) (1AP28.0) 個 10.000

　　　　3号原動機　冷却水ﾎﾟﾝﾌﾟ座金(1) (折り曲げ) 個 1.000

　　　　3号原動機　冷却水ﾎﾟﾝﾌﾟ座金(2) (回り止め) 個 1.000

　　　　3号原動機　冷却水ﾎﾟﾝﾌﾟOﾘﾝｸﾞ(2) 個 1.000

　　　　3号原動機　冷却水ﾎﾟﾝﾌﾟｲﾝﾍﾟﾗ (CWﾎﾟﾝﾌﾟXL) 個 1.000

　　　　3号原動機　冷却水ﾎﾟﾝﾌﾟｼｬﾌﾄ (冷却水ﾎﾟﾝﾌﾟXL) 個 1.000

　　　　3号原動機　冷却水ﾎﾟﾝﾌﾟ軸受け箱ﾊﾟｯｷﾝ (軸受け箱) 個 1.000

　　　　3号原動機　冷却水管ﾊﾟｯｷﾝ(1) (5K65×1.5) 個 8.000

　　　　3号原動機　冷却水管ﾊﾟｯｷﾝ(2) (5K50×1.5) 個 8.000

　　　　3号原動機　冷却水管ﾊﾟｯｷﾝ(3) (ｶｸ) 個 2.000

　　　　3号原動機　冷却水管ｵｲﾙﾊﾟﾝｶﾞｽｹｯﾄ (ｵｲﾙﾊﾟﾝ) 個 7.000

　　　　3号原動機　冷却水管ｺﾊﾞﾝﾊﾟｯｷﾝ(1) (ｺﾊﾞﾝ36×1.5) 個 24.000

　　　　3号原動機　冷却水管ｺﾊﾞﾝﾊﾟｯｷﾝ(2) (ｺﾊﾞﾝ31×1.5) 個 8.000

　　　　3号原動機　冷却水管ﾌﾚｯｸｽｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞ (26S-D) 個 4.000

　　　　3号原動機　燃料噴射ﾎﾟﾝﾌﾟﾌﾟﾗﾝｼﾞｬCMP (燃料) 個 6.000

　　　　3号原動機　燃料噴射ﾎﾟﾝﾌﾟOﾘﾝｸﾞ(1) 個 6.000

　　　　3号原動機　燃料噴射ﾎﾟﾝﾌﾟﾃﾞﾘﾍﾞﾙﾊﾞﾙﾌﾞCMP (ﾃﾞﾘﾍﾞﾙ) 個 6.000

　　　　3号原動機　燃料噴射ﾎﾟﾝﾌﾟﾃﾞﾘﾍﾞﾙﾊﾞﾙﾌﾞｽﾌﾟﾘﾝｸﾞ (ﾃﾞﾘﾍﾞﾙ10.4K) 個 6.000

　　　　3号原動機　燃料噴射ﾎﾟﾝﾌﾟOﾘﾝｸﾞ(2) 個 6.000

　　　　3号原動機　燃料噴射ﾎﾟﾝﾌﾟﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟﾘﾝｸﾞ (T2P39) 個 6.000

　　　　3号原動機　燃料噴射ﾎﾟﾝﾌﾟｽﾋﾟﾙﾌﾟﾛﾃｸﾀ (ｽﾋﾟﾙﾌﾟﾛﾃｸﾀ) 個 12.000

　　　　3号原動機　燃料噴射ﾎﾟﾝﾌﾟﾊﾟｯｷﾝ(1) (ﾏﾙ18×1.0) 個 20.000
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　　　　3号原動機　燃料噴射ﾎﾟﾝﾌﾟｼｰﾙﾜｯｼｬｰ (ｺﾏﾙﾌｯ素6) 個 20.000

　　　　3号原動機　燃料噴射ﾎﾟﾝﾌﾟﾊﾟｯｷﾝ(2) (ﾏﾙ16×1.0) 個 10.000

　　　　3号原動機　燃料噴射ﾎﾟﾝﾌﾟﾊﾟｯｷﾝ(3) (ﾏﾙ6×1.0) 個 10.000

　　　　3号原動機　燃料噴射ﾎﾟﾝﾌﾟOﾘﾝｸﾞ(3) (1AG40.0) 個 10.000

　　　　3号原動機　燃料噴射ﾎﾟﾝﾌﾟOﾘﾝｸﾞ(4) (1AG70.0) 個 10.000

　　　　3号原動機　燃料噴射ﾎﾟﾝﾌﾟOﾘﾝｸﾞ(5) (1AP14.0) 個 10.000

　　　　3号原動機　燃料供給ﾎﾟﾝﾌﾟOﾘﾝｸﾞ(1) (4DG65.0) 個 10.000

　　　　3号原動機　燃料供給ﾎﾟﾝﾌﾟOﾘﾝｸﾞ(2) (4DP12.5) 個 10.000

　　　　3号原動機　燃料供給ﾎﾟﾝﾌﾟｵｲﾙｼｰﾙ (ｵｲﾙTCN) 個 2.000

　　　　3号原動機　燃料供給ﾎﾟﾝﾌﾟﾊﾟｯｷﾝ 個 2.000

　　　　3号原動機　燃料供給ﾎﾟﾝﾌﾟﾜｯｼｬｰ(1) (ｼｰﾙﾌｯ素SPCｺﾏﾙ18) 個 1.000

　　　　3号原動機　燃料供給ﾎﾟﾝﾌﾟﾜｯｼｬｰ(2) (ｼｰﾙﾌｯ素SPCｺﾏﾙ14) 個 1.000

　　　　3号原動機　燃料供給ﾎﾟﾝﾌﾟﾜｯｼｬｰ(3) (ｼｰﾙﾌｯ素SPCｺﾏﾙ16) 個 1.000

　　　　3号原動機　燃料供給ﾎﾟﾝﾌﾟｵｲﾙｼｰﾙｽﾍﾟｰｻ (ｵｲﾙｼｰﾙ) 個 1.000

　　　　3号原動機　燃料供給ﾎﾟﾝﾌﾟﾌｨｰﾄﾞﾎﾟﾝﾌﾟ駆動ｼｬﾌﾄ (ﾌｨｰﾄﾞﾎﾟﾝﾌﾟ駆動) 個 1.000

　　　　3号原動機　燃料噴射弁ﾊﾞﾙﾌﾞ (8×0.38×150) 個 6.000

　　　　3号原動機　燃料噴射弁ﾊﾞﾙﾌﾞｽﾄｯﾌﾟｽﾍﾟｰｻ (ﾊﾞﾙﾌﾞｽﾄｯﾌﾟ) 個 6.000

　　　　3号原動機　燃料噴射弁平行ﾋﾟﾝ (M3.6×8) 個 12.000

　　　　3号原動機　燃料噴射弁ﾉｽﾞﾙｽﾌﾟﾘﾝｸﾞ (ﾉｽﾞﾙL=47.5) 個 6.000

　　　　3号原動機　燃料噴射弁ﾊﾟｯｷﾝ(1) (ﾏﾙ12×1.0) 個 20.000

　　　　3号原動機　燃料噴射弁ﾊﾟｯｷﾝ(2) (ﾏﾙD26/19T2) 個 6.000

　　　　3号原動機　燃料噴射弁FOV漏油出口ﾊﾟｯｷﾝ (FOV漏油出口) 個 6.000

　　　　3号原動機　燃料濾し器FO濾し器ｹｰｽｺﾞﾑﾊﾟｯｷﾝ (ｺﾞﾑFO濾し器ｹｰｽ) 個 2.000

　　　　3号原動機　燃料濾し器FO濾し器ｴﾚﾒﾝﾄｺﾞﾑﾊﾟｯｷﾝ (ｺﾞﾑFO濾し器ｴﾚﾒﾝﾄ) 個 2.000

　　　　3号原動機　燃料濾し器Oﾘﾝｸﾞ (1AG25.0) 個 10.000

21 / 26



工　　事　　数　　量　　表

工種・種別・細別 規格 単位 備　考数量

　　　　3号原動機　燃料濾し器ｴｱ抜きﾊﾟｯｷﾝ (ｴｱ抜き) 個 2.000

　　　　3号原動機　燃料濾し器空気抜き継手ﾊﾟｯｷﾝ (空気抜き継手) 個 4.000

　　　　3号原動機　燃料配管ｺﾊﾞﾝﾊﾟｯｷﾝ (ｺﾊﾞﾝ23×1.5) 個 1.000

　　　　3号原動機　燃料配管ﾊﾟｯｷﾝ(1) (5K25×1.5) 個 5.000

　　　　3号原動機　燃料配管ﾊﾟｯｷﾝ(2) 個 2.000

　　　　3号原動機　燃料配管Oﾘﾝｸﾞ(1) (4DG35.0) 個 10.000

　　　　3号原動機　燃料配管Oﾘﾝｸﾞ(2) (4DG45.0) 個 10.000

　　　　3号原動機　燃料配管ﾜｯｼｬｰ(1) (ｼｰﾙﾌｯ素SPCｺﾏﾙ20) 個 22.000

　　　　3号原動機　燃料配管ﾜｯｼｬｰ(2) (ｼｰﾙﾌｯ素SPCｺﾏﾙ18) 個 20.000

　　　　3号原動機　燃料配管ﾜｯｼｬｰ(3) (ｼｰﾙﾌｯ素SPCｺﾏﾙ16) 個 46.000

　　　　3号原動機　燃料配管ﾜｯｼｬｰ(4) (ｼｰﾙﾌｯ素SPCｺﾏﾙ14) 個 12.000

　　　　3号原動機　燃料配管ﾜｯｼｬｰ(5) (ｼｰﾙﾌｯ素SPCｺﾏﾙ12) 個 44.000

　　　　3号原動機　燃料配管ﾊﾟｯｷﾝ(3) 個 6.000

　　　　3号原動機　調速機駆動装置ﾎﾞｰﾙﾍﾞｱﾘﾝｸﾞ (ﾎﾞｰﾙ6005) 個 2.000

　　　　3号原動機　調速機駆動装置ｶﾞﾊﾞﾅ取付ﾊﾟｯｷﾝ (ｶﾞﾊﾞﾅ取付) 個 2.000

　　　　3号原動機　調速機駆動装置ｶﾞﾊﾞﾅ駆動ｼｬﾌﾄ (ｶﾞﾊﾞﾅ駆動) 個 1.000

　　　　3号原動機　調速機駆動装置ﾍﾞﾍﾞﾙｷﾞｱ (ﾍﾞﾍﾞﾙ) 個 1.000

　　　　3号原動機　調速機駆動装置ｽﾌﾟﾗｲﾝ継手 (ｽﾌﾟﾗｲﾝ) 個 1.000

　　　　3号原動機　調速機駆動装置割ﾋﾟﾝ (3.2×32) 個 10.000

　　　　3号原動機　停止ﾋﾟｽﾄﾝOﾘﾝｸﾞ (1AP40.0) 個 10.000

　　　　3号原動機　停止ﾋﾟｽﾄﾝﾊﾟｯｷﾝ (停止用) 個 1.000

　　　　3号原動機　塞止弁ﾊﾞﾙﾌﾞCMP 個 1.000

　　　　3号原動機　塞止弁ﾊﾟｯｷﾝ(1) (ﾏﾙ28×1.0) 個 10.000

　　　　3号原動機　塞止弁開閉弁ｶﾞｲﾄﾞﾊﾟｯｷﾝ (開閉弁ｶﾞｲﾄﾞ) 個 1.000

　　　　3号原動機　塞止弁ﾊﾟｯｷﾝ(2) (ﾏﾙ25×1.0) 個 10.000
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　　　　3号原動機　分配弁蓋ﾊﾟｯｷﾝ (分配弁蓋) 個 1.000

　　　　3号原動機　分配弁ﾊﾟｯｷﾝ (分配弁T0.3) 個 1.000

　　　　3号原動機　分配弁CMP 個 1.000

　　　　3号原動機　始動弁ﾊﾟｯｷﾝ (始動弁) 個 12.000

　　　　3号原動機　始動弁Oﾘﾝｸﾞ (4CG35.0) 個 10.000

　　　　3号原動機　始動弁ﾈｼﾞ用皿ﾊﾞﾈ (ﾈｼﾞ用) 個 12.000

　　　　3号原動機　操作弁操縦弁 個 1.000

　　　　3号原動機　操作弁操縦弁ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞ (操縦弁SUSｽﾌﾟﾘﾝｸﾞ) 個 1.000

　　　　3号原動機　空気配管ﾌﾗﾝｼﾞﾊﾟｯｷﾝ (ﾌﾗﾝｼﾞ) 個 6.000

　　　　3号原動機　空気配管ﾊﾟｯｷﾝ(1) (ﾏﾙ16×1.0) 個 10.000

　　　　3号原動機　空気配管ﾊﾟｯｷﾝ(2) (ﾏﾙ14×1.0) 個 20.000

　　　　3号原動機　空気配管ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙｴｱﾊﾟｲﾌﾟ (ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙｴｱ8ﾏﾙ) 個 1.000

　　　　3号原動機　空気配管ｴｱ撓み管 (ｴｱ25) 個 1.000

　　　　3号原動機　過給機ﾌﾞﾛｱ側ﾍﾞｱﾘﾝｸﾞCMP (ﾌﾞﾛｱ側) 個 1.000

　　　　3号原動機　過給機ﾀｰﾋﾞﾝ側ﾍﾞｱﾘﾝｸﾞCMP (ﾀｰﾋﾞﾝ側) 個 1.000

　　　　3号原動機　過給機ﾋﾟｽﾄﾝﾘﾝｸﾞ (ﾋﾟｽﾄﾝ) 個 2.000

　　　　3号原動機　過給機回り止めﾘﾝｸﾞ (回り止め) 個 2.000

　　　　3号原動機　過給機ﾊﾟｯｷﾝ 個 1.000

　　　　3号原動機　過給機ｶﾊﾞｰBBCﾊﾟｯｷﾝ (ｶﾊﾞｰBBC) 個 1.000

　　　　3号原動機　過給機回り止め受金(1) (回り止め受金(1)) 個 1.000

　　　　3号原動機　過給機ﾘﾝｸﾞﾅｯﾄ(1) (ﾘﾝｸﾞ(1)) 個 1.000

　　　　3号原動機　過給機ﾘﾝｸﾞﾅｯﾄ(2) (ﾘﾝｸﾞ(2)) 個 4.000

　　　　3号原動機　過給機回り止め受金(2) (回り止め受金(2)) 個 2.000

　　　　3号原動機　過給機注油噴射筒 (注油噴射筒) 個 2.000

　　　　3号原動機　過給機ﾌｨﾙﾀ (ﾌﾟﾚ155×1250) 個 1.000
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工　　事　　数　　量　　表

工種・種別・細別 規格 単位 備　考数量

　　　　3号原動機　過給機ﾋﾟﾝ 個 3.000

　　　　3号原動機　空気槽機器消耗品 (電磁弁､圧力ｽｲｯﾁ等) 式 1.000

　　　　3号原動機　計器類・電装品消耗品
(温度計､圧力計､温度圧力ｽ
ｲｯﾁ等)

式 1.000

　　　　3号原動機　潤滑油
(ﾔﾝﾏｰﾏﾘﾝｽｰﾊﾟｰｵｲﾙ保有量
240L)

Ｌ 240.000

　　　　3号原動機　高弾性継手 (KE160Ma-BBｺﾞﾑｴﾚﾒﾝﾄ) 式 1.000

　　　標準外用排水機工（労務費）
１号主ポンプ用原動機工場
整備

式 1.000

　　　標準外用排水機工（労務費）
３号主ポンプ用原動機工場
整備

式 1.000

直接工事費

　１．輸送費

　　(１)輸送費

　　　輸送費 １号主ポンプ設備輸送費 式 1.000

　　　輸送費 ３号主ポンプ設備輸送費 式 1.000

　２．用排水機修繕工

　　(１)用排水機修繕工
１号主ポンプ修繕工（標準
外排水機）

　　　用排水機据付工（直接経費） １号主ポンプ 式 1.000

　　　１号主ポンプ本体取外し工 式 1.000

　　　１号主ポンプ用流体継手付き減速機取外し工 式 1.000

　　　１号主ポンプ用吐出弁取外し工 式 1.000

　　　１号主ポンプ用原動機（過給機・ガバナ）取外し工 式 1.000

　　　１号主ポンプ用管内クーラー取外し工 式 1.000

　　　１号主ポンプ本体据付工 式 1.000

　　　１号主ポンプ用流体継手付き減速機据付工 式 1.000

　　　１号主ポンプ用吐出弁据付工 式 1.000

　　　１号主ポンプ用原動機（過給機・ガバナ）据付工 式 1.000

　　　１号主ポンプ用管内クーラー据付工 式 1.000
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工　　事　　数　　量　　表

工種・種別・細別 規格 単位 備　考数量

　　　塗装費 １号主ポンプ現場塗装費 式 1.000

　　(２)用排水機修繕工
３号主ポンプ修繕工（標準
外排水機）

　　　用排水機据付工（直接経費） ３号主ポンプ 式 1.000

　　　３号主ポンプ本体取外し工 式 1.000

　　　３号主ポンプ用流体継手付き減速機取外し工 式 1.000

　　　３号主ポンプ用吐出弁取外し工 式 1.000

　　　３号主ポンプ用原動機（過給機・ガバナ）取外し工 式 1.000

　　　３号主ポンプ用管内クーラー取外し工 式 1.000

　　　３号主ポンプ本体据付工 式 1.000

　　　３号主ポンプ用流体継手付き減速機据付工 式 1.000

　　　３号主ポンプ用吐出弁据付工 式 1.000

　　　３号主ポンプ用原動機（過給機・ガバナ）据付工 式 1.000

　　　３号主ポンプ用管内クーラー据付工 式 1.000

　　　塗装費 ３号主ポンプ現場塗装費 式 1.000

　　(３)仮設工

　　　１号主ポンプ仮設工 式 1.000

　　　３号主ポンプ仮設工 式 1.000

　３．試運転調整工

　　(１)試運転調整工

　　　試運転調整工 式 1.000

　　　１号主ポンプ用管内クーラー気密試験 式 1.000

　　　３号主ポンプ用管内クーラー気密試験 式 1.000

運搬費

　１．運搬費

　　(１)運搬費
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工　　事　　数　　量　　表

工種・種別・細別 規格 単位 備　考数量

　　　運搬費
管理用角落しゲート運搬費
(１号主ポンプ)往路・復路

1.000

　　　運搬費
管理用角落しゲート運搬費
(３号主ポンプ)往路・復路

1.000

　　　運搬費
敷鉄板運搬費（１号主ポン
プ）往路・復路

1.000

　　　運搬費
敷鉄板運搬費（３号主ポン
プ）往路・復路

1.000
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日
報

月
報

故
障

警
報

操
作

1 2 2 ○ 接点 △ ○ 季節受電切換 切ー入
1 2 2 ○ 接点 ○ 断路器 切ー入
1 2 2 ○ 接点 ○ 遮断器 手動ー自動
1 2 2 ○ 接点 △ ○ 遮断器 切ー入
1 2 2 接点 △ 季節受電切換 切ー入
1 2 2 接点 △ 断路器 切ー入
1 2 2 接点 △ 遮断器 手動ー自動
1 2 2 接点 △ 遮断器 切ー入

受電設備故障表示 1 3 3 ○ 接点 ○ ○ ○ 停電、地絡、過電流

1 2 2 ○ 接点 ○ 手動ー自動
1 2 2 ○ 接点 ○ 自家発ー買電
1 2 2 接点 △ 手動ー自動
1 2 2 接点 △ 自家発ー買電

1 2 2 ○ 接点 ○ 手動ー自動
1 2 2 ○ 接点 ○ 自家発ー買電
1 2 2 接点 △ 手動ー自動
1 2 2 接点 △ 自家発ー買電

通年受電遮断器状態表示 1 1 1 ○ 接点 ○ 電源入
通年受電遮断器故障表示 1 1 1 ○ 接点 ○ ○ 電源断

直流電源装置故障表示 1 1 1 ○ 接点 ○ ○ 故障

小  計 38

受電設備状態表示

受電設備操作制御

動力電源状態表示

動力電源操作制御

監視計装電源状態表示

監視計装電源操作制御

別紙－２　　                         管 理 項 目 表 （１／２４）
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日
報

月
報

故
障

警
報

操
作

1 2 2 ○ 接点 △ ○ 手動ー自動
1 2 2 ○ 接点 △ ○ 停止ー運転

自家発装置操作制御 1 2 2 接点 △        ↓
自家発装置故障表示 1 8 8 ○ 接点 △ ○ ○ ○ 始動渋滞、非常停止他

自家発遮断器状態表示 1 2 2 ○ 接点 △ ○ 遮断器 切ー入
自家発遮断器操作制御 1 2 2 接点 △        ↓
自家発遮断器故障表示 1 3 3 ○ 接点 △ ○ ○ ○ 地絡、過電流、過電圧

雑魚橋川系動力状態表示 1 1 1 ○ 接点 ○ 電源入
雑魚橋川系動力故障表示 1 1 1 ○ 接点 ○ ○ ○ 地絡
尾袋川系動力状態表示 1 1 1 ○ 接点 ○ 電源入
尾袋川系動力故障表示 1 1 1 ○ 接点 ○ ○ ○ 地絡
共通動力状態表示 1 1 1 ○ 接点 ○ 電源入
共通動力故障表示 1 1 1 ○ 接点 ○ ○ ○ 地絡
監視計装電源状態表示 1 1 1 ○ 接点 ○ 電源入
監視計装電源故障表示 1 1 1 ○ 接点 ○ ○ ○ 停電
制御電源故障表示 1 1 1 ○ 接点 ○ ○ 制御電源断

照明電源状態表示 1 1 1 ○ 接点 ○ 電源入
照明電源故障表示 1 1 1 ○ 接点 ○ ○ ○ 地絡
照明電源(１)状態表示 1 1 1 ○ 接点 ○ 電源入
照明電源(１)故障表示 1 1 1 ○ 接点 ○ ○ ○ 電源断
照明電源(２)状態表示 1 1 1 ○ 接点 ○ 電源入
照明電源(２)故障表示 1 1 1 ○ 接点 ○ ○ ○ 電源断

小  計 36

自家発装置状態表示
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管 理 項 目 表 （２／２４）
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日
報

月
報

故
障

警
報

操
作

主ポンプ操作場所切換状態表示 1 1 1 ○ 接点 ○ 中央
主ポンプ操作場所切換操作制御 1 1 1 接点 △   ↓
主ポンプ操作ﾓｰﾄﾞ切換状態表示 1 1 1 ○ 接点 ○ 管理運転（現場ﾓｰﾄﾞ時）
主ポンプ操作ﾓｰﾄﾞ切換操作制御 1 1 1 接点 △       ↓

1 3 3 ○ 接点 ○ ○ ○ 自動ー連動ー管理運転
1 2 2 ○ 接点 △ ○ ○ 停止ー運転
1 1 1 ○ 接点 △ ○ ○ 非常停止
1 2 2 ○ 接点 △ ○ ○ 停止ー運転
1 5 5 ○ 接点 △ ○ 準備完了、始動中、排水、停止中

管理運転用弁開

1 1 1 ○ 接点 ○ 重故障一括
1 1 1 ○ 接点 ○ 軽故障一括
1 13 13 ○ 接点 △ ○ ○ 始動渋滞他
1 1 1 ○ 接点 △ ○ ○ ○ 非常停止

小  計 33

主ポンプ運転操作制御

主ポンプ運転状態表示

主ポンプ運転故障表示

管 理 項 目 表 （３／２４）
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日
報

月
報

故
障

警
報

操
作

主ポンプ操作場所切換状態表示 1 1 1 〇 接点 〇 中央
主ポンプ操作場所切換操作制御 1 1 1 接点 △   ↓
主ポンプ操作ﾓｰﾄﾞ切換状態表示 1 1 1 〇 接点 〇 管理運転（現場ﾓｰﾄﾞ時）
主ポンプ操作ﾓｰﾄﾞ切換操作制御 1 1 1 接点 △       ↓

1 3 3 〇 接点 〇 〇 〇 自動ー連動ー管理運転
1 1 1 〇 接点 〇 〇 軸動力一定制御
1 1 1 〇 接点 〇 〇 内水位一定制御
1 2 2 〇 接点 △ 〇 〇 停止ー運転
1 1 1 〇 接点 △ 〇 〇 非常停止
1 2 2 〇 接点 △ 〇 〇 停止ー運転
1 5 5 〇 接点 △ 〇 準備完了、始動中、排水、停止中

管理運転用弁開

1 1 1 〇 接点 〇 重故障一括
1 1 1 〇 接点 〇 軽故障一括
1 13 13 〇 接点 △ 〇 〇 始動渋滞他
1 1 1 〇 接点 △ 〇 〇 〇 非常停止

小  計 35

主ポンプ運転操作制御

主ポンプ運転状態表示

主ポンプ運転故障表示
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日
報

月
報

故
障

警
報

操
作

主ポンプ操作場所切換状態表示 1 1 1 〇 接点 〇 中央
主ポンプ操作場所切換操作制御 1 1 1 接点 △   ↓
主ポンプ操作ﾓｰﾄﾞ切換状態表示 1 1 1 〇 接点 〇 管理運転（現場ﾓｰﾄﾞ時）
主ポンプ操作ﾓｰﾄﾞ切換操作制御 1 1 1 接点 △       ↓

1 3 3 〇 接点 〇 〇 〇 自動ー連動ー管理運転
1 2 2 〇 接点 △ 〇 〇 停止ー運転
1 1 1 〇 接点 △ 〇 〇 非常停止
1 2 2 〇 接点 △ 〇 〇 停止ー運転
1 5 5 〇 接点 △ 〇 準備完了、始動中、排水、停止中

管理運転用弁開

1 1 1 〇 接点 〇 重故障一括
1 1 1 〇 接点 〇 軽故障一括
1 13 13 〇 接点 △ 〇 〇 始動渋滞他
1 1 1 〇 接点 △ 〇 〇 〇 非常停止

小  計 33

主ポンプ運転操作制御

主ポンプ運転状態表示

主ポンプ運転故障表示

管 理 項 目 表 （５／２４）
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日
報

月
報

故
障

警
報

操
作

主ポンプ操作場所切換状態表示 1 1 1 〇 接点 〇 中央
主ポンプ操作場所切換操作制御 1 1 1 接点 △   ↓
主ポンプ操作ﾓｰﾄﾞ切換状態表示 1 1 1 〇 接点 〇 管理運転（現場ﾓｰﾄﾞ時）
主ポンプ操作ﾓｰﾄﾞ切換操作制御 1 1 1 接点 △       ↓

1 3 3 〇 接点 〇 〇 〇 自動ー連動ー管理運転
1 1 1 〇 接点 〇 〇 軸動力一定制御
1 1 1 〇 接点 〇 〇 内水位一定制御
1 2 2 〇 接点 △ 〇 〇 停止ー運転
1 1 1 〇 接点 △ 〇 〇 非常停止
1 2 2 〇 接点 △ 〇 〇 停止ー運転
1 5 5 〇 接点 △ 〇 準備完了、始動中、排水、停止中

管理運転用弁開

1 1 1 〇 接点 〇 重故障一括
1 1 1 〇 接点 〇 軽故障一括
1 13 13 〇 接点 △ 〇 〇 始動渋滞他
1 1 1 〇 接点 △ 〇 〇 〇 非常停止

小  計 35

主ポンプ運転操作制御

入
 
 
力

出
 
 
力

センサー 表示

演
 
算

積
 
算

予
 
測

設
 

定
方式 出力

デ
ジ
タ
ル
ア
ナ
ロ
グ

ラ
ン
プ

手
 

動

自
 

動

制御

４
 
号
 
主
 
ポ
 
ン
 
プ
 
設
 
備

主ポンプ運転状態表示

主ポンプ運転故障表示

操作卓

手
 

動

設
 

定

自
 

動

変
 
換

管 理 項 目 表 （６／２４）

局
名
 
施
設
名

管理項目

数量 伝送 現   場 操 作 室

備  考

表示 監視

台
 
 
数

デ
ー

タ
数

合
 
 
計

記  録

L
C
D

警
 
 

報

ﾛｷﾞﾝｸﾞ ｱﾅｳﾝｽﾒﾝﾄ
記
録
計

制御



日
報

月
報

故
障

警
報

操
作

No.1 始動弁閉ー開操作制御 No.1主ﾎﾟﾝﾌﾟ運転停止操作に連動
No.2 始動弁閉ー開操作制御 No.2主ﾎﾟﾝﾌﾟ運転停止操作に連動
No.3 始動弁閉ー開操作制御 No.3主ﾎﾟﾝﾌﾟ運転停止操作に連動
No.4 始動弁閉ー開操作制御 No.4主ﾎﾟﾝﾌﾟ運転停止操作に連動

No.1 停止弁閉ー開操作制御 No.1主ﾎﾟﾝﾌﾟ運転停止操作に連動
No.2 停止弁閉ー開操作制御 No.2主ﾎﾟﾝﾌﾟ運転停止操作に連動
No.3 停止弁閉ー開操作制御 No.3主ﾎﾟﾝﾌﾟ運転停止操作に連動
No.4 停止弁閉ー開操作制御 No.4主ﾎﾟﾝﾌﾟ運転停止操作に連動

No.1 初期潤滑油ﾎﾟﾝﾌﾟ状態表示 1 2 2 接点 △ ○ 停止ー運転
No.1 初期潤滑油ﾎﾟﾝﾌﾟ操作制御 1 2 2 接点 △   ↓
No.1 初期潤滑油ﾎﾟﾝﾌﾟ故障表示 1 2 2 ○ 接点 △ ○ ○ 故障（過負荷、地絡）

No.2 初期潤滑油ﾎﾟﾝﾌﾟ状態表示 1 2 2 接点 △ ○ 停止ー運転
No.2 初期潤滑油ﾎﾟﾝﾌﾟ操作制御 1 2 2 接点 △   ↓
No.2 初期潤滑油ﾎﾟﾝﾌﾟ故障表示 1 2 2 ○ 接点 △ ○ ○ 故障（過負荷、地絡）

No.3 初期潤滑油ﾎﾟﾝﾌﾟ状態表示 1 2 2 接点 △ ○ 停止ー運転
No.3 初期潤滑油ﾎﾟﾝﾌﾟ操作制御 1 2 2 接点 △   ↓
No.3 初期潤滑油ﾎﾟﾝﾌﾟ故障表示 1 2 2 ○ 接点 △ ○ ○ 故障（過負荷、地絡）

No.4 初期潤滑油ﾎﾟﾝﾌﾟ状態表示 1 2 2 接点 △ ○ 停止ー運転
No.4 初期潤滑油ﾎﾟﾝﾌﾟ操作制御 1 2 2 接点 △   ↓
No.4 初期潤滑油ﾎﾟﾝﾌﾟ故障表示 1 2 2 ○ 接点 △ ○ ○ 故障（過負荷、地絡）
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No.1 軸受潤滑水弁状態表示 1 2 2 ○ 接点 △ ○ 全閉ー寸開

No.1 軸受潤滑水弁操作制御 1 2 2 接点 △ 閉ー開

No.2 軸受潤滑水弁状態表示 1 2 2 ○ 接点 △ ○ 全閉ー寸開

No.2 軸受潤滑水弁操作制御 1 2 2 接点 △ 閉ー開

No.3 軸受潤滑水弁状態表示 1 2 2 ○ 接点 △ ○ 全閉ー寸開

No.3 軸受潤滑水弁操作制御 1 2 2 接点 △ 閉ー開

No.4 軸受潤滑水弁状態表示 1 2 2 ○ 接点 △ ○ 全閉ー寸開

No.4 軸受潤滑水弁操作制御 1 2 2 接点 △ 閉ー開

No.1 減速機充排油弁状態表示 1 2 2 ○ 接点 △ ○ 全閉ー寸開
No.1 減速機充排油弁操作制御 1 2 2 ○ △ ○ ○ 閉ー開

No.2 減速機充排油弁状態表示 1 2 2 ○ 接点 △ ○ 全開ー寸開
No.2 減速機充排油弁操作制御 1 2 2 ○ △ ○ ○ 閉ー開

No.3 減速機充排油弁状態表示 1 2 2 ○ 接点 △ ○ 全閉ー寸開
No.3 減速機充排油弁操作制御 1 2 2 ○ △ ○ ○ 閉ー開

No.4 減速機充排油弁状態表示 1 2 2 ○ 接点 △ ○ 全閉ー寸開
No.4 減速機充排油弁操作制御 1 2 2 ○ △ ○ ○ 閉ー開
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1 3 3 ○ 接点 △ ○ 上限、下限、停止
1 2 2 接点 △ ○ 上昇動作中、下降動作中

No.2 可動翼操作制御 1 3 3 ○ 接点 △ ○ ○ ○ 下降ー停止ー上昇
1 1 1 ○ 接点 ○ ２号主ポンプ軽故障
1 3 3 ○ 接点 △ ○ ○ ○ 過負荷、地絡、過トルク

1 3 3 ○ 接点 △ ○ 上限、下限、停止
1 2 2 接点 △ ○ 上昇動作中、下降動作中

No.4 可動翼操作制御 1 3 3 ○ 接点 △ ○ ○ ○ 下降ー停止ー上昇
1 1 1 ○ 接点 ○ ４号主ポンプ軽故障
1 3 3 ○ 接点 △ ○ ○ ○ 過負荷、地絡、過トルク

1 3 3 接点 △ 全開、全閉、停止
1 2 2 ○ 接点 ○ 寸開ー全開

No.1 吐出弁操作制御 1 3 3 接点 △ 閉ー停止ー開
No.1 吐出弁故障表示 1 3 3 ○ 接点 △ ○ ○ ○ １号主ポンプ軽故障

（過負荷、地絡、過トルク）
1 3 3 接点 △ 全開、全閉、停止
1 2 2 ○ 接点 ○ 寸開ー全閉

No.2 吐出弁操作制御 1 3 3 接点 △ 閉ー停止ー開
No.2 吐出弁故障表示 1 3 3 ○ 接点 △ ○ ○ ○ ２号主ポンプ軽故障

（過負荷、地絡、過トルク）
1 3 3 接点 △ 全開、全閉、停止
1 2 2 ○ 接点 ○ 寸開ー全開

No.3 吐出弁操作制御 1 3 3 接点 △ 閉ー停止ー開
No.3 吐出弁故障表示 1 3 3 ○ 接点 △ ○ ○ ○ ３号主ポンプ軽故障

（過負荷、地絡、過トルク）
1 3 3 接点 △ 全開、全閉、停止
1 2 2 ○ 接点 寸開ー全閉

No.4 吐出弁操作制御 1 3 3 接点 △ 閉ー停止ー開
No.4 吐出弁故障表示 1 3 3 ○ 接点 △ ○ ○ ○ ４号主ポンプ軽故障
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No.1 管理運転用電動弁状態表示 1 2 2 ○ 接点 △ ○ ○ 閉ー開（常時閉）
No.1 管理運転用電動弁操作制御 1 3 3 接点 △ 閉ー常時ー開

No.2 管理運転用電動弁状態表示 1 2 2 ○ 接点 △ ○ ○ 閉ー開（常時閉）
No.2 管理運転用電動弁操作制御 1 3 3 接点 △ 閉ー常時ー開

No.3 管理運転用電動弁状態表示 1 2 2 ○ 接点 △ ○ ○ 閉ー開（常時閉）
No.3 管理運転用電動弁操作制御 1 3 3 接点 △ 閉ー常時ー開

No.4 管理運転用電動弁状態表示 1 2 2 ○ 接点 △ ○ ○ 閉ー開（常時閉）
No.4 管理運転用電動弁操作制御 1 3 3 接点 △ 閉ー常時ー開

No.1 エンジン状態表示 1 2 2 ○ 接点 ○ 停止、運転(主ﾎﾟﾝﾌﾟ規定速度にて運転)
No.2 エンジン状態表示 1 2 2 ○ 接点 ○
No.3 エンジン状態表示 1 2 2 ○ 接点 ○
No.4 エンジン状態表示 1 2 2 ○ 接点 ○
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No.1∼No.3潤滑水ﾎﾟﾝﾌﾟ状態表示 1 2 2 ○ 接点 ○ 手動ー自動
1 2 2 接点 △   ↓
3 1 3 接点 △ No.1∼No.3 予備機選択

No.1 潤滑水ポンプ状態表示 1 2 2 ○ 接点 △ ○ 停止ー運転（連続にて運転）
No.1 潤滑水ポンプ操作制御 1 2 2 接点 △   ↓
No.1 潤滑水ポンプ故障表示 1 1 1 ○ 接点 △ ○ ○ ○ 故障

No.2 潤滑水ポンプ状態表示 1 2 2 ○ 接点 △ ○ 停止ー運転（連続にて運転）
No.2 潤滑水ポンプ操作制御 1 2 2 接点 △   ↓
No.2 潤滑水ポンプ故障表示 1 1 1 ○ 接点 △ ○ ○ ○ 故障

No.3 潤滑水ポンプ状態表示 1 2 2 ○ 接点 △ ○ 停止ー運転（連続にて運転）
No.3 潤滑水ポンプ操作制御 1 2 2 接点 △   ↓
No.3 潤滑水ポンプ故障表示 1 1 1 ○ 接点 △ ○ ○ ○ 故障

水道用給水弁状態表示 1 2 2 接点 △ 閉ー開
水道用給水弁操作制御 1 2 2 接点 △   ↓

膨張ﾀﾝｸ水位異常高 1 1 1 ○ 接点 △ ○ ○ 異常高
膨張ﾀﾝｸ水位異常低下 1 1 1 ○ 接点 △ ○ ○ 異常低下

清水槽水位異常高 1 1 1 ○ 接点 △ ○ ○ 異常高
清水槽水位異常低下 1 1 1 ○ 接点 △ ○ ○ 異常低下
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No.1∼No.2空気圧縮機状態表示 1 2 2 ○ 接点 ○ 手動ー自動
1 2 2 接点 △        ↓
2 1 2 接点 △ No.1∼No.2

No.1 空気圧縮機状態表示 1 2 2 ○ 接点 △ ○ 停止ー運転
No.1 空気圧縮機操作制御 1 2 2 接点 △        ↓
No.1 空気圧縮機故障表示 1 1 1 ○ 接点 △ ○ ○ ○ 故障（補機一括故障）

No.2 空気圧縮機状態表示 1 2 2 ○ 接点 △ ○ 停止ー運転
No.2 空気圧縮機操作制御 1 2 2 接点 △        ↓
No.2 空気圧縮機故障表示 1 1 1 ○ 接点 △ ○ ○ ○ 故障（補機一括故障）

No.1 空気槽運転圧力 1 1 1 接点
No.1 空気槽圧力低下 1 1 1 ○ 接点 △ ○ ○ ○ 圧力低下

No.2 空気槽運転圧力 1 1 1 接点
No.2 空気槽圧力低下 1 1 1 ○ 接点 △ ○ ○ ○ 圧力低下

No.3 空気槽運転圧力 1 1 1 接点
No.3 空気槽圧力低下 1 1 1 ○ 接点 △ ○ ○ ○ 圧力低下

No.4 空気槽運転圧力 1 1 1 接点
No.4 空気槽圧力低下 1 1 1 ○ 接点 △ ○ ○ ○ 圧力低下

自家発空気槽運転圧力 1 1 1 接点
自家発空気槽圧力低下 1 1 1 ○ 接点 △ ○ ○ ○ 圧力低下
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No.1∼No.2燃料移送ﾎﾟﾝﾌﾟ状態表示 1 2 2 ○ 接点 ○ 手動ー自動
1 2 2 接点 △        ↓
2 1 2 接点 △ No.1∼No.2

No.1 燃料移送ﾎﾟﾝﾌﾟ状態表示 1 2 2 ○ 接点 △ ○ 停止ー運転
No.1 燃料移送ﾎﾟﾝﾌﾟ操作制御 1 2 2 接点 △        ↓
No.1 燃料移送ﾎﾟﾝﾌﾟ故障表示 1 1 1 ○ 接点 △ ○ ○ ○ 故障（補機一括故障）

No.2 燃料移送ﾎﾟﾝﾌﾟ状態表示 1 2 2 ○ 接点 △ ○ 停止ー運転
No.2 燃料移送ﾎﾟﾝﾌﾟ操作制御 1 2 2 接点 △        ↓
No.2 燃料移送ﾎﾟﾝﾌﾟ故障表示 1 1 1 ○ 接点 △ ○ ○ ○ 故障（補機一括故障）

No.1 地下油ﾀﾝｸ異常低下 1 1 1 ○ 接点 △ ○ ○ ○ 異常低下

No.2 地下油ﾀﾝｸ異常低下 1 1 1 ○ 接点 △ ○ ○ ○ 異常低下

燃料小出槽状態表示 1 2 2 接点 運転液位、停止液位（制御のみに使用）
燃料小出槽異常高 1 1 1 ○ 接点 △ ○ ○ ○ 異常高
燃料小出槽異常低下 1 1 1 ○ 接点 △ ○ ○ ○ 異常低下
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No.1∼No.2燃料移送ﾎﾟﾝﾌﾟ操作制御

デ
ジ
タ
ル
ア
ナ
ロ
グ

ラ
ン
プ

手
 

動

設
 

定

自
 

動

操作卓

手
 

動

設
 

定

管 理 項 目 表 （１３／２４）

局
名
 
施
設
名

管理項目

数量 伝送 現   場 操 作 室

備  考
台
 
 
数

デ
ー

タ
数

合
 
 
計

入
 
 
力

出
 
 
力

センサー 表示 制御 表示 制御 監視

方式 出力
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動

変
 
換

演
 
算

積
 
算

予
 
測

記  録

L
C
D

警
 
 

報

ﾛｷﾞﾝｸﾞ ｱﾅｳﾝｽﾒﾝﾄ
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録
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通
 
補
 
機
 
設
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日
報

月
報

故
障

警
報

操
作

No.1∼No.4 排気ﾌｧﾝ状態表示 1 2 2 ○ 接点 ○ 単独ー連動
No.1∼No.4 排気ﾌｧﾝ操作制御 1 2 2 接点 △        ↓

No.1 排気ﾌｧﾝ状態表示 1 2 2 ○ 接点 △ ○ 停止ー運転
No.1 排気ﾌｧﾝ操作制御 1 2 2 接点 △        ↓
No.1 排気ﾌｧﾝ故障表示 1 1 1 ○ 接点 △ ○ ○ ○ 故障（付帯設備一括故障）

No.2 排気ﾌｧﾝ状態表示 1 2 2 ○ 接点 △ ○ 停止ー運転
No.2 排気ﾌｧﾝ操作制御 1 2 2 接点 △        ↓
No.2 排気ﾌｧﾝ故障表示 1 1 1 ○ 接点 △ ○ ○ ○ 故障（付帯設備一括故障）

No.3 排気ﾌｧﾝ状態表示 1 2 2 ○ 接点 △ ○ 停止ー運転
No.3 排気ﾌｧﾝ操作制御 1 2 2 接点 △        ↓
No.3 排気ﾌｧﾝ故障表示 1 1 1 ○ 接点 △ ○ ○ ○ 故障（付帯設備一括故障）

No.4 排気ﾌｧﾝ状態表示 1 2 2 ○ 接点 △ ○ 停止ー運転
No.4 排気ﾌｧﾝ操作制御 1 2 2 接点 △        ↓
No.4 排気ﾌｧﾝ故障表示 1 1 1 ○ 接点 △ ○ ○ ○ 故障（付帯設備一括故障）

No.1∼No.2 給気ﾌｧﾝ状態表示 1 2 2 接点 ○ 単独ー連動
No.1∼No.2 給気ﾌｧﾝ操作制御 1 2 2 接点 △        ↓

No.1 給気ﾌｧﾝ状態表示 1 2 2 接点 △ ○ 停止ー運転
No.1 給気ﾌｧﾝ操作制御 1 2 2 接点 △        ↓
No.1 給気ﾌｧﾝ故障表示 1 1 1 接点 △ ○ ○ ○ 故障（付帯設備一括故障）

No.2 給気ﾌｧﾝ状態表示 1 2 2 接点 △ ○ 停止ー運転
No.2 給気ﾌｧﾝ操作制御 1 2 2 接点 △        ↓
No.2 給気ﾌｧﾝ故障表示 1 1 1 接点 △ ○ ○ ○ 故障（付帯設備一括故障）
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管 理 項 目 表 （１４／２４）

局
名
 
施
設
名

管理項目

数量 伝送 現   場 操 作 室
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演
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付
 
帯
 
設
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日
報

月
報

故
障

警
報

操
作

付帯設備故障表示 1 1 1 ○ 接点 ○ ○ 一括故障（ﾌｧﾝ、床排水ﾎﾟﾝﾌﾟ）

天井クレーン故障表示 1 1 1 ○ 接点 ○ ○ 故障

1 2 2 ○ 接点 ○ 手動ー自動
1 2 2 ○ 接点 △ ○ 停止ー運転
1 2 2 接点 △ 季節受電ー可搬式発電機
1 2 2 接点 △ 手動ー自動
1 2 2 接点 △ 停止ー運手

期間用床排水ﾎﾟﾝﾌﾟ故障表示 1 1 1 ○ 接点 △ ○ ○ 故障

No.1∼No.2非期間用床排水ﾎﾟﾝﾌﾟ状態表示 1 2 2 ○ 接点 ○ 手動ー自動
1 2 2 接点 △        ↓
1 2 2 接点 △ No.1∼No.2

No.1 非期間用床排水ﾎﾟﾝﾌﾟ状態表示 1 2 2 ○ 接点 △ ○ 停止ー運転
No.1 非期間用床排水ﾎﾟﾝﾌﾟ操作制御 1 2 2 接点 △        ↓
No.1 非期間用床排水ﾎﾟﾝﾌﾟ故障表示 1 1 1 ○ 接点 △ ○ ○ 故障

No.2 非期間用床排水ﾎﾟﾝﾌﾟ状態表示 1 2 2 ○ 接点 △ ○ 停止ー運転
No.2 非期間用床排水ﾎﾟﾝﾌﾟ操作制御 1 2 2 接点 △        ↓
No.2 非期間用床排水ﾎﾟﾝﾌﾟ故障表示 1 1 1 ○ 接点 △ ○ ○ 故障

排水槽水位状態表示 1 2 2 接点 運転水位、停止水位
排水槽水位異常高 1 1 1 ○ 接点 △ ○ ○ 異常高
排水槽水位異常低下 1 1 1 ○ 接点 △ ○ ○ 異常低下

可搬式ﾎﾟﾝﾌﾟ状態表示 1 2 2 接点 △ 停止ー運転
可搬式ﾎﾟﾝﾌﾟ操作制御 1 2 2 接点 △        ↓
可搬式ﾎﾟﾝﾌﾟ故障表示 1 1 1 接点 △ 故障
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期間用床排水ﾎﾟﾝﾌﾟ状態表示

期間用床排水ﾎﾟﾝﾌﾟ操作制御

No.1∼No.2非期間用床排水ﾎﾟﾝﾌﾟ操作制御

管 理 項 目 表 （１５／２４）
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日
報

月
報

故
障

警
報

操
作

1 2 2 ○ 接点 ○ 現場ー中央
1 4 4 ○ 接点 ○ 休止中、停止、全開、全閉
1 2 2 ○ 接点 ○ 全閉ー寸開

No.1 制水門操作制御 1 3 3 ○ 接点 ○ ○ 閉ー停止／開
No.1 制水門故障表示 1 1 1 ○ 接点 ○ ○ ○ 故障

1 2 2 ○ 接点 ○ 現場ー中央
1 4 4 ○ 接点 ○ 休止中、停止、全開、全閉
1 2 2 ○ 接点 ○ 全閉ー寸開

No.2 制水門操作制御 1 3 3 ○ 接点 ○ ○ 閉ー停止／開
No.2 制水門故障表示 1 1 1 ○ 接点 ○ ○ ○ 故障

1 2 2 ○ 接点 ○ 現場ー中央
1 4 4 ○ 接点 ○ 休止中、停止、全開、全閉
1 2 2 ○ 接点 ○ 全閉ー寸開
1 3 3 ○ 接点 ○ ○ 閉ー停止／開
1 2 2 ○ 接点 ○ ○ 連動ー単独
1 1 1 ○ 接点 ○ ○ 上段扉

No.3 制水門故障表示 1 1 1 ○ 接点 ○ ○ ○ 故障

1 2 2 ○ 接点 ○ 現場ー中央
1 3 3 ○ 接点 ○ 休止中、停止、全開、全閉
1 2 2 ○ 接点 ○ 全閉ー寸開
1 3 3 ○ 接点 ○ ○ 下降ー停止ー上昇
1 2 2 ○ 接点 ○ ○ 連動ー単独
1 1 1 ○ 接点 ○ ○ 上段扉

No.4 制水門故障表示 1 1 1 ○ 接点 ○ ○ ○ 故障
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No.1 制水門状態表示

No.4 制水門操作制御

No.4 制水門状態表示

No.3 制水門操作制御

No.3 制水門状態表示

No.2 制水門状態表示

管 理 項 目 表 （１６／２４）
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日
報

月
報

故
障

警
報

操
作

No.1・2 高倉川制水門状態表示 1 2 2 ○ 接点 ○ 全閉ー寸開   ※現状機器からの
No.1・2 高倉川制水門故障表示 1 1 1 ○ 接点 ○ ○ ○ 故障      信号入力なし

雑魚橋川越流門状態表示 1 2 2 ○ 接点 ○ 全閉ー寸開   ※現状機器からの
雑魚橋川越流門故障表示 1 1 1 ○ 接点 ○ ○ ○ 故障      信号入力なし

尾袋川越流門状態表示 1 2 2 ○ 接点 ○ 全閉ー寸開   ※現状機器からの
尾袋川越流門故障表示 1 1 1 ○ 接点 ○ ○ ○ 故障      信号入力なし

自動除塵機状態表示 9 2 18 ○ 接点 ○ 停止ー運転（88  ONとAND）
自動除塵機操作制御 1 1 1 ○ 接点 ○ ○ ○ 非常停止
自動除塵機故障表示 1 1 1 ○ 接点 ○ ○ 故障
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管 理 項 目 表 （１７／２４）
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日
報

月
報

故
障

警
報

操
作

季節受電電圧 1 1 1 ○ DC4∼20mA △ ○
季節受電電流 1 1 1 ○ DC4∼20mA △ ○
季節受電電力 1 1 1 ○ DC4∼20mA △ ○
季節受電周波数 1 1 1 ○ DC4∼20mA △ ○
季節受電力率 1 1 1 ○ DC4∼20mA △ ○
季節受電電力量 1 1 1 ○ ﾊﾟﾙｽ △ ○ ○

○
動力主幹電圧 1 1 1 ○ DC4∼20mA △ ○
動力主幹電流 1 1 1 ○ DC4∼20mA △
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管 理 項 目 表 （１８／２４）

局
名
 
施
設
名

管理項目

数量 伝送 現   場 操 作 室
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故
障

警
報

操
作

自家発電圧 1 1 1 ○ DC4∼20mA △ ○
自家発電流 1 1 1 ○ DC4∼20mA △ ○
自家発電力 1 1 1 ○ DC4∼20mA △ ○
自家発周波数 1 1 1 ○ DC4∼20mA △ ○
自家発力率 1 1 1 ○ DC4∼20mA △ ○
自家発電力量 1 1 1 ○ ﾊﾟﾙｽ △
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管 理 項 目 表 （１９／２４）
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月
報

故
障

警
報

操
作

１号主ﾎﾟﾝﾌﾟ回転数 1 1 1 ○ DC4∼20mA △ ○
１号主ﾎﾟﾝﾌﾟ運転時間 1 1 1 ○ ○ ○ ○
No.1 吐出弁開度 1 1 1 ○ DC4∼20mA △ ○

２号主ﾎﾟﾝﾌﾟ回転数 1 1 1 ○ DC4∼20mA △ ○
２号主ﾎﾟﾝﾌﾟ運転時間 1 1 1 ○ ○ ○ ○
２号主ﾎﾟﾝﾌﾟ翼角度 1 1 1 ○ DC4∼20mA △ ○
２号主ﾎﾟﾝﾌﾟ軸動力 1 1 1 ○ DC4∼20mA △ ○
No.2 吐出弁開度 1 1 1 ○ DC4∼20mA △ ○

３号主ﾎﾟﾝﾌﾟ回転数 1 1 1 ○ DC4∼20mA △ ○
３号主ﾎﾟﾝﾌﾟ運転時間 1 1 1 ○ ○ ○ ○
No.3 吐出弁開度 1 1 1 ○ DC4∼20mA △ ○

４号主ﾎﾟﾝﾌﾟ回転数 1 1 1 ○ DC4∼20mA △ ○
４号主ﾎﾟﾝﾌﾟ運転時間 1 1 1 ○ ○ ○ ○
４号主ﾎﾟﾝﾌﾟ翼角度 1 1 1 ○ DC4∼20mA △ ○
４号主ﾎﾟﾝﾌﾟ軸動力 1 1 1 ○ DC4∼20mA △ ○
No.4 吐出弁開度 1 1 1 ○ DC4∼20mA △ ○

No.1 地下油ﾀﾝｸ油量 1 1 1 ○ DC4∼20mA △ ○
No.2 地下油ﾀﾝｸ油量 1 1 1 ○ DC4∼20mA △ ○
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管 理 項 目 表 （２０／２４）
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月
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故
障

警
報

操
作

雑魚橋川内水位（ﾎﾟﾝﾌﾟ井）
雑魚橋川水位設定値 1 1 1 ○ DC4∼20mA ○ ○
雑魚橋川水位設定値ＦＢ 1 1 1 ○ DC4∼20mA

雑魚橋川軸動力設定値 1 1 1 ○ DC4∼20mA ○ ○
雑魚橋川軸動力設定値ＦＢ 1 1 1 ○ DC4∼20mA

雑魚橋川排水流量 1 1 1 ○ DC4∼20mA ○ ○ ○

雑魚橋川内水位（ﾎﾟﾝﾌﾟ井） ２号主ﾎﾟﾝﾌﾟ
雑魚橋川制御切換 1 2 2 ○ ○ 内水位／軸動力
雑魚橋川水位設定信号 1 1 1 ○ ○
雑魚橋川軸動力設定信号 1 1 1 ○ ○
雑魚橋川水位ﾜﾝﾙｰﾌﾟ 1 2 2 ○ ○
雑魚橋川軸動力ﾜﾝﾙｰﾌﾟ 1 2 2 ○ ○
雑魚橋川水位ﾜﾝﾙｰﾌﾟ異常 1 1 1 ○ ○ ○
雑魚橋川軸動力ﾜﾝﾙｰﾌﾟ異常 1 1 1 ○ ○ ○

尾袋川内水位（ﾎﾟﾝﾌﾟ井）
尾袋川水位設定値 1 1 1 ○ DC4∼20mA ○ ○
尾袋川水位設定値ＦＢ 1 1 1 ○ DC4∼20mA

尾袋川軸動力設定値 1 1 1 ○ DC4∼20mA ○ ○
尾袋川軸動力設定値ＦＢ 1 1 1 ○ DC4∼20mA

尾袋川排水流量 1 1 1 ○ DC4∼20mA ○ ○ ○

尾袋川内水位（ﾎﾟﾝﾌﾟ井） ４号主ﾎﾟﾝﾌﾟ
尾袋川制御切換 1 2 2 ○ ○ 内水位／軸動力
尾袋川水位設定信号 1 1 1 ○ ○
尾袋川軸動力設定信号 1 1 1 ○ ○
尾袋川水位ﾜﾝﾙｰﾌﾟ 1 2 2 ○ ○
尾袋川軸動力ﾜﾝﾙｰﾌﾟ 1 2 2 ○ ○
尾袋川水位ﾜﾝﾙｰﾌﾟ異常 1 1 1 ○ ○ ○
尾袋川軸動力ﾜﾝﾙｰﾌﾟ異常 1 1 1 ○ ○ ○

小  計 30

管 理 項 目 表 （２１／２４）
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算

予
 
測

記  録

L
C
D

警
 
 

報

ﾛｷﾞﾝｸﾞ ｱﾅｳﾝｽﾒﾝﾄ
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報
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障
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報

操
作

雑魚橋川内水位 1 1 1 ○ DC4∼20mA △ ○ ○ ○
雑魚橋川内水位異常高 1 1 1 ○ 接点 ○ ○ 異常高
雑魚橋川内水位異常低下 1 1 1 ○ 接点 ○ ○ 異常低下

尾袋川内水位 1 1 1 ○ DC4∼20mA △ ○ ○ ○
尾袋川内水位異常高 1 1 1 ○ 接点 ○ ○ 異常高
尾袋川内水位異常低下 1 1 1 ○ 接点 ○ ○ 異常低下

尾袋川下流水位 1 1 1 ○ DC4∼20mA △ ○ ○ ○
尾袋川下流水位異常高 1 1 1 ○ 接点 ○ ○ 異常高

雑魚橋川排水流量積算 1 1 1 ○ ﾊﾟﾙｽ ○
尾袋川排水流量積算 1 1 1 ○ ﾊﾟﾙｽ ○

尾袋川水位 1 1 1 ○ DC4∼20mA ○ ○ ○

小  計 11

管 理 項 目 表 （２２／２４）
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報
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障
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報
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No.1 制水門開度 1 1 1 ○ DC4∼20mA ○
No.2 制水門開度 1 1 1 ○ DC4∼20mA ○
No.3 制水門開度 1 1 1 ○ DC4∼20mA ○
No.4 制水門開度 1 1 1 ○ DC4∼20mA ○

小  計 4

管 理 項 目 表 （２３／２４）
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システムOTS異常 1 1 1 ○ ○ ○ システム異常含む
システムGPC（１）異常 1 1 1 ○ ○ ○ ○
システムGPC（２）異常 1 1 1 ○ ○ ○ ○
システムローカルPC異常 1 1 1 ○ ○ ○ ○

マスタースイッチ選択復帰 1 1 1 ○
マスタースイッチ警報停止 1 1 1 ○ ○ ○
マスタースイッチ表示復帰 1 1 1 ○ ○ ○
マスタースイッチランプテスト 1 1 1 ○ ○ ○

○ ○

小  計 8

管 理 項 目 表 （２４／２４）
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別紙－３ 運転操作要領 
 
 １．操作概要 
  （１）主ポンプの操作 
    １）江尻排水機場の運転操作は中央操作室の中央監視操作卓で行うことを原則とし、必 
     要に応じて機側操作盤で操作を行う。 
    ２）可動翼ポンプの通常運転は、内水位を規定値以上に保つように翼角度を自動制御し 
     て運転する。 
    ３）洪水時には、原動機の軸動力に設定値を設け「軸動力一定」の自動運転を行う。 
    ４）雑魚橋川、尾袋川とも可動翼ポンプが先行機として運転し、固定翼ポンプが後続機 
     として運転する。 
    ５）可動翼ポンプの運転・停止は操作者の判断による「手動起動」とし、後続機の固定 
     翼ポンプは水位により自動で起動・停止する。 
  （２）補助機械の操作 
     補助機械はそれぞれの用途に応じて自動輝度・自動停止を行い、主ポンプの運転に応 
    じて必要な油圧、水位等を保つ。また、必要に応じて機側操作盤で操作する。 
  （３）自家発電設備の操作 
     自家発電設備は商用電源の供給が停止した時点で自動起動する。また、商用電岩が復 
    帰した後は一定時間経過後自動停止する。 
  （４）除塵設備の操作 
    １）除塵機は、各主ポンプと連動し自動運転する。 
    ２）中央操作室の中央監視操作卓では連動運転（自動）、単独運連（除塵機単体運転－ 
     コンベア連動）、非常停止操作（一括）を行う。 
    ３）機側操作の場合は機側操作が全てに優先する。 
  （５）水門設備の操作 
    １）各水門は、中央操作室の中央監視操作卓で手動操作する。 
    ２）主ポンプの運転に先立ち所定の操作を行う。 
  （６）停電時 
    １）主ポンプ運転中に商用電源の供給が停止した場合主原動機は停止しない。 
    ２）自家発電装置が自動起動し電源が確立するまでの間の主ポンプ水中軸受けへの潤滑 
     水供給は、膨張タンクから行う。 
 



中央 管理

単独

中央 自動

連動

管理

 ２．操作モード 
   操作モードは次のとおり。各操作モードの変更は操作者が行う。 
  （１）中央操作 
    １）可動翼ポンプ（２号主ポンプ、４号主ポンプ） 
                               可動翼ポンプ手動／連動の 
                               起動・停止制御選択により 
                               内水位を一定にするか、ま 
                               た軸動力一定にするかによ 
                               り翼角が自動調整され、か 
                               つ設定値を超える場合は固 
                               定翼ポンプの自動起動・自 
                               動停止を行う。 
                  可動翼ポンプ手動／連動の起動・停止。 
                  翼角は手動で操作。 
  
                  可動翼ポンプ手動／連動の起動・停止。 
                  流体継手の充排油弁及び翼角のみ単独操作。 
    ２）固定翼ポンプ（１号主ポンプ、３号主ポンプ） 
                  固定翼ポンプ自動／連動の起動・停止。 
  
                  固定翼ポンプ自動／連動の起動・停止。 
  
                  固定翼ポンプ自動／連動の起動・停止。 
                  流体継手の充排油弁のみ単独操作。 
    ３）機側操作 
                  可動翼ポンプ、固定翼ポンプの手動／連動の起動・停止 
                  流体継手付の充排油弁及び翼角（可動翼ポンプのみ）の 
                  み単独操作。 
                  主ポンプ、補機類の単独操作。 
  
 ３．主ポンプの操作内容 
  （１）中央操作 
     主ポンプは操作スイッチの切換により次の３通りの操作を行う。 
    １）自動操作 
     ① 可動翼ポンプ手動操作により連動運転を行う。 
     ② 可動翼ポンプの翼角操作は自動となり「水位一定制御」、「軸動力一定制御」の選 
      択により各々目標値となるように翼角を自動制御する。 
     ③ 固定翼ポンプは、可動翼ポンプの制御目標値を超えて内水位が変動する場合に自 
      動運転を行う。 

中央 自動 水位一定制御

軸動力一定制御

連動

管理



水位設定 比較部△ε 翼角度設定

翼角操作機構

翼角信号

水位検出部

翼　角　度

    ２）連動操作 
     ① 可動翼ポンプ、固定翼ポンプとも手動操作により連動運転を行う。 
     ② 可動翼ポンプの翼角は内水位計で水位状況を見ながら手動操作で行う。 
    ３）管理操作 
     ① 原動機単体の管理運転を行う場合等に使用する。 
     ② 流体継手の充排油弁動作及び可動翼ポンプの翼角操作のみ単独操作とし、その他 
      は手動連動運転とする。 
  （２）機側操作 
     操作方法の切換により次の２通りの運転操作を行う。 
    １）単独操作 
     ① 機側個別の始動・停止又は開・閉操作等は各々のスイッチで行う。 
     ② 可動翼ポンプの翼角操作は、ポンプの運転にかかわらず任意に手動操作可能とす 
      る。 
    ２）管理操作 
     ① 中央における「管理操作」と同様とする。 
      （注）・「管理操作」で原動機単独運転を行う場合、原動機・減速機の冷却水は管内 
         クーラーで冷却されないため、冷却温度が上昇する。また、管内クーラーの 
         冷却水チューブが目詰まりを起こしている場合も冷却能力が低下しているの 
         で冷却水温度が上昇する。 
        ・主ポンプ機側操作盤内の管理用電導弁の「開―常時―閉」スイッチを必ず「常 
         時」に設定する。 
        ・冷却水温度が上昇すると温度スイッチが作動し、冷却水が補給されて水温が 
         低下する。この場合、「軽故障」扱いとなるが、「管理操作」で使用する場合 
         は問題ない。 
  
 ４．自動制御 
   自動制御は翼角操作が「自動」モード時のみ行う。 
  （１）内水位一定制御 
     内水位一定制御は、水位制御装置内に設定された水位と吸込側の水位指示を比較して、 
    １）両者の水位の偏差が「０（ゼロ）」になるように翼角を自動制御する。 
  
  
  
  
  
  
  
  
  



軸動力設定 比較部△ε 翼角度設定

軸動力検出部

翼角操作機構

翼角信号 翼　角　度

      上記の自動制御で翼角が上限に達すると翼角は自動的に停止する。また、軸動力が 
     最大に達した場合は「軸動力一定制御」に切り換わり翼角を降下する。 

    ２）内水位が一定水位（TP＋7.60ｍ）を超えた場合には固定翼ポンプを追加自動起動し、 

     可動翼ポンプは翼角を下限に戻し、その後選択した制御（運転）を行う。 

    ３）内水位が一定水位（TP＋6.80ｍ）を下回った場合には自動停止し、可動翼ポンプの 

     翼角を上限まで上げる制御を行う。 

  （２）軸動力一定制御 
    １）可動翼ポンプの通常の運転は「内水位一定制御」とするが、洪水時等で吐出側水位 
     が高く内水位の急激な上昇がない場合には、軸動力目標設定値をオーバーしないよう 
     に翼角を調整し吐出側水位の増減に応じた運転を行う。 
    ２）設定された軸動力と実際の軸動力を比較し、両者の軸動力の偏差が「０（ゼロ）」の 
     なるように翼角度を自動制御する。 
  
  
  
  
  
  
  
  
 ５．運転操作手順 
  （１）主ポンプの自動運転及び連動運転 
     自動運転及び連動運転を行う場合の起動条件、起動順序、停止順序及び非常停止は次 
    のとおり。 
    １）起動準備 
      起動準備に先立ち次の起動準備を行う。 
     ① 操作位置の選択開閉器を〔中央〕に投入する。 
     ② 操作方式の選択開閉器を〔自動〕又は、〔連動〕に切り替える。可動翼ポンプ〔自 
      動〕の場合は、「水位一定制御」又は「軸動力一定制御」を選択する。 
     ③ ポンプ吐出弁を全開にする。 
    ２）起動条件 
      主ポンプの起動条件は次のとおりとし、起動条件が全て整うと中央操作室の中央監 
     視操作卓と主ポンプ機側操作盤に〔準備完了〕の表示灯が点灯する。 
     ① 吸水槽水位が規定値（TP＋6.40ｍ）以上 

     ② 潤滑水ポンプ連動 
     ③ 膨張タンク水位正常 
     ④ 吐出弁全開 
     ⑤ 清水槽水位正常 
     ⑥ 空気圧縮機連動 



     ⑦ 燃料小出槽油面正常 
     ⑧ 燃料移送ポンプ連動 
     ⑨ 空気槽圧力正常 
     ⑩ 保護継電器不作動 
     ⑪ 他の主ポンプが起動中でない 
    ３）起動順序 
      主ポンプは起動条件が全て整ったうえで操作開閉器を起動側に操作すると、次の動 
     作を自動的に行い起動する。 
     ① 潤滑水ポンプ起動 
     ② 減速機初期潤滑油ポンプ起動 ⇒ 油圧継電器が作動 
     ③ 軸受冷却水弁開 ⇒ 流水継電器が作動 
     ④ 翼確度の降下 ⇒ 下限リミットスイッチ動作（－21 度） 

     ⑤ 主エンジン起動 ⇒ 定格回転数になる 
     ⑥ 減速機初期潤滑油ポンプ停止 
     ⑦ 減速機充排油が充油位置 
     ⑧ 主ポンプ規定速度 
     ⑨ 翼確度が立てられ一定確度（－18度）で停止（可動翼ポンプのみ） 

     ⑩ 運転表示灯の点灯 
     ⑪ 連動運転の場合、翼角を手動にて任意に設定（可動翼ポンプのみ） 
     ⑫ 自動運転の場合は、選択した制御に基づき「水位一定制御」又は「軸動力一定制 
      御」を行う。 
    ４）停止順序 
      主ポンプは操作スイッチを停止側に投入すると次の動作を自動的に行い停止する。 
     ① 翼確度の降下 
     ② 減速機初期潤滑油ポンプ起動 
     ③ 充排油弁が排油位置 
     ④ 一定時間後エンジン停止 
     ⑤ 潤滑水弁閉 
     ⑥ 減速機初期潤滑油ポンプ停止 
     ⑦ 停止完了、停止表示灯の点灯 
     ⑧ 潤滑水ポンプ停止（主ポンプ全台停止時） 
    ５）非常停止 
      主ポンプは操作スイッチを停止側に操作すると次の動作を自動的に行い停止する。 
     ① 非常停止表示灯の点灯 
     ② 充排油弁排油と主エンジン停止及び翼角の降下が同時に動作 
     ③ 一定時間後潤滑水弁閉 
     ④ 潤滑水ポンプ停止（主ポンプ全台停止を条件として） 
       なお、〔機側単独〕操作の場合は、上記の順序を主要機器ごとに確認しながら手動 
      操作で行うこと。 



  （２）主ポンプの運転管理 
     主ポンプを運転管理する場合の起動条件、起動順序、停止順序及び非常停止は次のと 
    おり。 
    １）起動準備 
      起動準備に先立ち次の起動準備を行う。 
     ① 操作位置の選択開閉器を〔中央〕又は〔機側〕に投入する。 
     ② 操作方式の選択開閉器を〔管理〕に切り替える。 
     ③ ポンプ吐出弁を全開にする。 
    ２）起動条件 
      主ポンプの起動条件は次のとおりとし、起動条件が全て整うと中央操作室の中央監 
     視操作卓と主ポンプ機側操作盤に〔起動準備完了〕の表示灯が点灯する。 
     ① 潤滑水ポンプ連動 
     ② 空気圧縮機連動 
     ③ 燃料移送ポンプ連動 
     ④ 吐出弁全開 
     ⑤ 燃料小出槽油面正常 
     ⑥ 空気槽圧力正常 
     ⑦ 保護継電器不作動 
     ⑧ 他の主ポンプが起動中でない 
    ３）起動順序 
      主ポンプは起動条件が全て整ったうえで操作開閉器を起動側に操作すると、次の動 
     作を行い起動する。 
     ① 潤滑水ポンプ起動 ⇒ 流水継電器が作動 
     ② バイパス弁開 
     ③ 減速機初期潤滑油ポンプ起動 ⇒ 油圧継電器が作動 
     ④ 軸受冷却水弁開 ⇒ 流水継電器が作動 
     ⑤ 翼確度の降下 

     ⑥ 主エンジン起動 ⇒ 定格回転数になる 
     ⑦ 減速機初期潤滑油ポンプ停止 ⇒ 内水位が規定値（TP＋6.40m）以上であれば、 

      充排油弁を手動で投入すると次の動作が行われる。 
     ⑧ 充油開始 
     ⑨ 主ポンプ規定速度 
     ⑩ 運転表示灯の点灯 
     ⑪ 翼確度を手動にて任意に設定（可動翼ポンプのみ） 
    ４）停止順序 
      主ポンプは操作スイッチを停止側に操作すると、次の動作を自動的に行い停止する。 
     ① 翼確度の降下 
     ② 減速機初期潤滑油ポンプ起動 
     ③ 充排油弁が排油位置 



     ④ 一定時間後エンジン停止 
     ⑤ 潤滑水弁閉 
     ⑥ 減速機初期潤滑油ポンプ停止 
     ⑦ 潤滑水ポンプ停止（主ポンプ全台停止時） 
     ⑧ 停止完了、停止表示灯の点灯 
    ５）非常停止 
      主ポンプは操作スイッチを停止側に操作すると次の動作が自動的に行われ停止する。 
     ① 非常停止表示灯の点灯 
     ② 充排油弁排油と主エンジン停止及び翼角の降下が同時に動作 
     ③ 一定時間後潤滑水弁閉 
     ④ 潤滑水ポンプ停止（主ポンプ全台停止を条件として） 
       なお、〔機側単独〕操作の場合は、上記の順序を主要機器ごとに確認しながら手動 
      操作で行うこと。 
  （３）起動条件 
     各操作方式の起動条件は次のとおり。 

項     目 自 動 連 動 管 理 単 独 備 考

吸水槽水位規定以上 ○ ○ △ × 
膨張タンク水位規定以上 ○ ○ × × 
制水槽水位規定以上 ○ ○ × × 
空気槽圧力規定以上 ○ ○ ○ ○ 
燃料小出槽油面規定以上 ○ ○ ○ × 
吐出弁開 ○ ○ × × 
保護継電器が復帰している ○ ○ ○ ○ 
他の主ポンプが起動中でない ○ ○ ○ ○ 
その他重要なもの ○ ○ ○ ○ 

     【注釈】 ○はインターロックする項目 
          ×はインターロックしない項目 
          △は排水運転時にはインターロックするが、管理運転時吸水槽水位が低い 
           時に模擬回転を形成するもの 
  （４）補助機械設備の運転 
    １）操作位置 
      補助機械設備の操作系統は、中央監視操作卓からの連動操作と機側操作盤からの単 
     独操作が可能であり、操作区分の内容は主ポンプと同様とする。なお、操作位置（中 
     央－機側）の切換スイッチは機側操作盤側に配置する。 
    ２）自動運転 
      主ポンプに共通する空気圧縮機、室内排水ポンプ及び燃料移送ポンプ等は各々の用 
     途に応じて自動起動、停止を行い所定の水量、液面等を保つ。 
    ３）手動運転 



      補助機械設備は、機側操作盤からの機側単独運転が可能とする。 
    ４）自家発電設備の運転 
      自家発電設備は、商用電源が停止した場合に自動起動する。また、機側操作盤（発 
     電機盤）からの機側単独運転が可能とする。 
      停止は、商用電源復帰後一定時間経過した後自動停止する。 
    ５）補助機械設備の運転 
     ① 吐出弁 
      ア）主ポンプ吐出弁は、主ポンプの起動前に全開する。 
      イ）主ポンプ運転・停止に関係なく開閉可能とするが、主ポンプ運転中は操作を行 
       わない。（重大事故となる） 
     ② 潤滑水ポンプ 
       潤滑水ポンプは、主ポンプ潤滑水弁と連動して運転するほか膨張タンクの水位に 
      連動して運転・停止する。 
     ③ 室内排水ポンプ 
       室内排水ポンプは、排水ピット内の水位に連動して自動運転する。 
     ④ 燃料ポンプ 
       燃料ポンプは、燃料小出槽の油面に連動して自動運転する。 
     ⑤ 空気圧縮機 
       空気圧縮機は、エンジンの起動空気圧を供給し、空気槽内の圧力に連動して自動 
      運転する。 
     ⑥ 換気（給気・排気）設備 
       換気（給気・排気）設備は、主ポンプの運転台数と連動して主ポンプの運転と同 
      時に連動運転する。 
     ⑦ 減速機初期潤滑油ポンプ 
       減速機初期潤滑油ポンプは、主ポンプの起動に連動し自動運転する。 
  
 ６．表示及び保護装置 
  （１）表示内容 
    １）起動中 
      起動押ボタン操作で、エンジン起動までの間は「起動中」の表示を行う。 
    ２）排水 
      流体継手充油完了でポンプ規定速度の運転時に「排水」の表示を行う。 
    ３）機関運転 
      機関のみの運転時には「運転」の表示を行う。 
    ４）停止作動中 
      停止操作で「停止中」の表示を行う。 
    ５）起動準備完了 
      起動条件が整った状態で「準備完了」の表示を行う。 
    ６）中央－機側 



      中央（中央監視操作卓）と機側（機側操作盤）の表示を行う。 
    ７）連動－半連動 
      主ポンプ運転時に各機器と自動的に連動する場合には「連動」、流体継手の充排油弁 
     作動のみ単独操作でその他は全て連動する場合「半連動」の表示を行う。 
    ８）全開－全閉 
      ゲート設備の全開操作と全閉操作の表示を行う。 
  （２）保護装置 
     各機器の保護のため次に示す保護装置を設けるものとする。 
     各機器の故障項目は、中央監視操作卓及び各現場操作盤に個別表示する。 
     故障発生と同時に「重故障」はベルが吹鳴する。 
     「軽故障」は中央監視操作卓でブザーを吹鳴し、同時に表示灯が点滅（フリッカー） 
    表示する。 
     ベル、ブザーとも一定時間経過後に停止するものとする。 
    １）主ポンプ 
     ① 重故障（主ポンプ非常停止、警報、表示） 
      ア）ポンプ井異常低下 
      イ）エンジン始動・停止渋滞 
      ウ）過速度 
      エ）冷却水温度上昇 
      オ）冷却水断水 
      カ）エンジン潤滑油低下 
      キ）減速機潤滑油低下 
      ク）エンジン潤滑油温度上昇 
      ケ）減速機潤滑油温度上昇 
      コ）減速機潤滑油面低下 
      サ）減速機軸受温度上昇 
      シ）軸受潤滑水断水 
      ス）電気系統重故障 
    ２）自家発電機 
     ① 重故障（自家発電機非常停止、警報、表示） 
      ア）始動渋滞 
      イ）発電機過速度 
      ウ）機関冷却水温度上昇 
      エ）機関潤滑油圧低下 
      オ）発電機過電圧、電圧不足 
      カ）発電機過電流（遮断器解放のみ） 
      キ）地絡 
     ② 軽故障（警報、表示） 
      ア）空気槽圧力低下 



      イ）燃料小出槽油面低下 
      ウ）補機故障 
    ３）共通軽故障 
      ア）電源系統故障 
      イ）清水槽水位低下、高水位 
      ウ）膨張タンク水位低下 
      エ）燃料小出槽油面低下 
      オ）地下燃料タンク油面低下 
      カ）補機ポンプ故障 
      キ）室内排水ピット水位上昇 
      ク）除塵機故障（１号Ａ～４号Ｂ、チェーンコンベア） 
      ケ）ゲート設備故障（№１～№４） 



別紙－４

（様式１） 実績変更対象費に関する実施計画書 

費 目 費 用 内 容 計上額 

共通仮設

費 

営繕費 借上費 現場事務所、試験室、労働者宿舎、

倉庫、材料保管場所等の敷地借上げ

に要する地代及びこれらの建物を建

築する代わりに貸しビル、マンショ

ン、民家等を長期借上げする場合に

要する費用 

宿泊費 労働者が、旅館、ホテル等に宿泊す

る場合に要する費用 

労働者送

迎費 

労働者をマイクロバス等で日々当該

現場に送迎輸送（水上輸送を含む）

をするために要する費用（運転手賃

金、車両損料、燃料費等含む） 

小 計 

現場管理

費 

労務管理

費 

募集及び

解散に要

する費用 

労働者の赴任手当、労働者の帰省旅

費、労働者の帰省手当 

賃金以外

の食事、

通勤等に

要する費

用 

労働者の食事補助、交通費の支給 

小 計 

合 計 



（様式２） 実績変更対象費に関する変更実施計画書 

費 目 費 用 内 容 
計上額 

（当初） 

計上額 

（変更） 
差額 

共通仮

設費 

営繕費 借上費 現場事務所、試験室、労

働者宿舎、倉庫、材料保

管場所等の敷地借上げに

要する地代及びこれらの

建物を建築する代わりに

貸しビル、マンション、

民家等を長期借上げする

場合に要する費用 

宿泊費 労働者が、旅館、ホテル

等に宿泊する場合に要す

る費用 

労働者送

迎費 

労働者をマイクロバス等

で日々当該現場に送迎輸

送（水上輸送を含む）を

するために要する費用

（ 運転手賃金、車両損

料、燃料費等含む） 

小 計 

現場管

理費 

労務管

理費 

募集及び

解散に要

する費用 

労働者の赴任手当、労働

者の帰省旅費、労働者の

帰省手当 

賃金以外

の食事、

通勤等に

要する費

用 

労働者の食事補助、交通

費の支給 

小 計 

合 計 
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別紙－５　  

  

  

  

工 期 通 知 書

  

令和○○年○○月○○日  

  

  

支出負担行為担当官   

      ○○ ○○  様  

  

住所  

商号又は名称  

氏名              印  

  

  

次のとおり工期を定めたので通知します。  

  

工事名

工事場所

契約予定年月日 令和  年  月  日

工事の始期 令和  年  月  日

工期 工事の始期 から

（○○○日間）

令和  年  月  日 まで

  ※契約の締結までに提出すること。  

  ※契約書には本通知書により通知した工期（工事の始期及び終期）を記載する。



別添 
 

 

工事現場等における遠隔確認に関する実施要領 

 

 

１ 総則 

１－１ 目 的 

  本実施要領は、国営土地改良事業等の工事現場等における監督職員等の施工段階確認、材

料検査、立会等（以下「立会等」という。）について、受注者が動画撮影用カメラで撮影した

映像と音声を Web 会議システムにより監督職員等に配信し、双方向通信により会話をしなが

ら監督職員等がモニターで工事現場等の確認を行うもの（以下「遠隔確認」という。）であり、

この情報通信技術を活用して、受発注者の業務効率化を図ることにより、働き方改革の促進

と生産性向上を実現することを目的とするものである。 
 
１－２ 対象工事 

  原則、全ての工事を対象とする。 

  ただし、通信環境が整わない現場や工種によって不十分、非効率になることが明確な場合

は、この限りではない。 

 

１－３ 適 用 
  本実施要領は、土木工事共通仕様書及び施設機械工事等共通仕様書で定義する立会等の遠

隔確認に適用し、監督職員等が確認するのに十分な情報を得ることができる場合に通常の立

会等に代えることができる。 
なお、動画撮影用カメラの活用は、立会等だけではなく設計図書と施工現場条件の不一致

の確認、工事事故時の早期報告及び受注者の創意工夫等の報告など受発注者双方が積極的に

その機能を活用する行為を妨げるものではない。 
 
２ 機器構成と仕様 
  遠隔確認に使用する動画撮影用カメラは受注者が準備するものとし、Web 会議システムは

農林水産省が推奨するシステム（以下「推奨システム」という。）を使用する。なお、受注者

は動画撮影用カメラに推奨システムをインストールし運用するものとする。 
  ただし、動画撮影用カメラを発注者側で準備している場合や推奨システムが現場確認に適

さない場合は、受発注者間の協議により使用する機器を定めるものとする。 
 
３ 遠隔確認の実施 
３－１ 施工計画書の提出 
 遠隔確認の実施に当たっては、受注者は次の事項を施工計画書に記載して監督職員の確認

を受けなければならない。 
（１）適用種別 

本実施要領を適用する立会等の項目を記載する。 
（２）機器仕様 
  本実施要領に基づき使用する動画撮影用カメラの機器と仕様を記載する。 
   本実施要領を適用する立会等の実施時期・場所等を記載する。 



（３）実施時期・場所等 
  本実施要領を適用する立会等の実施時期・場所等を記載する。 
 

３－２ 事前準備 
受注者は遠隔確認に先立ち、監督職員に工種、確認内容、確認希望日時等を記入した立会願

を提出しなければならない。 
なお、立会等の時間は、発注者の勤務時間内とする。ただし、監督職員がやむを得ない理由

があると認めた場合はこの限りではない。 
 

３－３ 遠隔確認の実施 
（１）資機材の確認 

   受注者は、事前に監督職員等と使用する動画撮影用カメラ等の通信状況について確認を

行わなければならない。 
（２）確認箇所の把握 

   受注者は、監督職員等が遠隔確認箇所の位置を把握するために映像により確認箇所周辺

の状況を伝えなければならない。 
（３）確認の実施 

   受注者は、「工事名」、「工種」、「確認内容」、「設計値」、「測定値」などの必要な情報につ

いて適宜電子黒板等を用いて表示する。 
   なお、受注者は必要な情報を冒頭で読み上げ、監督職員等から実施項目の確認を得るこ

と。確認終了時には、確認箇所の内容を読み上げ、監督職員等による結果の確認を得るこ

と。 
（４）結果の報告 

   受注者は、監督職員から遠隔確認による施工段階確認を受けた場合、施工段階確認簿を

その都度作成して速やかに監督職員へ提出する。 
 

４ 遠隔確認の記録と保存 
  受注者は、遠隔確認の映像と音声を配信するのみであり、記録と保存を行う必要はない。 

ただし、現場技術員が遠隔確認を行った結果は、使用するパソコンにて遠隔確認の映像（実

施状況）を画面キャプチャ（パソコンの画面表示を静止画像として保存）等で記録し、情報共

有システム（ＡＳＰ）等を活用して監督職員に提出する。 
 

５ 留意事項 
 遠隔確認の活用に際しては、以下に留意すること。 
（１）受注者は、被撮影者である当該工事現場の作業員に対して撮影の目的や用途等を説明

して承諾を得ること。 
（２）長時間動画用撮影カメラで撮影する場合、作業員のプライバシーを侵害する音声情報

が含まれる可能性があるため留意すること。 
（３）受注者は、施工現場外が可能な限り映り込まないように留意すること。 
（４）受注者は、原則映像を記録する必要はないが、公的でない建物の内部や人物が意図せず

映り込んでしまった場合は、記録映像から人物等を特定できないように必要な措置を行

うこと。 
（５）動画撮影用カメラの使用は意識が対象物に集中し、足下への注意が薄れたり、カメラの

保持・操作のために両手が塞がることにより、転倒等の事故につながる場合がある。その

ため撮影しながら移動する場合は進行方向の段差・障害物の有無を確認するなど、安全



対策に留意すること。 
（６）電波状況等により遠隔確認が中断された場合の対応について、事前に受発注者間で協

議を行う。対応方法に関しては、確認箇所を画像・映像で記録したものをメール等の代替

手段で共有し、監督職員等は机上確認することも可能とする。 
（７）本実施要領によりがたい場合は適宜受発注者間で協議すること。 

 

６ 工事現場における掲示の記載 
  受注者は、下記の記載例を基に作成した掲示板を工事現場に設置して周辺住民の理解に努

めなければならない。 
記 載 例 

当現場は、遠隔確認活用実施工事であり、動画撮影用カメラによる撮影を行っています。

 

 問合せ先：○〇工事責任者 現場代理人氏名、連絡先 
 

７ フォローアップ調査 
本実施要領に基づき実施した工事の受発注者を対象として、課題抽出やより効率的な取組を

行うためのフォローアップ調査の依頼があった場合は対応することとする。 
 
８ 積算 
（１）積算方法 

遠隔確認に使用する機器等は原則リースとし、その費用は工事実施に必要な施工管理費

用（技術管理費）として見積徴収して全て計上する。 
計上に当たっては、現場管理費率や一般管理費率による計算の対象外とするため「一括

計上価格」とする。 
  やむを得ず機器等の購入が必要な場合はその購入費に対して機器等の耐用年数に使用期

間割合を乗じた金額を計上する。また、受注者が所有する機器等を使用する場合も同様と

する。 
なお、発注者が所有する機器等を使用する場合は受発注者間で費用を協議することとし、

追加で必要となる費用を計上する。 
（２）機器等の耐用年数 

代表的な機器等の耐用年数については表－１のとおりであるが、これによりがたい場合

は受発注者間で協議して決定する。 
表－１ 代表的な機器の耐用年数   

機器等の名称 耐用年数 

カメラ、ネットワークオペレーティングシステム、アプリケーシ

ョンソフト 
５年 

ハブ、ルーター、リピーター、LAN ボード 10 年 

※ 国税庁ホームページ公表資料から引用 
 
 
 
 



９ 特別仕様書（記載例） 

項 目 記 載 例 

１．特別仕様書 第○章 施工管理 

（○）工事現場等における遠隔確認について 
１）本工事は、施工段階確認、材料検査、立会等による確認を受注者が

動画撮影用カメラにより撮影した映像と音声を監督職員等に同時配

信し、双方向通信により会話をしながら監督職員等がモニター上で

工事現場等の確認（以下「遠隔確認」という）を行う工事である。 

２）遠隔確認の活用は、別添の「工事現場等における遠隔確認に関する

実施要領」によるものとする。 

３）農林水産省が推奨する Web 会議システムは、○○○○である。 

４）通信環境が整わない現場や遠隔確認が非効率となる場合も想定さ

れることから、受発注者の協議により遠隔確認の適用・不適用を決

定するものとする。 

 



番 号 枚 数 備考

1 位置図 1

2 一般計画平面図 1

3 ポンプ設備整備計画一般図 1

4 機器配置平面図（１／３） 1

5 機器配置平面図（２／３） 1

6 機器配置平面図（３／３） 1

7 機器配置断面図（１／２） 1

8 機器配置断面図（２／２） 1

9 １号・３号主ポンプ構造図（固定翼） 1

10 １号主ポンプ原動機外形及び基礎図 1

11 １号主ポンプ原動機機関組立断面図 1

12 １号主ポンプ流体継手付傘歯車減速機外形図 1

13 １号主ポンプ流体継手付傘歯車減速機潤滑油主油ポンプ構造図 1

14 １号主ポンプ流体継手付傘歯車減速機オイルクーラー構造図 1

15 ３号主ポンプ原動機外形及び基礎図 1

16 ３号主ポンプ原動機機関組立断面図 1

17 ３号主ポンプ流体継手付傘歯車減速機外形図 1

18 ３号主ポンプ流体継手付傘歯車減速機潤滑油主油ポンプ構造図 1

19 ３号主ポンプ流体継手付傘歯車減速機オイルクーラー構造図 1

20 流体継手付傘歯車減速機組立断面図（１号、３号共通） 1

21 流体継手付傘歯車減速機潤滑油輔助油ポンプ構造図 1

22 流体継手付傘歯車減速機潤滑油切換式フィルター構造図（１号、３号共通） 1

23 流体継手付傘歯車減速機配管系統図（１号、３号共通） 1

24 仮設計画図（１／３） 1

25 仮設計画図（２／３） 1

26 仮設計画図（３／３） 1

27 ポンプ用閉止開口部蓋・吐出管用閉止蓋構造図 1

参考１ 管理用ゲート一般図 1

合計 28

図　面　の　名　称

江尻排水機場ポンプ設備補修（その２）工事

令和６年度～令和９年度　国営施設応急対策事業　角田地区

図面目録
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